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　八月七日──二十四節せつ気きの立りつ秋しゆう。







　それはもう、ありとあらゆる角度から見て薄かった。

「……板」

　耀あき姫ひめはタンクトップに包まれた、自分の貧ひん乳にゆうどころか「乳ちち」とも呼べない超ちよう真まっ平たいらな胸を見下ろすと、自じ虐ぎやく通り越していっそ哀あわれなまでのため息をもらした。

「なーんて絶望するのは昨日きのうまでのあたしよね、見ろ！」

　ふいに耀姫は顔を上げ、ベッドの上に置いたスクールバッグの中を引っかき回すと、ふいにドラ○もんよろしくズバッ、となにかを引きずり出した。それは、




　パッド入りスポブラ。




「これで……これで、これで！　これでやっと、勝てるし」

　なにに、とつっこむ他人ひとは誰だれもいない。

「スポブラなら体にフィットしてるし、パッドは裏うら地じに縫ぬい付けてあるから、動いても落ちる心配ナッシング。早さつ速そくつけてみるし。よい、しょ」

　誰だれもいないにもかかわらず、耀あき姫ひめは壁を向いてタンクトップを脱ぎ捨てる。意い外がいに慎つつしみ深い。スレンダーで綺き麗れいな背中もあらわに、彼女は頭からスポブラをかぶって整えた。

「どうだ！」

　もう一度タンクトップを着て、耀姫はくるりと振り返る。

　大きくそらした胸にはくっきり見事な（ある意味とてつもなく不ふ自然な）盛り上がり。

「んん、んふ、んふふ」

　鏡かがみの前で胸を張り、腕を上げてポーズをとって、何度も何度も自分の（超ちよう作さく為い的てきな）ふくらみを眺ながめ回すと、耀姫は握りこぶしを突き上げ高々とガッツポーズした。

「いいじゃんいいじゃん、いーいーじゃーん！　どうよどうよ！　もうこれで板いた胸むねとか二に次じ元げん胸とか胸と背中の区別がつかないとか超ちよう真まっ平たいらでアイロン台になるよねとかまな板より板だよねとかそんなこと二度といわせないんだからさらばグッバイ二次元板胸ワールド！」

「そんな世界の住民は確実にあなた一人ですね」

「きゃあああああああっ！」

　いきなり背後から声が響ひびいて耀姫は胸を抱き締め振り返った。

　いつの間に現れたのか、長身冷ひややか眼鏡めがねのみっちゃんが戸と口ぐちに立って、この上なくけげんなまなざしで耀姫を見つめている。

「さ、最低！　女じよ子し高生の部屋に毎まい度ど毎度無む断だんで入ってくるとかこのド変へん態たい眼鏡！」

「ドア全開のまま不ふ審しんな絶ぜつ叫きようをする方の過か失しつを私は問い詰めたいですね。ところで」

　みっちゃんは眼鏡のブリッジを押さえつつ、じろりと冷たい一いち瞥べつを投げた。

「どうも著いちじるしく不ふ自然な箇か所しよが見受けられる気がしますが」

「へ、変態変態やっぱりド変態──っ！　いたいけなＪＫの胸じろじろ見るなんて！」

「私は一ひと言ことも胸が不自然だとはいっていませんよ」

　語るに落ちるＪＫ床にくずおれる。

　かと思ったら飛び起きて、両手を振り上げ猛もう烈れつに叫んだ。

「う、う、うるさいうるさいうるさいうるさいっ！　だったらどこが不自然なのよ」

「確かにあからさまに胸は不自然ですが」

　むきーっと顔を赤くしてさらに怒ど鳴なろうとした耀姫を片手で制し、みっちゃんは答えた。

「それで今度こそ、広ひろ人と君の監かん視しの役を確かに果たしていただけるのですか」

「え」

　こぶしを振り上げたまま戸と惑まどい顔で凍りつく耀姫に、みっちゃんは肩をすくめる。

「ほらその顔。やはり忘れていたようですね」

「べ、べ、別に。その、忘れてなんて」

　耀姫はこぶしを降ろし、困った様よう子すでタンクトップの裾すそを両手で引っ張りもじもじする。

　みっちゃんは吐と息いきして、くいとこれ見よがしに眼鏡のブリッジを上げた。

「つべこべくどくど何度も同じ内容を申もうし上げるつもりはありませんが」

「すでにいってる気もするんだけど」

　唇くちびるを盛せい大だいに尖とがらせ上うわ目め遣づかいで文もん句くを漏もらすと、ぎらりと光る眼鏡めがねのレンズを向けられ、思わず耀あき姫ひめは首をすくめる。

「今回の夏休みにおける生活科か学がく部ぶの合がつ宿しゆく旅行先さきは」

　すっかり板についた教師口く調ちようで（というより人間であったときは漢かん学がく者しやだったのだから、講こう義ぎなど手て慣なれたものである）みっちゃんはとうとうとまくしたてる。

「広ひろ人と君の祖そ母ぼの実じつ家か近く。あのねこがみが祭さい祀し場じようを失って迷い出た経けい緯いを探る旅でもあります。となれば、どんな事情が出てくるかも分からない」

　そんなのあたしだってちゃんと承しよう知ちしてるし、といちいち要いらない口答えをしたくなる衝しよう動どうをぐっとこらえ、耀姫は耳を傾ける。

「こちらの土と地ち神がみたちもねこがみの存在に不安を抱いている。西にし東とう京きよう市しで起きた様さま々ざまな異い変へんは、天あま津つ神かみのアメノウズメたるねこがみの出現で引き起こされた可能性は大ですから」

「……確かく定ていじゃないかもよ」

「不ふ確定でもない」

　みっちゃんは眉み間けんを険けわしく寄せて、物もの思おもわしげに言葉を続ける。

「私は調べ物があるので合宿に同どう行こうはできませんから」

「えっ、マジ!?　みっちゃん同行しないの！」

　いきなり耀姫は喜き色しよく満まん面めん、スーパーノヴァのごとく顔を輝かせた。

「なーんだ、ふうん、ふふふん、あっそぉう、それはそれは、とっても残念だし！」

「そんなに喜ばれると無む理り矢や理りにでも同行したく」

「お断りします」

「即そく答とうするほど嬉うれしいならやはり一いつ緒しよに行き」

「来んな」

「かつて生せい前ぜんの私を左さ遷せんした方々がどうなったかご存じですか」

「屋根をぶち破った雷かみなりに打たれて燃やされた」

「よく分かっておられるようで」

「誰だれかさんが世界で一番陰いん険けんだってことはす───っごく」

　天てん神じんと龍りゆう神じんのふたりは、にた～り、と不ふ穏おんな笑えみを浮かべて見つめ合った。

「ということで、私の目の届かないところはあなたに補っていただかねばならない」

「はいはいはぁ～い」

「ヤル気のない返事は結けつ構こう。いいですか、浮かれている場合ではないのですよ。ナイ胸を無理矢理盛もり上げたりなどしてね」

「うわあああああああっ!!」

　耀あき姫ひめはパッドで盛り上がった胸を抱きかかえてしゃがみ込んだ。

「さ、ささ、最低！　ほっ、ほほ、ほんとみっちゃんって最て」

「そんな見み栄えを張るほど、広ひろ人と君がお気に入りですか」

　はたと耀姫は大きく目を見開く。みっちゃんはすかさず言葉をつなげた。

「以前にも申もうし上げましたが、あなたが守るべきはこの地区の氏うじ子こです。素す性じようの確かではない迷い神に懐なつかれた少年ではない」

「迷い神って、だってあの化ばけ猫ねこはアメノウズメだって」

「依より代しろに囚とらわれるケースもある。あなたのように」

「え……」

　眉まゆ根ねを寄せて見返す耀姫に、みっちゃんはまたもや吐息した。

「先の刑部おさかべ姫ひめの件のとき、あなたはこういいました。確かに自分は八や頭ず龍りゆうの大おお神かみだ。だが元々はただの小こ娘むすめだと。自分を置いて勝かつ手てに死んだ許嫁いいなずけの後を追って池に入じゆ水すいして、そこに巣くっていた古い神と同どう化かしたというだけの」

「そ、それは、そうだけど」

「あなたは面めん倒どくさがり屋のわりに、面倒見みの良さは目をみはるものがありますから」

「褒ほめないでよ」

「褒めたつもりはこれっぽっちもありません、むしろ呆あきれ果てています」

　いーっ、と耀姫は歯を剝むき出しにするが、みっちゃんは冷ひややかな態度を崩くずさない。

「その面倒見の良さで広人君やねこがみや、あの一いつ家かに入れこめば入れこむほど、産土うぶすな神がみとしてなすべき役を見失う。いや、ねこがみの世せ話わ焼やきだけならまだいい。広人君にひとりの少女として心を囚われてしまったら、どうなります。あなたは」

　一いち語ご一語、みっちゃんはいい聞かせるようにきっちりと句切って、告げた。

「──あなたは、ご自分をただの小娘に堕おとしたいわけですか」

　ひく、と耀姫の喉のどがかすかに動く。

　みっちゃんの口く調ちようは静かで、咎とがめるのでなく哀あわれむ響ひびきに満ちている。

「合がつ宿しゆく先さきの地で下手へたな騒そう動どうを引き起こせば、その地の産土神や土と地ち神がみたちとまで要いらぬ軋あつ轢れきを生むことにもなる。くれぐれも果たすべき役目、守るべき対たい象しようを忘れないように」

「何度もいわなくても、分かってるし」

「何度いっても分かったように見受けられないので、念ねん押おししたまでです。とにかく、広人君とねこがみの監かん視しを頼みますよ。何かあれば私の携けい帯たいに連れん絡らくを。それでは」

　みっちゃんは告げるだけ告げると、小さく会え釈しやくしてさっと部屋を出て行った。礼れい儀ぎ正しくきっちりと、性格を示すようにぴったり扉とびらを閉めて。

　耀姫は無む言ごんで立ち尽くす。しばし口をつぐんで、床に敷しかれたカーペットの毛の流れを見つめる。呆ぼう然ぜんと、空からっぽの意い志しと瞳ひとみのまま。

「なによ、みっちゃんの、変へん態たい、バカ！」

　いきなり耀あき姫ひめはタンクトップの中で両腕うでをわしゃわしゃ動かしスポブラを外すと、ぺっと床に投げ捨てた。そしてバスン！　と大おお袈げ裟さな音を立ててベッドに横になる。スプリングが弾はずみ、少女の体と髪かみの先が揺れた。

〝……広ひろ人と君にひとりの少女として心を囚とらわれてしまったら、どうなります〟

　耳の奥に残された言葉。

「みっちゃんのばか、ばーっか！」

　耀姫は威い勢せいよく吐き捨てた。

「普通の小こ娘むすめになんかなるわけないじゃん。あたしは八や頭ず龍りゆうの大おお神かみなんだから。ちょっと霊れい感かんがあるだけの人間の男子なんかに、なんでなんで、なん」

　言葉が途と切ぎれる。脳のう裏りにふと誰だれかの横よこ顔がおがよぎる。

「氏うじ子こさん……じゃ、なくて」

　その横顔に向けて、小さく小さく、消え入りそうな声で少女はささやく。

「……ひ、ひろ、」

　その先をいおうとして、耀姫は急にむっと眉まゆを寄せた。

「ばっかみたい。ふーんだ、あたしは普通の小娘と違うんだからね！」

　胸の盛り上がりは凹へこんでいたが、拗すねた彼女の顔は見事なふくれっ面つらだった。
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「鰹かつお屋やの、ちょっといいとこ、見てみたい！」

　鈍どん行こう列車のがたごと音にかぶせ、生活科か学がく部ぶ部長・涼りよう子この声が響ひびきわたる。

　はやされているのは神しん妙みような顔でジュース缶かんを握りしめる広ひろ人と。夏の制服姿すがたの涼子は、両手でぱんぱんぱん、と拍ひよう子しを取って、さらに煽あおり立てる。

「はい、イッキ、イッキ、イッキ！」

「無む理りだああっ！」

　広人は頭を抱えて叫ぶと涼子に向かってジュース缶を突きつける。それは、

「無理、猛もう烈れつに無理。どうやってこれをイッキしろっていうんですかっ！」

　どろり濃のう厚こう飲むゼリーピーチ味。

「だいたい素面しらふで酔よっぱらいと同レベルってどうかと思います、部長」

「馬ば鹿かめ、酒の力を借りねば酔えないようでは根こん性じようが足たりん。宗しゆう教きようで酒を禁じられるアラブの民たみはカフェイン濃厚なお茶で酔うというぞ。いいか、思いこめ。自分はアラブの民で手にするのは興こう奮ふん必ひつ須すのお茶でここは砂さ漠ばくの天てん幕まく。羽ばたけ空に妄もう想そうの翼つばさ！」

「俺おれは日本人じんだしこれはどろり濃のう厚こうゼリーでここは座席が固くて尻しりが痛い鈍どん行こう列車です」

「なんだと貴き様さまの想そう像ぞう力りよくはその程てい度どか！　この合がつ宿しゆくで鍛きたえ直す！」

「それは想像力じゃなくて妄もう想そう力だあっ！」

　涼りよう子この無む茶ちやぶりに広ひろ人との懸けん命めいの抵てい抗こうもまったく無む駄だである。

　今日きようから始まる三泊ぱく四日かの有あり間ま高校生活科か学がく部ぶ合宿。行き先は静しず岡おか県朱あけ川がわ市。鈍行でのんびりと西にし東とう京きよう市しから静岡まで移動している最さい中ちゆうだ。

　窓の外は、強い陽ひ射ざしに照らされた濃い緑が続く夏なつ景げ色しき。

　静岡県内に入り（横に長い県だけあって、どこまで行っても行っても静岡県）、深しん緑りよくの茶ちや畑ばたけが現れて（どこまで行っても行っても延えん々えん茶畑）、のどかで牧ぼつ歌か的な風景だ。

　今回の合宿参さん加か者しやはもちろん部のメンバー。だがなぜか──

「よろしい、ならばわれが可愛かわいい氏うじ子この代わりにちゃれんじでありまする！」

　いきなり隣となりから乱らん入にゆうしたのはセーラー服のねこがみさま。ちゃれんじ、などと横よこ文も字じも最近使えるようになって得意げだ。さすがに今日は猫ねこ耳みみをしまっている。

　ねこがみさまは広人から有う無むをいわせずジュース缶かんを取り上げた。

「これを一いつ気きに飲めばよろしいのでありまするな、涼子」

　ちっちゃな両手で缶を持ち、ねこがみさまはきらきらした瞳ひとみで涼子を見上げる。

「そのとおり、いい度ど胸きようだ。そうそう、プルタブを開けて口をつけて、一気に！」

「度胸と根こん性じよう論ろんで片づけばイッキでアル中ありませ……って、ねこがみさま待ったー！」

「ねこがみ、イッキ行くのでありまーすっ！」

　広人の制せい止しも聞かずにねこがみさまは缶に口をつけてぐいと煽あおった。

「ん、ん、ん……んぐ、んぐ……ん、んぐ？　んぐぐぐぐぅっ!?」

「うわああ、やめてください、ねこがみさま！　濃厚ゼリーで窒ちつ息そく寸すん前ぜんですよ！」

　真まっ赤かな顔で必ひつ死しに缶に吸いつくねこがみさまを広人はあわてて押しとどめる。

「あっ、あの、広人先せん輩ぱい」

　おずおずと遠えん慮りよがちな声が聞こえて、広人は振り仰おおいだ。

　頰ほおを染そめた氷ひ川かわ台だいあやの（正しよう体たいは半はん人じん半はん妖ようの狐きつね姫ひめ）が、大きな重じゆう箱ばこを抱いて座席のそばに立っていた。明るい色の髪かみに挿さした花はな飾かざりを揺らし、あやのは重箱をそっと差し出す。

「そろそろお昼ご飯はんですよね。これ、その、良かったら、あの」

「広人さん！」

　いきなり横から明るい声が割り込んだ。

　真まっ直すぐストレートの美しい黒くろ髪かみとリボンカチューシャが可愛い羽は沢ざわひかるである。

　ひかるはぐいとあやのを肘ひじで押しのけると、

「これお弁べん当とう。がんばって作ってみたんだ。食べてくれないかな？」

　妙みように自信ありげに大きなランチボックスを差し出した。ゼリーにむせるねこがみさまの背中をさすりつつ、広ひろ人とは戸と惑まどい顔で答える。

「あ、うん、ありがとう」

「自分では珍めずらしく上手うまくいったかなって。えへへ」

　ひかるは長い黒くろ髪かみを揺らして小こ首くびを傾かしげ、にこっと笑った。押しのけられたあやのはむっとなるが、引っこみ思じ案あんの性格が災わざわいして、巧うまく口が挟めない。

「あら、ひかるさんたら大だい胆たんですこと」

　ふいにひかるの背後に天てん井じよう下さがりミミが逆さかさまに出しゆつ現げんした。

　ドールのような綺き麗れいな金きん髪ぱつ碧へき眼がん美び少女が天井からぶら下がるのはなかなか異い様ような光こう景けいで、しばしのあいだ生活を共にしたひかるも、さすがにびびってのけぞる。

　鈍どん行こう列車の車内は乗客が少なく、広人たちで貸し切り状態。しかしこの中には事情を知らない部長もいるのにいい度ど胸きようだ。とはいえ、

「こら、他の客の通行の邪じや魔まになるだろう。床に降りて避けろ」

　涼りよう子こはまったく意に介かいしていない。鈍どん感かんなのか不ふ敵てきなのか常じよう識しき外がいだからなのか。

「ミ、ミミさん。いきなり背後を取らないでほしいぞ」

　ひかるはあわてふためくが、ミミはすとんと床に降りてすまし顔で金髪をかき上げた。

「だって誰だれかさんが同どう行こうされないのをいいことに、やけに意い欲よく満まん々まんですもの」

「人ひと聞ぎき悪いんだ。別にそういうわけじゃないぞ」

「無む駄だな弁べん解かいは苦しいのよ。いかにもあからさまなのよ」

　千せん歳さいの蛇へび幼よう女じよ・夜や刀とが、手すりにあごを乗のせるようにしてひょいと顔を出した。

　愛くるしいのに無む表情な幼女は、淡たん々たんと核かく心しんを突く。

「競争相あい手てがひとりいないからって、抜ぬけ駆がけなんて度胸あるのよ？」

「夜刀さんまで。あ、あたしはただ」

「それよりぃ、自じ信しん満々なお弁べん当とうをぜひ見せてほしいですぅ」

「い!?　つ、冷たい、ユキメさん！」

　雪ゆき女じよ郎ろうのユキメがひかるの背中にぴったり張りつき、肩かた越ごしに身を乗り出す。ねこがみさまからたっぷり霊れい力りよくを補ほ給きゆうした上、冷房の効いた車内にいるせいか、すこぶる元気。

「そうですわ、そこまで胸むね張はっていうからには、さぞかし素晴らしいお弁当ですわよね」

「広人ひとりに食べさせるなんてズルイのよ」

　ミミや夜刀もこぞってひかるの手て元もとをのぞきこんだ。

「ダメだってば。広人さんの分しか……あっ」

　止める間もなく三組の手はランチボックスを奪うばい大きく蓋ふたを開ける。その中には、




　巨きよ大だいおにぎり、どーん。




　がっちり海苔のりを巻き付けた真まっ黒くろおにぎりが、たった一個なのにやけに強きよう烈れつな存在感かんを放ってランチボックス内に端はしまでみっちり詰まって鎮ちん座ざしていた。

　あまりのでかさに、ちょっぴりホラーテイスト。

「……え、っと」「なんですの、この大きさ」「食べるには山姥やまんばみたいな口がいるのよ？」「その前に歯が立つんでしょうかぁ」

　誰だれひとりとしてまともな言葉が発せない。

「いったぞ、広ひろ人とさんひとり分しかないって」

　しかしひかるは得意満まん面めん、ランチボックスを取り上げて、広人に差し出した。

「いい形にできたと思うんだ。はい、広人さん！」

「え、お、うお、お」

「男女論ろんで片付けるのは現代にそぐわない気もするが」

　涼りよう子こが硬こう直ちよくする広人の肩をばん！　と叩たたいた。

「一いつ気きに食え。男おとこ気ぎを見せるのは、いまだ」

　男気に命を懸かけるのは勇ゆう○郎ろうだけで充分だ。

　などと凍とう結けつしている広人にかまわず、ひかるはにこにこして言葉を継つぐ。

「あのね、中なか身みはおかかなんだ！」

「……おかか？」

　呆ぼう然ぜんとしていたねこがみさまが、いきなり大きく挙きよ手しゆして立ち上がった。

「いまなんといいました。おかかですと、おかかおにぎりですと！　よろしい、男気ならばわれがもう存ぞん分ぶんに発はつ揮きしてみせまする！」

「ねこがみさま!?　まった、もっと誇れるところで男気発揮してくださいよ！」

「ねこがみ、イッキま───すっ！」

「やめろまだイクなああああっ！」

　意い味み深しんな広人の叫びをものともせずに、ねこがみさまは顔より大きい巨きよ大だいおにぎりを両手で捧ささげてあーんぐり、と小さな口を精せい一いつ杯ぱいに開けた。

「広人先せん輩ぱいやねこがみさまに、そんないかがわしいもの食べさせないでくださいっ」

「えっ、きゃあっ！」

　いきなりあやのが横から突とつ撃げきしてひかるをはじき飛ばした。

　広人の座席に群がるミミや夜や刀とやユキメたちもかき分けて、豪ごう華か三さん重じゆう重がさねの和わ風ふう重じゆう箱ばこ弁べん当とうをずいっと大きく差し出した。

「わらわが作りました。栄養バランスも味も考えてありますし、ちゃあんと皆さんの分だってあります。インパクトだけの単たん品ぴん弁当とは、ぜんっぜん、違いますから」

「インパクトだけってなんだ」

　ひかるが可愛かわいい顔を赤くして再び強ごう引いんに割りこむ。

「そんなごちゃごちゃ詰まったお弁べん当とうより、ずっとシンプルで分かりやすいんだぞ」

「シンプルとか英えい単たん語ご使わず単たん純じゆん単たん細さい胞ぼうっていってください。和わ食しよくは素晴らしいんです」

「あたしのおにぎりだって和食だ！」

「米こめ単たん体たいを和食っていいはるのと同じ暴ぼう挙きよですっ」

「あっ、この天ぷらいけるのよ」「煮に物ものもいいお味ですねぇ」「あら、なかなか」

　いい合うふたりをよそに、夜や刀とやユキメやミミがさりげなく箸ばしや手を伸ばす。

　あやのの重じゆう箱ばこ弁当は、筑ちく前ぜん煮にやひじきの豆ご飯はんや魚ぎよ介かいと野菜の天ぷらなど、ヘルシーかつボリュームも充分。三人は口に入れて目を丸くし、箸が止まらない。

「そうですわ、守もり宮みやさんが持たせてくださった冷れい茶ちやがありますわ」

　ミミが機き敏びんに水すい筒とうから紙コップにお茶を注ついで配って回る。

　妖あやかし三人娘むすめはお弁当と冷茶を口にしつつ、にぎやかに箸を進ませた。

「あやのの和わ風ふう弁当、焼き加か減げんも味もどれもばっちりなのよ」

「さっすがあやのさんですぅ。ユキメはかき氷もあれば良かったんですけどぉ」

「確かに美味おいしいは美味しいですわね。でも」

　絶ぜつ賛さんする夜刀とユキメを尻しり目めに、ミミはちょっと澄すましてつぶやいた。

「わたくし、美み薫かさんの洋よう風ふう弁当もいただきたいですわ」




　女子の嬌きよう声せいが響ひびき渡るこの場に、いつものメンバーで姿すがたが見えないのは三人。

　ひとりは春日かすが美薫。

　彼女は事前に部長の涼りよう子こ宛あてに、今回の合がつ宿しゆくには同どう行こうできない旨むねのメールを送信していた。相変わらず美薫には、広人からの電話もメールも通じない。

　ひとりは守宮。こちらはモサコさんとハムスター姫ひめ華かとアパートでお留る守す番ばん。

　最後のひとりは、耀あき姫ひめ。

　正確には同じ車内にいるのだが、いつもは喧けん噪そうの中心にいる彼女が珍めずらしく、車しや両りようの一番端はしっこの窓まど際ぎわの席でひとり座っていた。

　冷房が効いているにもかかわらず、窓を開けて生なま温ぬるい真夏の風を浴びながら、飛ぶように後方に流れていく濃のう緑りよくの景け色しきをぼんやりと眺ながめている。

「順じゆん番ばんだ！　貴き様さまら順番に並べ、そして私にも食べさせろ！」「待ってください、広人先せん輩ぱいが食べられませんっ」「だったらあたしのおにぎりだけ食べればいいんだ！」

　けたたましい喧けん噪そうのなか、外を見つめる耀姫の横よこ顔がおは無む表情である。

「……っさいな」

　ぽつりとつぶやき、耀姫は窓まど辺べに置いた両肘ひじのあいだにあごを埋めた。

「ひゃにをひておるのでふ、耀姫」

　いきなり不ふ明めい瞭りような声がして、誰だれかがひょいと隣となりに座った。

　かったるそうに耀あき姫ひめが目を移すと、半分に割った（それでも顔の半分はゆうにある）巨きよ大だいおにぎりをあむあむと頰ほお張ばりながら、ねこがみさまがこちらを見ている。

「なによ、馬ば鹿か猫ねこ」

　不ふ機き嫌げんに耀姫は返した。

「さっさと氏うじ子こさんのところへ戻りなさいよね。氏うじ神がみでしょ」

「そなたこそ嫁よめ候こう補ほとして、もっと広ひろ人とにくっつくべきでありまする」

「は!?　なんでそんなことしなきゃいけないのよ。それにあたしが嫁候補って」

「最初にそなたが嫁名めい簿ぼを用意してくれたとき、自分の分も一いつ緒しよに入っておりましたぞ」

「あんなの」

　ふん、と耀姫は鼻を鳴らす。

「ただのシャレだし。ほんのジョークだし」

「ひょうく？　冗じよう談だんのほとでありまふるな！」

　男おとこ気ぎを発はつ揮きしたねこがみさまは見る見るうちにおにぎりを食べ尽くすと、ふっと声を落としてつぶやいた。

「ですが春日かすがが戻るまで、広人のためにも残りの嫁候補との絆きずなを深めねば……ううむ、もうおにぎり終わってしまいましたのです。残念無む念ねん」

　空からっぽの両手を見下ろし、しょぼん、とねこがみさまはうなだれる。

「ちょっと、あんたの顔の方がおにぎりみたいじゃん」

　顔かお中じゆう米こめ粒つぶだらけのねこがみさまに、耀姫はダルそうにウェットティッシュを差し出す。

「拭ふきなさいよ。逆さかさ娘むすめに顔舐なめられても知らないし」

「拭くなどもったいない。一ひと粒つぶ余あまさず大事にいただくのです」

「べたべただっていってるの！　ったく、赤あかん坊ぼうなわけ？」

　ねこがみさまのあごをつかみ、耀姫はぐりぐりティッシュでこすった。手て荒あらい扱いにちょっと顔をしかめながらも、ねこがみさまの口くち元もとにはご機き嫌げんな笑えみが浮かぶ。

「耀姫は本当に良い娘なのでありまする。面めん倒どう見みの良さは群を抜いておりますぞ」

「ばっかじゃないの、頭沸わいてるよね」

　みっちゃんにいわれたのと同じことをいわれ、耀姫の不機嫌ゲージはますます高まる。

「アンタみたいな危なっかしい馬ば鹿か猫ねこ、誰だれだってどうにかしないとってなるじゃん」

　耀姫はそっぽを向いて、温ぬるい風が入る窓の外を見やる。そして小さく、つぶやいた。

「ひろ……じゃない、氏子さんだって、あの頑がん固こ者ものの美み薫かさんだって、さ」




「広人先せん輩ぱい、はい、あーん」

「広人さん、こっちのおにぎりこそ、あーん」

「あ、あ、あーん？　って、いや、あの」

　あやのとひかるに両側から挟まれ、大きな海老えびの天ぷらと、半分なのに大きなおにぎりを口くち元もとに突き出され、広人は挙きよ動どう不ふ審しんに目を泳がせる。

　向かいの座席にはミミと夜や刀ととユキメの三人がみっちり腰かけ、不ふ機き嫌げん顔がお。

「鰹かつお屋や！　貴き様さまそのしょぼくれまくった顔はなんだ」

「うわ、わ」

　ふいに涼りよう子こにがしっ、と頭とう頂ちよう部ぶを鷲わしづかみにされ、広ひろ人とは首をすくめた。

「美び少女ふたりに囲まれて、あーん、をされて、何の不満がある。ならばこの私が手ずから貴様に食べさせてやろうではないか！」

「いや、いや結けつ構こう、ほんっ、ふぐ、むぐぐ!?」

　涼子に頭をつかまれ、無む理り無む体たいに海老天てんとおにぎりを口に押しこまれてのどが詰まり、広人は一いつ瞬しゆん黄よ泉み路じをかいま見た、気がした。

「広人様、お茶を！」

　ミミからお茶を差し出され、広人は懸けん命めいに飲み下した。あやのやひかるも、あわててむせる広人の背中をさすったり叩たたいたりする。

「う、うぐ、し、死ぬ、マジいま未み知ちの世界に到達するかと、思っ……」

「でも、涼子のいうとおりなのよ」「ええ、おかしいですぅ」

　向かい側から夜刀とユキメの声がして、胸を叩いていた広人は目を上げた。

「え……おかしいって、どこが」

「広人、ずっとどことなく元気ないのよ。自分で分かってるのよ？」

「そうですよぅ。時々ふかーいため息、ついてますぅ」

「もしかして、守もり宮みやに預けたモサコさんやジャンガリアン姫ひめ華かのことが心配なのよ？」

「まあ、心配は心配ですけど。モサコさんに姫華さんが食べられてないかなって。でも守宮さんなら心こころ得えてるから、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　広人が苦く笑しようして答えたとき、

「夜刀さんもユキメさんも、全ぜん然ぜんお分かりになってませんのね」

　水すい筒とうを膝ひざに置いたミミが、金の髪かみをかき上げてツンといった。

「広人様さまのご懸け念ねんの原因は、たったひとりじゃございませんの」

「誰だれのことなのよ」「え、どういうことですかぁ」

　ぎくりと広人が体を強こわ張ばらせる。ミミは澄すまして語を継いだ。

「放っておけばよろしいじゃありませんの。携けい帯たいもメールも通じない、会いに行っても忙しいからと門もん前ぜん払ばらい。そこまですげなくされて、なぜ広人様がそんなにも礼を尽くさなくてはなりませんの。あちらが勝かつ手てに親しん交こうを切ったんですのよ」

「春日かすが先せん輩ぱい、のことですね」

　あやのがぽつりとこぼす。

　広ひろ人とは無む言ごんだ。しかし手の中の紙コップが、くしゃりとわずかに歪ゆがむ。

　その反応に、ひかるがむっと唇くちびるを引き結んだ。

「ミミさんのいうとおりだ。広人さんが気にすることなんてないのに」

「ひかるさん。それは」

「あやのさんだって他のみんなだって、そう思ってるはずだぞ」

　大きな黒くろ目めがちの瞳ひとみを吊つり上げ、ひかるはきっぱりといった。

　ミミはうなずき、夜や刀ととユキメは顔を見合わせ、あやのは悄しよう然ぜんとうつむく。みんなの同どう意いを得たと思ったか、ひかるは勢いづいてさらに言葉を重ねた。

「広人さんが下した手てに出るからますます意い固こ地じに引っこんでるだけだもの。知らんぷりしていたら、きっと向こうから業ごうを煮やして出てくるに決まってる」

「それは得とく策さくではないな」

　涼りよう子この冷静な声が頭ず上じようから降ってきて、みんなは一いつ斉せいに振り仰あおいだ。

「放っておけば春日かすがとのつながりは必ず断たれるぞ。それを本当に望むのか」

　思わず広人は腰を浮かせ、涼子に問い質ただした。

「部長。それって、どういうことですか」

「彼女がとてつもなく頑がん固こだからだ。鰹かつお屋やもそれは長い付き合いで分かっているだろう。意い識しきしているいないにかかわらず」

　広人は息を吞む。手にした紙コップはいまや大きくひしゃげていた。

「……そうですね、俺おれもそう思います」

　握りつぶした紙コップをしばし見つめ、それから広人は顔を上げた。

「合がつ宿しゆくが終わったら、もう一度、春日の家を訪ねてみるつもりです。いえ、春日が会ってくれるまで、何度も行くつもりです」

「私は関かん与よしてやらんぞ。春日が勝かつ手てに拗すねているのは鰹屋が原因なのだからな」

「分かってますって」

　苦にが笑わらいする広人に涼子は肩をすくめるとふいに、

「おい、そんなところでこそこそ引っこんでいるな」

　車しや両りようの後方に向かってつかつかと歩いていった。

「にゃ、なにをするのでありまする？」「痛い、痛い、涼子ちゃんってば！」

　涼子はねこがみさまの首くび根ねっこをつかんでぶら下げ、耀あき姫ひめの腕を引っ張って戻る。かと思うと唐とう突とつに大きな声で、その場の皆に向かって宣せん言げんした。

「いまから部長権けん限げんで、部内親しん睦ぼくレクリエーションをこの車内で行う！」

「はあぁ!?」

　一いつ斉せいに上がる抗こう議ぎの大おお声ごえ。

「れくれ、そん？　とは、何でありまするか」

　ひとりねこがみさまだけが、ぷらーんとぶら下がったまま、小こ首くびを傾かしげて尋たずねる。

　涼りよう子こは快かい活かつに笑い、ぶら下がるねこがみさまに答えた。

「遊びだ遊び。どうせ貸し切り同どう然ぜんだ。有効に使わねばな」

「ちょ、部長。さっき他の乗客の迷めい惑わくになるから通路をうろつくなみたいなことを」

「分かってないな、鰹かつお屋や。この全ぜん知ち全ぜん能のうの私がそんな無む為い無む策さくな真似まねをするわけがない。いいか、これから始めるレクリエーションとは」

　ビッ！　と涼子は大きく片手を差し伸べてどこかを指ゆび差さし、堂どう々どうといい放った。

「網あみ棚だな匍ほ匐ふく前ぜん進しんだ！」

「は、はぁあああっ!?」

　車しや両りようを揺るがすみんなの大声に、涼子はこの上ないドヤ顔で胸を張った。

「どうだ、これなら通路を占せん拠きよして他の乗客の移動を阻はばむことはないッ」

「あ、網棚匍匐前進ってまさかこの狭せま苦くるしい網棚に!?」「いやだぞ、どうしてそんな恥はずかしいことしなきゃいけないんだ」「涼子先せん輩ぱい、それは職しよつ権けん濫らん用ようってものです！」

「ならば、だ」

　おろおろする人間組ぐみ（半はん人じん半はん妖よう含む）に涼子はにやりと、

「車両はすべて四人がけのボックス席。勝利した組はこの長なが旅たびのあいだずっと、鰹屋と一いつ緒しよの席になる、というのはどうだ。隣となりに座ろうが膝ひざ枕まくらだろうがやり放ほう題だい」

「やりますわ！」「やるのよ！」「やるに決まってますぅ！」

　いきなり妖あやかし組が飛びついた。

「いざとなれば天てん井じようを這はうことにいたしますもの！」「じゃあ夜や刀とは蛇へびに変へん化げするのよ」「でもぉ、あんな狭いところぉ、ユキメは大きい胸がつかえちゃいますぅ」「ちょっとそれ誰だれに対する嫌いや味みよ、このでか乳ちち女おんなっ」「よろしい、面白そうなのでありまする！」

　被ひ害がい妄もう想そう気ぎ味みな耀あき姫ひめの抗こう議ぎをねこがみさまの明るい声がかき消した。

「なんだか分かりませぬが、みんなで楽しいことなら大だい歓かん迎げいでありまするぞ。涼子、涼子、早さつ速そく開始いたしましょう！」

「ようし、皆の同どう意いが得られたところで」

「全ぜん然ぜん得てません、涼子部長！」

「網棚匍匐前進競きよう技ぎ、開かい催さい───ッ!!」

　広ひろ人との言げんなど一いつ切さい聞かず、涼子の宣せん言げんはすべての抵てい抗こうをねじ伏せて響ひびき渡った。




　そして涼子の一方的な命令により、広人たちは二組に分けられた。

　大おお柄がらな涼子は網棚が抜けそうなので不ふ参加。それ以外の組み分けは以下のとおり。

　広人組ぐみは、耀姫・あやの・ユキメ。ねこがみさま組は、夜刀・ミミ・ひかる。

「ふぅむ、これは」

　ねこがみさまは広ひろ人と組ぐみをしげしげと見回し、つぶやいた。

「豊ほう満まん型と薄べったい型の差が激し」

「黙だまれ馬ば鹿か猫ねこぉ────！」

　スパーン！　と小こ気き味みいい音で、耀あき姫ひめがねこがみさまの頭とう頂ちよう部ぶをはたき倒した。

「ななな、なにをしやるのです、耀姫っ」

「誰だれが薄いって誰が平べったいって誰の盛り上がりがないって黙だまれえっ！」

「誰も別に耀姫が一番薄うすいとか真まっ平たいらとかぺったんことかいうてはおりませ」

「いった、たったいまその口がいった、そのどうしようもない口広ひろげてやるっ」

「ふにゃにゃっ、いひゃい、いひゃいのでふあひひめ！」

　耀姫がねこがみさまのほっぺをつかんで真ま横よこにびろーんと引っ張り、ねこがみさまはじたばた暴あばれる。そんな喧けん噪そうを横よこ目めで見つつ、ひかるが小さくため息をついた。

「ひかるさんのお気持ち、分かります」

　あやのの声にはっとひかるは目をやった。明るい色の髪かみと花の髪かみ飾かざりを揺らし、あやのがそっと目め配くばせしてみせる。

「広人先せん輩ぱいが春日かすがさんを気に掛けること、わらわもすっきりはしません。そこまで先輩に気を配られる春日さんが……羨うらやましい」

「仕方ないんだ。大おお家やの娘むすめで、小学校からの幼おさな馴な染じみなんだから」

「幼馴染みだから、でしょうか」

「え」

　ひかるは黒くろ目めがちな瞳ひとみをみはってあやのを見返した。あやのは考え深げに言葉を継ぐ。

「ただの幼馴染みにあそこまでするものでしょうか」

「そ……れは」

　一いつ瞬しゆんひかるは考え込み、それから慎しん重ちように口を開いた。

「広人さんが、美み薫かさんに幼馴染み以上の感情を抱いてるってこと？」

「あまり考えたくないことですけれど」

　ひかるは無む言ごんで思いに沈む。それからふっと首を振った。

「正確なことは分からない。でもあたしは、違うって感じる」

「そうですか？」

「だって広人さんの優しさも度ど量りようの広さも、普通のひととは違うんだ。確かに美薫さんは幼馴染みだから気にかけられているのかもしれないけど、それは特別な感情なのかな」

「……そう、でしょうか」

「あたしみたいな行きずりで出会った縁えんもゆかりもない元もと生き霊りようを、広人さんは親しん身みになって助けてくれた。おかげであたしはこうして人間として、ママやみんなや、広人さんのそばにいられる。広人さんの器うつわこそ、特別なんじゃないかな」

「ひかるさん」

「美み薫かさんに腹が立って、放っておけなんていっちゃったけど」

　ちょっとだけうつむき、ひかるは微笑ほほえんだ。

「やっぱり、広ひろ人とさんの元気がない方が嫌いやだな。仲なか直なおりしてほしい」

　あやのは労いたわるようにひかるを見つめ、それから肩にふわりと手を置いた。

「仕方ありませんね。美薫さんにメールしてみませんか。もう仲直りしてくださいって」

「そうだね。いい加か減げん拗すねるのやめないと、広人さん取っちゃうぞって」

　ふふ、とふたりの少女は楽しそうにほほ笑みをかわした。

「何をしておるのです、ふたりとも」

　ねこがみさまの光のような声が響ひびいた。ひかるとあやのが視線を向けると、向日葵ひまわりにも似た満まん面めんの笑えみを浮かべて、ねこがみさまはふたりの手を取る。

「さあさあ、広人と一いつ緒しよの席になるためにがんばらねば。ひかる、われと一緒の組ですぞ。あやの、われらは負けませぬ。お互い精せい一いつ杯ぱい健けん闘とうするのです！」

「ねこがみさまったら、とことん吞のん気きすぎるぞ」

「そうです、網あみ棚だな匍ほ匐ふく前ぜん進しんなんてトンデモ競きよう技ぎ、わらわは遠えん慮りよしたいです」

　全身から浮かれ気分を発する楽しそうなねこがみさまにつられ、ひかるもあやのも笑って歩を進めた。とはいえ、待ち構えているのはトンデモ競技には間違いない。




「よし、二組ともスパッツに着替えて準備は万ばん端たんだな」

　車しや両りようのど真まん中なかで、涼りよう子こは腰に両手を当てていった。ひかるもあやのも耀あき姫ひめも下か半はん身しんは黒のスパッツ、ねこがみさまは裾すそを折り曲げたジャージだ。

　さすがに制服のスカートでアクロバティックな競技を行うのは、うっかり他の乗客が入ってきた場合も鑑かんがみて回かい避ひされたのである。

　年とし頃ごろ男子の広人としては正直残ざん念ねんな気持ちもなくはないが、やはり何も事情を知らない人に──しかもねこがみさまにいたっては〝穿はいてない〟のだ──見られるのも困る。

「よーし、最初はあたしよね」「傲ごう慢まん女め神がみになんか、夜や刀とは負けないのよ」

　一番手ての耀姫と夜刀が、車両左さ右ゆうの網あみ棚だなに乗って体を押しこんだ。

　この網棚の上を這はって端はしまで行って折り返してくるのである。しかも網棚の上で次の仲間と手を触れ合わせてバトンタッチしなくてはならない。

「大だい丈じよう夫ぶですか。耀姫さん。夜刀さんは小さいから平へい気きそうだけど」

　スレンダーだが、さすがにやや窮きゆう屈くつそうな耀姫を広人は下から見上げる。

「平気。それよりあたしが一番手で速度稼かせぐから、氏うじ子こさんは二番手がんばってよ。でか乳ちちのふたりには速そく度ど期待できないんだからね」

　それは自分でとある箇か所しよが貧しいと暗あんに認めているんじゃないか。

　と広ひろ人とは思わなくもないが、ねこがみさまに焚たきつけられて闘とう志しを燃やす耀あき姫ひめは、まったく気がついていない。

　涼りよう子こはスタンバイした皆を見て満足そうにうなずくと、両手を広げた。

「それでは始めるぞ。位置について、よう──い…………」

　パァン！

　と高らかに涼子が手を打ち鳴らす。

　それと同時に耀姫と夜や刀とが網あみ棚だなの上でもがもがと這はい出した。

　懸けん命めいにふたりは窮きゆう屈くつで不ふ安定な場所を這い進む。スパッツ姿すがたの耀姫は順じゆん調ちように進み、白しら拍びよう子し姿の夜刀もずるずるした袴はかまで意い外がいに速い。

「耀姫さぁん。がんばってくださいねえ」「いいです、耀姫さん。リードしてますよ！」

「夜刀、後れを取ってはなりませぬ」「がんばれ、夜刀さん！」「夜刀さん、お急ぎになって。傲ごう慢まん女め神がみの方が頭ひとつ出てますわよ」

　ねこがみさまたちはそれぞれ思い思いに応おう援えんを送る。

　しかし小しよう市し民みんな広人は他の乗客が入ってこないか、車しや掌しようが来て怒られないか、それはもう気が気ではない。あるいは網棚の強度が不安で不安で仕方ない。

「大だい丈じよう夫ぶかな。破れて落ちはしないだろうけど」

「広人様。落ち着いてまずはお茶を」

　ミミから渡された冷れい茶ちやの紙コップを、広人は気もそぞろに受け取り口にする。

「他の人が来る前に早く終わらせなきゃ。あんな格かつ好こうを誰だれかに見られ」

　いきなり、ぶふ、と広人はお茶を噴ふき出した。

「!?　いきなりどうなさいましたの、広人様さま？」

　ミミが差し出すタオルを受け取り、広人はお茶に濡ぬれた真まっ赤かな顔を埋めて拭ぬぐう。だがいま目にした光こう景けいは目に焼き付いてなかなか拭えない。

　四よつん這ばいにも近い姿し勢せいでもだもだ動く耀あき姫ひめの、ふりふりと動く、お尻しり。

　スレンダーゆえにきゅっと締まったウエストのくびれのおかげで、綺き麗れいなハート型。

（ちょ、や、やばい、あ、あの体勢。さっ、誘われてるみたい、だろ！）

　榊さかきの屋や敷しきの天てん井じよう裏うらで密みつ着ちやくした柔やわらかさが思い出され、広人は首まで赤くなる。

「こら、二番手てさっさとスタンバイしろ。網棚の上でバトンタッチだぞ」

　涼子に後こう頭とう部ぶをぺしんとはたかれ、広人は顔を上げる。

　ちょうど耀姫が車しや両りようの反対側がわで姿し勢せいを入れ替えて、こちらに向かって這ってくるところだった。あわてて広人はタオルと紙コップを座席に置いて、網棚によじ登る。

「っつーか意い外がいと丈じよう夫ぶなんだな、網棚……いやいや、こんなことやっちゃダメだけど」

　網をぐっと手で押さえて顔を上げると、耀姫が額ひたいに汗をかいて懸けん命めいに戻ってくる。

「耀姫さん、もう少しです！」

　彼女の熱ねつ気きにつられ、広人は手を差し伸べて声せい援えんを送った。耀あき姫ひめは間ま近ぢかまでくると、うんと手を伸ばして広ひろ人との手のひらにタッチしようとする。

「は、はい、氏うじ子こさん。バトンタッチ……きゃあっ」

　その瞬しゆん間かん、不ふ安定な姿し勢せいがぐらりと揺れて傾かしいだ。

「耀姫さんっ！」

　広人はとっさに腕を伸ばし、耀姫の体を支える。

　だが転げ落ちかけた体勢はなかなか戻らない。渾こん身しんの力で広人は彼女を引き上げる。

「いよっ、よい、しょ！」「わ、きゃっ！」

　網あみ棚だなの上で体を真ま横よこに反はん転てんし、その勢いで広人は耀姫を抱き上げた。どさり、と耀姫の体が仰あお向むけになった広人の上に乗る。

「なんとか落ちずに済んだかな。あの、耀姫さん、大だい丈じよう夫ぶで」

　声を掛けようとして広人は固まった。

　自分の上に耀姫が乗っている。網棚の上という、天てん井じように挟まれたとても狭せま苦くるしい空間で、否いや応おうにも密みつ着ちやくしている。いや、密着しているだけではない。

　仰向けの広人の上に乗る耀姫は、あちら側に顔を向けてうつ伏せ姿勢。

　ということは、首をちょっともたげると見えるのは──これは、とても、大変。

「や、やだ、いま降りるから、動かないでよね！」

「わ、あの、耀姫さん、後ずさりしな、うぐ？」

　焦あせった耀姫に上でもぞもぞ動かれて、広人は口をふさがれた。

「んー！　むぐ、んぐむ！」「あ、ちょっ、やっ……や、やだっ……ん」

　触れてはいけない箇か所しよを押しつけられ広人は窒ちつ息そく寸すん前ぜん。

　耀姫は真まっ赤かになりつつか細い声を上げて、発はつ禁きん寸前。

　Ｒ指定寸すん止どめでもだもだしているふたりに、ねこがみさまたちがけげんな声を掛けた。

「広人、耀姫。何を遊んでおるのです。われらの組は二番手てが間もなく折り返しですぞ」

「放ってらしたら、ねこがみさま。敵に塩を送ることなどありませんわよ」

「あっ、ミミさんそれズルですぅ。さりげなく背中を天てん井じようにつけて、逆さかさに這はってるんじゃないですかぁ。どうりで速いと思いましたよぉ」

「こらこらこら、ズルならもう一いち往おう復ふくだ！」

　ええーっ、とミミは抗こう議ぎの声を上げるが、涼りよう子こににらまれ仕方なく開始地ち点てんへ戻った。

「ん、もう、ぁ、ん……や、やんっ！」

　耀姫は熱い体と顔を必ひつ死しに引き離し、下に飛び降りた。息ができずにいた広人は、やっと我に返って目を見開く。

「は、は、はふ、はぁはぁ、ちょ、今日きよう俺おれ、何度窒ちつ息そくしかけた？」

「も、もう、氏子さん！　早く行ってよね、遅れてるし！」
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「あっ、そうだった！」

　広ひろ人とは急いで体勢を戻し、四よつん這ばいで進み始めた。

　ミミの反はん則そくのおかげで広人組ぐみの大おお幅はばなロスタイムもなかったことになり、双そう方ほう互ご角かく。広人は天てん井じようと網あみ棚だなの間を芋いも虫むしのようにぐねぐね必ひつ死しに進みつつ、なんとか折り返した。

　ミミを引き離し、広人はスタート地点へ戻ってくる。

「あやのさん、タッチ！」「は、はい。先せん輩ぱいっ」

　待っていたあやのに広人は手を伸ばしてタッチすると、下に降りようとした。

　ところがその瞬しゆん間かん、涼子部長の酷こくな宣せん告こくが響ひびき渡った。

「こら鰹かつお屋や！　ルールを聞いてなかったのか。降りずにその場で入れ替われ」

「は!?　なんすかその、無む茶ちやな俺おれルール」

「馬ば鹿かめ、そのすぐに忘れる鶏にわとり脳のうにたたきこむがいい。いいか」

　お前のものは俺のもの、世界も宇宙も俺のもの、という涼子は大いばりで告げた。

「いついかなる時じ空くうにおいても、私が、ルールだ！」

　広人は改めて抵てい抗こうの無む駄だを悟さとる。

「あの、ど、どうしましょう。先輩」

　あやのに困り顔で尋たずねられ、広人は仕方なしに網棚の上にぺったり伏せる。

「狭いかもしれないけど、俺の上を這って乗り越えてくれるかな」

「は、はい。先せん輩ぱいこそ窮きゆう屈くつですみません」

　あやのが顔を赤らめ広ひろ人との上に進んだ。

　しかし緊きん張ちようして体重をかけないように体を浮かせておそるおそる這はうので、なかなか進んでいかない。広人も続けての女子との密みつ着ちやくで体が強こわ張ばる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、かな。あやのさん？」

「すっ、すみませ……あの、ごめんなさっ、ちょっと、狭っ」

　むにゅ。

　というこの上ないボリュームと弾だん力りよくが広人の背中に当たる。あやのの進しん行こうに合わせ、むにゅむにゅ、むっちり、という感かん触しよくは徐じよ々じよに徐々に移動していく。

（こ、これは……やっば……よ、良かった、仰あお向むけでなくて！）

　あやのは童どう顔がんに似に合あわぬ巨きよ乳にゆうを広人の体に押しつけて、なんとか通り過ぎていった。

　天てん上じようなのか奈な落らくなのか分からない時間が過ぎ去り、広人はぐったり網あみ棚だなの上に伏せる。

「広人さぁん、次ユキメなんですけどぉ、広人さんの上に乗っていいんですかぁ」

「あっ!?　いや、すみません、すぐどきます！」

　ただでさえ臨りん戦せん状態のいま、あやの以上の爆ばく乳にゆうユキメに乗られたらどうにかなってしまいかねない。広人は急いでわれに返って網棚から床へ降りた。

　前かがみでその場を離れると、耀あき姫ひめが近くの座席でうつむいていた。

　伸ばした両手を太ふと股ももの間に挟み、縮こまって、まるで体の前面を守るような姿すがただ。その顔も全身の血液が集しゆう結けつしたみたいに真まっ赤かである。

　広人は申もうし訳わけなくて、おそるおそる声をかけた。

「すみませんでした、耀姫さん。あんな体勢苦くるしかったですよね」

「く、苦しかったって、いうか」

　かあっ、と耀姫は首くび筋すじから耳たぶまでますます真っ赤に燃え上がった。

「なによね、ばかっ、氏うじ子こさんの馬ば鹿かっ」

「え？　え!?　いや、だからすみませんでしたって」

「謝ってすむか、馬鹿！　あっ、あたしのあん、あんなとこ……も、もういいし！」

　耀姫はわけの分からないことを口くち走ばしってそっぽを向いた。広人もさっぱりわけが分からず、盛せい大だいな疑問符ふを全身から発して首をひねる。

「ふふふ、ついに最後はわれとの対決でありまするな、ユキメ」

「はぁい、ねこがみさま。ユキメはがんばっちゃいますぅ」

　そんなふたりを放っておいて、網棚の上で闘とう志しを燃やすねこがみさまとユキメ。

　ほぼ互ご角かくで迎えた最終走そう？者である。

　折しもあやのとひかるが僅きん差さでこちらに戻ってくる。ねこがみさまは愛くるしい顔で精せい一いつ杯ぱい真剣に、ユキメは相変わらずほんにゃりと前方を見み据すえた。

　ひかるが一歩リードして、先にねこがみさまの上を乗り越える。

「ねこがみさま、いいぞ！」「任せるのです、ひかる！」

　ねこがみさまは大おお張り切りで叫んだ。

「見るのです、前回のプールで鍛きたえた猫ねこ泳およぎ走そう法ほう！　ほにゃあああっ」

　続いてあやのもユキメの上を乗り越えようと────

「え、あ、う、動けません!?」「や、やぁん、き、きつい、ですぅ」

　した瞬しゆん間かん、巨きよ乳にゆうのあやのと超ちよう巨乳のユキメは狭い空間でみっちり詰まってしまった。

「猫泳ぎ走法──っ、うにゃにゃにゃっ！　ほにゃにゃにゃにゃっ！」

　かけ声だけは勇ましく、網あみ棚だなの上でじたばたもがくねこがみさまは一ミリも進まない。一方、あやのとユキメは天てん井じようと網棚の間で一ミクロンも動けない。

「ど、どうして、こんな窮きゆう屈くつですか？」「あやのさんとユキメの大きい胸のせいですよぅ」

「ああっ、むかつく腹立つ！　いちいちいちいちでか胸自じ慢まんすんな、嫌いや味みかぁっ！」

「耀あき姫ひめさん、耀姫さん！　落ち着いてください、なんか被ひ害がい妄もう想そうが加か速そくしてま」

「申もうし訳わけありませんが」

　はっと一いち同どうは振り返った。

　いつの間にか車しや両りようの入り口には車しや掌しようが立っており、超ちよう絶ぜつうっさんくさい視線で皆を眺ながめ回すと、言葉は丁てい寧ねいながら突き刺すような視線でずばり尋たずねてきた。

「いったい何を、してらっしゃるので？」





☆★☆






　プラットホームの灼やけたコンクリートに足を下ろすと、靴くつ底ぞこを通して熱気が伝わった。

　肌はだを刺す太陽の熱さとまばゆさに、広ひろ人とは腕を上げて目を細める。

　ここは静しず岡おか県朱あけ川がわ市し、広人の祖そ母ぼの実じつ家かの最も寄よりの駅だ。

　時刻は午後二時、一日の内もっとも暑さ耐えがたい時刻。

　深夜に東京を発たってこの時間に到着なら、ゆうに半はん日にちは座っていた勘かん定じようになる。

　固い座席で体も尻しりも凝こり固まっている。広人たちはうーんと大きく伸びをして、体をほぐした。長なが旅たび疲れで、大あくびをこっそりする者もいる。

「鰹かつお屋や、ご厄やつ介かいになるお宅たくから迎えに来てくれるというのは本当か」

　涼りよう子こが尋たずねる。不ふ死じ身みの彼女は痛みも凝りも無む縁えんとばかりに元気はつらつだ。

「はい、叔母おばが……正確には祖母ばあちゃんの妹の娘むすめだから、叔母っていうのか分からないですけど、叔母の車が駅前で待っててくれるはずです」

「そうか。顧こ問もんの菅すが原わら先生から手紙と宿しゆく泊はく費ひを預かっている。いいか、失礼のないように皆できちんとご挨あい拶さつするぞ」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんで傲ごう岸がん不ふ遜そんでジャイアニズムの権ごん化げのわりに、意い外がいに涼りよう子こは礼れい儀ぎをしっかりわきまえている。曲がりなりにもリーダーというべきか。

「広ひろ人と、楽しみでありまする！」

　歩く広人の横からねこがみさまがひょこっと頭を出して見上げた。揺れる銀ぎんの髪かみが陽よう光こうに輝き、わくわくを抑えきれないその顔も同じく輝いている。

　可愛かわいいなあ、と広人は自然に唇くちびるが笑えみの形に変わった。

「おりんの故こ郷きようでありましょう。訪れるのが待ち遠しくてなりませんでした」

「田舎いなかですからびっくりしないでくださいね。家も広いけど古いですし」

（やっぱり全然記き憶おくないんだな、ねこがみさま）

　広人の祖そ父ふは、祖そ母ぼのおりんと同どう郷きようと聞いている。もしもねこがみさまが祖父方かたの氏うじ神がみなら、この地に失われたルーツがあるはずだ。

　しかしねこがみさまは屈くつ託たくない表情で、何かを思い出した様よう子すもない。

　ふと広人は、肩に掛けたスポーツバッグを意い識しきした。そのポケットには一通の手紙が入っている。合がつ宿しゆく出発前まえに届いた手紙の差さし出だし人にんは、亡なき祖母の師し匠しようでもある榊さかきだ。

〝君の祖父、鰹屋広こう太た郎ろうについて、私が知る限りを伝えましょう……〟

　手紙の文ぶん面めんを思い出し、広人はぐっとスポーツバッグの持ち手を握りしめる。

（確かめなきゃ。榊さんの話が真実かどうか）

　そうだ。広人がこの朱あけ川がわの地を訪れた本当の目的は、部の合宿ではない。

　祖父の故郷を訪れ、ねこがみさまが祀まつられていたはずの神じん社じやを探し当てることだ。

　神社がとうに廃はいされ、ねこがみさまが居い場所を失って迷い神となっているなら、合ごう祀し──つまり他の神社に移して祀られるように手て配はいできないか、調べたかったのだ。

（拠より所を失くし、己おのれの正しよう体たいを見失ってさ迷うあいだ、われは本当に……怖こわかった）

　これまで聞いた、ねこがみさまの哀かなしい言葉がよみがえる。

（また体を失い、己を見失って広人のそばにいられなくなるとしたら）

　ねこがみさまはいつも心のどこかで怯おびえていた。

　明るく屈託なく笑っていても、常に自分の居場所を失うことを恐れていた。

（われは広人だけの神さまなのです。なのに、その広人がいなくなっても）

　震える声が耳じ朶だによみがえる。

　あの言葉を思い出しただけで、広人はたまらなくなった。

（この世に存在しないと、いけないのでしょうか……）

　哀しませたくない。このお日ひ様さまにも似た少女神かみさまを、嘆なげかせたくない。

　だが人間である自分と、神であるねこがみさまの寿じゆ命みようとはおそらく釣つり合わない。他の妖あやかしの家族もそれは同じだ。

　否いや応おうなしにいつか自分が先に逝いく。そしてねこがみさまと家族は取り残される……。

　広ひろ人との脳のう内ないにこれまでの家族との日々が浮かんではよぎる。

　自分の願いを汲くんで、ねこがみさまを救うために荒あらぶる霊れい威いに変へん容ようした夜や刀と。

　かつて人間だった自分の骨が納められた墓はかを見つめるミミの姿すがた。

　一いち途ずに広人に懐なつくユキメ。温かく広人を励はげましてくれる守もり宮みや。

　梅うめの花から春の桜さくら、五月のつつじ、梅雨つゆの紫陽花あじさいに七月のまばゆい水みず際ぎわ──祖そ母ぼを失い、モサコさんと孤こ独どくに生きてきた広人と、季節を過ごしてくれた彼ら。

　氏うじ神がみであるねこがみさまが連れてきてくれた家族……。

　出会ってわずかな時間とはいえ、広人にはもうかけ替えのない家族となっていた。

　将来自じ分ぶんの命が尽きたあとも、ねこがみさまや皆が一いつ緒しよに暮らせるようにしたい。だがねこがみさまが祭さい祀し場じようを失い、拠より所を見失ったいまの状態は極めて不安だ。

　鰹かつお屋や家けの皆はねこがみさまのおかげで広人の前に顕けん現げんした。もしもねこがみさまが──それこそ広人の寿じゆ命みようが尽きる前に──消えてしまったなら？

　ねこがみさまだけではない、皆の存在とて危うい。

　せっかくこの手につかめた家族の幸せが、自分の死を待たずに消えてしまう。

　それはいやだ。それは絶対に避けたい。そのために、ねこがみさまが正しく祀まつられて、確かな居い場所を得られるようにしてやりたい。広人の願いはいま、それだけだった。

「どうしたのです、広人」

　腕にふわりと、ねこがみさまの優しい手が触れて、はっと広人は頭を上げた。

「なんでもないですよ。長く座ってたからちょっと眠くて。さあ、行きましょう」

　広人は明るく答え、ねこがみさまとともに皆を追いかけた。

　改かい札さつを出て、真新しい駅えき舎しやを通り抜けると、再び真夏の太陽に出迎えられる。

　目の前に広がるのは見み覚おぼえのない光こう景けい。小さな駅ビルにアスファルトの色も濃いロータリー。バス停には植しよく樹じゆがされて、待合いのベンチの上に涼すずしげな木こ陰かげを投げている。

　どうやら再さい開発中ちゆうらしい。以前は駅を出たらすぐに緑みどりの田た畑はたがあったのに。

　最後にこの地を訪れたのは、小学生四年生の頃だ。そのときから祖母の体は思わしくなかった。広人はそれに気づかなかった。祖母は「楽しんでおいで」と優しく送り出してくれたし、又また従兄弟姉妹いとこたちと遊べるのも楽しかったから。

　だが帰き京きようしてすぐ祖母は一度倒たおれて入院し、そこで広人はやっと気がついたのだ。

　広人は祖母を助けるためにいっそう家か事じを覚えた。すでに料理や掃そう除じは同どう年ねん代だいの誰だれよりできる子どもだったが、それ以上に完かん璧ぺきに身につけた。

　そしてどれだけ誘われようと、祖母を一人にして家を離れることはしなかった。

（けれど、結けつ局きよく受験のときに祖母ばあちゃんに無む理りをかけてしまった）

　果てしない後こう悔かいが広人を苛さいなむ。

　もう二度とあんな思いはしたくない。もう二度と家族を失いたくない────

「んん、いま、猫ねこの鳴き声がしませんでした？」

　ねこがみさまがふいにけげんな声でつぶやいた。

　沈ちん思しを破られ、広ひろ人とは辺りを見回す。だがこの暑さの中、猫がうろつく気け配はいはない。

「気のせいじゃありませんの、ねこがみさま」「そうなのよ。聞こえなかったのよ」

「自分の鳴き声じゃないのぉ、化ばけ猫」

　ミミや夜や刀とは首を振り、耀あき姫ひめはからかうようにねこがみさまの額ひたいを指で弾はじいた。

「ユキメ暑くてぇ、外そと出でたくないですぅ……ここで待ってますぅ」

　冷房の効いた駅えき舎しやの出入り口の扉とびらの陰から、ユキメのか細い声が響ひびいた。

「いいえ、確かに聞こえましたぞ。いまのユキメのようにちょっと哀あわれで、助けを求めるような。声の方角を探してまいりまする！」

「ねこがみさま!?　すみません、部長。俺おれも行ってきます」

　広人は断りをいって、あわててねこがみさまの後を追いかけた。

　銀ぎんの髪かみをなびかせ、ねこがみさまは真まっ直すぐにバス停を目め指ざす。ベンチの後方にそびえる緑の葉が茂る街がい路ろ樹じゆの根ね元もとに近寄ると、梢こずえを見上げた。

「そこですね。降りられず困っておるのですか？　いま助けてあげましょうぞ」

　ねこがみさまは幹みきに取り付き、うんしょ、うんしょ、と登り始めた。

「待ってください、危ないですってば！」

　駆かけ寄ったはいいものの、しかし広人はどうしていいものかと迷う。

　穿はいてないねこがみさまがセーラー服で木登りなんて、誰だれかに見られたらというかうっかり自分も見てしまいそうで、広人は両手を広げてうろうろするしかない。

　そうこうする間にねこがみさまはたちまち登り切り、生おい茂る梢に姿すがたを消した。

「そなた、なぜこんなところにおるのです」

　葉ずれの音に混じってねこがみさまの声が聞こえた。広人は一いつ生しよう懸けん命めい背せ伸のびしたり、身をかがめたりして、生い茂る葉に隠かくれたねこがみさまの様よう子すをうかがう。

　すると頭ず上じようから少々困こまったような声が落ちてきた。

「広人、広人、そこにおりまするか」

「いますよ。どうしたんです！」

　焦あせって返事をすると、ねこがみさまが葉の間から顔をのぞかせた。

「ううむ、進しん退たい窮きわまりましたのです」

「って、どういう……？」

「ひとりでは降りられませぬ。助けてたもれ、広人」

　熱ねつ風ぷうが吹いて梢を大きく揺らす。その拍ひよう子しに梢の中がかいま見えた。

　思わず広人はあっと口を開ける。ねこがみさまが抱いているのは猫ではない。

　泣きべそ顔の愛くるしい三、四歳さいほどの、なんとキャミソール一枚の幼よう女じよであった。
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　広ひろ人とたちが朱あけ川がわ市しに向かうその頃ころ──西にし東とう京きよう市し、有あ里り間ま区く。

　春日かすが家けの邸てい宅たくの広々としたキッチンで、美み薫かはただ一人パン生き地じを練っていた。

　力をこめて、けれどこめすぎず、何度も何度も丁てい寧ねいに固まりを練り上げる。こうして作業している間だけは無む心しんでいられた。心配事ごとも、不安も、胸を占しめる相手のことも。

「今日きようはカレーパン、練習しようかしら……」

　広人の好みはあまり甘くないパンだから、とつぶやきかけて腕が止まった。

　しばし美薫は、台の上の生地を見み据すえて動かなくなる。

　ふいにがたん、と音を立てて少女はかたわらの椅い子すに落ちるように腰かけた。

　そのままぼんやりと、エプロンの上に置いた粉こなで真まっ白しろな両手を空からっぽのまなざしで見つめる。生地が乾いてしまうと分かっていながらどうしても動けない。

　いつもはきりりと引き締まる美しい横よこ顔がおは、窓から射さしこむ昼の陽ひ射ざしに照らされて、切なげな翳かげりを湛たたえている。紅あかい可か憐れんな唇くちびるが、つと震えながら開いた。

「……誰だれのために作るっていうの」

　──食べてもらいたい相手に、届けることさえできないのに。

　長い睫まつ毛げを伏せ、美み薫かは唇くちびるを引き結んだ。

「美薫さん」

　いきなり背後から聞こえた声に、美薫の背せ筋すじがびくんと跳ねる。

　振り返ると、自じ分ぶん以外誰だれもいなかったはずのキッチンに着物姿すがたの少女が佇たたずんでいた。

「え……だ、誰!?　あなたどこから」

「驚かせてすみません。筺はこっていいます」

　少女は慎つつましやかに一いち礼れいする。頭を下げた拍ひよう子しに、房ふさのついた耳みみ飾かざりが小さく揺れた。啞あ然ぜんとする美薫に、彼女は壁に掛かる鮮あざやかな向日葵ひまわりを生いけた籠かご──花はな筺がたみを指した。

「あの花筺の付つく喪も神がみです」

　少女のいう内容が、美薫にはさっぱり理解できない。

　日本語のはずなのに、まるで宇う宙ちゆう人から話しかけられたような心地ここちがした。

「つ、つくも、がみ？　付喪神って、何なの？」

「年とし経へた器き物ぶつを依より代しろとして宿った霊れい魂こんが、実じつ体たい化かしたものです。要するに古こ道具の妖あやかしですね。器物の近くでなければ、こんな風ふうに実体化できませんけれど」

「古道具の……妖し。確か、あの花筺って」

　戸と惑まどいにわななく声で美薫は訊きくともなしに訊いた。

「広ひろ人とのお知り合いの、榊さかきさんのお屋や敷しきからいただいてきたものよね」

「はい。榊は筺の元の持ち主でした」

「そう……そうね、そうよ、広人の知り合い……古道具の妖し」

　美薫は言葉を吞のみこむ。のどを鳴らして息と唾つばも飲みこむ。目の前の状況をなんとか無む理り矢や理りにでも飲み下そうとする。

　しばし沈ちん黙もくした後、美薫は深ふか々ぶかと息いきをついてつぶやいた。

「ばか広人のせいなら、どんな馬ば鹿かげておかしなことも納なつ得とくだわ」

　筺と名乗った少女は、瞳ひとみを大きく瞬まばたかせた。

「意い外がいです。美薫さんは、怪かい異いを信じてらっしゃらないかと思ってました」

「どうして？」

「榊の屋敷にいたとき、妖しの気け配はいに敏びん感かんではありませんでした。鰹かつお屋や家けの皆様の正しよう体たいにも、おひとりだけ気づいていなかった様よう子すでした」

　美薫は無む言ごんだ。筺は穏おだやかな口く調ちようで話を続ける。

「霊れい感かんとは無む縁えんなごく普通の人間ですから、いきなり妖しだの付喪神だのといっても、信じていただくのに時間がかかると思って。でも、認めてくださって筺は嬉うれしいです」

　静かな中に誠せい実じつな想おもいの感じられる声こわ音ねだった。美薫は身じろぎもせずに聞いていた。

　ややあって、うつむく美薫の唇くちびるからほとりと言葉が滑すべり落ちた。

「……信じないって決めてたから」

「決めて？　それはなぜです」

「広ひろ人とが、みんなと同じ普通の人間だって思いたかったから」

　筺はこの水面のように静かな態度に、美み薫かの頑かたくなな気持ちは知らず和やわらいでいた。

　彼女とは初しよ対たい面めんだ。しかも妖あやかしなどと名乗る得え体たいの知れない存在だ。

　だがなぜか、筺への警けい戒かい心しんが生まれてこない。意い図とせず自然に打ち解けて、言葉も滑なめらかに湧わいてくる。

　日ひ々び花を生いけ、朝な夕なに水を換えて、慈いつくしんで手入れをしてきた花はな筺がたみ。

　手て元もとに来てからまだ日は浅いけれど、生け花を習う美薫にとって、素そ朴ぼくだが温かみのあるこの花はな籠かごは、何よりも愛あい着ちやくのある道具だ。

　だから初対面なのにこんなに心を開いて話せるのかもしれない。

　それに本当は誰だれかに話したかった。ずっと積もり積もって、行き場のないこの想おもいを誰かに打ち明けて、すべて告こく白はくして、解放されたかった。そうすれば、

（広人を、諦あきらめられるかもしれない）

「霊れい感かんがあるからって、広人はずっと爪つま弾はじきにされてきたの。変なこというヤツだって、気持ち悪いって。本当は……本当はとても優しくて、勇気があって、立りつ派ぱなひとなのに。どうして誰も分からないのって、私は叫んで回りたかった」

　粉こなで白くなった両手を、美薫はぎゅっと握りしめる。

　パン生き地じはもう固くなってしまっただろう。だがかまわない。どうせ広人やねこがみさま以外に、食べてほしいと思う相手はいないのだから。

「だから、私だけでも広人が普通の人間だって信じようって。霊感だとか妖しだとか、そんなものない、爪弾きにされたり馬ば鹿かにされたりする理由なんかないって」

　両手を固く握り合わせ、美薫は言葉を紡つむいだ。

「なのに広人ったら馬鹿正しよう直じきで、自分が普通じゃないってこと隠かくそうとも取り繕つくろおうともしなかった。いいの？　それでいいの？　って、問いただしたかったわ。誰からも誤ご解かいされて、独りぼっちになって、あなたの良さを誰も分からないままでいていいのって」

「それで、腹を立ててらしたんですか」

「そうね……そう、私が馬鹿だった。なんて身み勝がつ手てな理由」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに美薫は小さく微笑ほほえんだ。

「否定したり、憤いきどおったりするんじゃなくて、ただ受け入れるだけでよかったのに。馬鹿な私。散さん々ざん広人のことばか広人っていったけど、本当に馬鹿なのは私だった」

「もう、いいじゃありませんか」

　筺は美薫の粉で白くなった両手を自分の両手でそっと包み、優しく語りかける。

「広人様さまにお会いになって、ご自分の素直なお気持ちを打ち明けてみてはいかがです」

　美薫はうつむいて答えない。長い髪かみが落ちてうなだれる彼女の横よこ顔がおを隠かくす。

　筺はこは美み薫かの手を離さず、労いたわる声こわ音ねで言葉を掛けた。

「美薫さんがお会いになれない理由、筺は心当たりがあります」

「え……」

　ぼんやりとした声で美薫がつぶやくそこへ、筺は真ま正しよう面めんからいった。

「広人様さまやねこがみさまがお住まいになるグランパレス有あ里り間ま。その売ばい却きやくと住民立たち退のき計画が、持ち上がっているのですよね」

「なぜそれを!?」

　美薫が弾はじかれたように筺を振り仰あおいだ。

「すみません、筺のことは誰だれも気づいてませんから、こっそり立ち聞きしました」

　付つく喪も神がみの少女は申もうし訳わけなさそうに答える。

「美薫さんが一生懸けん命めい、地じ主ぬしであるお父とう様に取りなして、計画を中止させようとなさってること、筺は聞いてしまったんです。そして」

　筺はいったん言葉を句切り、それから哀かなしげな声でいった。

「美薫さんがご自分の将来を差し出して、広人様のお住まいを守ろうとされてることも」

「い、いわないで！」

　思わず美薫は椅い子すから転がり落ちるようにして筺にすがりついた。

「広人にはいわないで、お願い。黙だまってて、お願い……！」

「どうしてですか」

　筺が見下ろして問う。だが美薫はうつむきぐっと唇くちびるを引き結ぶ。

「広人様のご負ふ担たんになると思ってらっしゃるんですね」

　美薫の答えはない。筺は身をかがめ、床にひざまずく美薫に語りかける。

「お辛つらい覚かく悟ごを決める勇気がおありなら、広人様に打ち明ける勇気だっておありのはずです。美薫さんおひとりがご自分を殺す必要はありません。もしも広人様が知ったら、どれだけご自分を責めるかお分かりでしょう」

「だから……だから絶対にいわないで。お願い」

　美薫はかぶりを振った。激しく首を振った。

「これは罰ばつなんだから。広人の優しさに甘えてきた私の身み勝がつ手てさへの。もっと早く素直になれば良かったのに。もっとちゃんと、ありのままの広人を受け入れたら良かったのに」

　美薫の長い睫まつ毛げを震わせて、涙の滴しずくがこぼれ落ちた。

　一度こぼれれば言葉が溢あふれたのと同じく、涙もあふれて止まらない。

「広人にひどいこと、いっぱいいったわ。広人だけじゃない、りんちゃん……ねこがみさまって子との約束だって、破ってしまった。私のために奔ほん走そうしてくれて、みんなと一いつ緒しよのときも馴な染じめない私を気き遣づかって優しくしてくれたのに」

「広人様もねこがみさまも、そんなこと気になさる方ではありません。それに」

　床に座り込む美み薫かに合わせ、筺はこもそっと床に膝ひざをついた。うなだれる美薫をのぞきこみ、年とし経へた器き物ぶつの妖あやかしは、姉のような温かい声こわ音ねでいった。

「筺は知ってます。だってそばで見てきたんですもの。榊さかきの屋や敷しきで筺を見つけて綺き麗れいにしてくれて、花を生いけてくれたのは美薫さんでしょう。この家に来てからも、日々新しん鮮せんな花を生けてくれて、筺を大事にしてくれたのも美薫さんです。筺は誰だれよりも知ってます」

　筺の水面のごとき静かな態度が揺らぐ。

　人間に愛されて慈いつくしまれて、その想おもいを受け取ってきた付つく喪も神がみの少女は、己おのれの真しん摯しな想いを注そそいでくれた相手に返そうと、熱ねつ意いをこめて語りかける。

「少し素直でないだけで、美薫さんが本当はとてもとても優しい方だって」

「筺さん……」

「どうかあきらめないでください。美薫さんが広人様さまの立りつ派ぱさを誰にも知られず悔くやしい想いをなさってきたように、筺だって美薫さんの優しさや広人様への想いが誤ご解かいされたままなのは、とても哀かなしいです。お願いです、広人様にお会いになってください」

　筺の言葉にこもる熱は春の陽よう光こうにも似て、聞く者の凍こおりついた心を溶かすようだった。

　だが美薫はもう一度強つよくかぶりを振る。

　少女の白い頰ほおに流れる涙が窓から射さしこむ夏の光に一いつ瞬しゆんきらめいた。

「ごめんなさい、筺さん。でももう……何もかも遅いの」
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「どっから来ただかねえ、この子」

　迎えに来てくれた叔母おばのあっけらかんとした声が、大型四よん駆くの中に響ひびく。

　真ま後うしろに座る広人は申もうし訳わけなさそうに首をすくめた。

　バス停で見つけた下着姿すがたの幼よう女じよは、広人とねこがみさまの間に挟まれて座っている。彼女は泣きべそ顔で唇くちびるをつぐみ、ねこがみさまにしがみついていた。

　大型四駆は、駅前の大通りを走り抜ける。

　フロントガラスの向こうのアスファルトは陽ひ射ざしに照りつけられて白い。冷房の効いた車内から、道路に揺らぐ陽かげ炎ろうが立ち上るのが見えた。

　車に乗るのは、運転手である叔母（正確には広人の祖そ母ぼの妹の娘むすめだから従じゆう叔母）、助じよ手しゆ席せきに涼りよう子こ部長、真まん中なかは広人とねこがみさまと幼女、後こう部ぶ座席は耀あき姫ひめとひかるとあやの。

　ひかるとあやのは礼れい儀ぎ正しく背せ筋すじを伸ばしているが、耀姫は背もたれに身を預けて「あー、車のシート柔らかくて気持ちいい」などとつぶやいている。

　後方からついてくるのは、叔父おじが運転するオレンジ色の軽けい乗用車。

　ミミや夜や刀とやユキメはそちらに分ぶん乗じようしている。ごっつい四よん駆くを叔父おじでなくて叔母おばが軽けい快かいに操あやつる様さまは何か頼もしい。

　叔母は運転席せきから、農のう作さ業ぎようで日焼けした顔をちらと広ひろ人とに向けた。

「そんな人通りの多い場所じゃないだに、親おや御ごさんが探してる風ふうでもなかったでねえ。こんくらいの子が迷まい子ごなら、そりゃあ血ち眼まなこになるはずだでね」

「ごめん、叔母さん。勝かつ手てに連れてくることにして」

　広人は恐きよう縮しゆくして頭を下げる。

「交こう番ばんに行ったけど見回りでいなくてさ。駅で預けようにも、ねこがみ……じゃない、りんちゃんのそばをどうしても離れないし」

「駐ちゆう在ざいさんがおらんならしょんないね。だけぇが駅でも届け出がなかっただら」

「うん。下した着ぎも同どう然ぜんの格かつ好こうだから、旅行者とも思えないんだけどな」

「ふーむ。そなた、名前は」

　ねこがみさまが幼よう女じよをのぞきこんで尋たずねた。幼女はねこがみさまの二にの腕うでに小さな小さな腕を回してしがみつき、か細い声で答えた。

「……みこと」

「みこと？　みことというのでありまするか」

　幼女はこくん、と小さな頭でうなずく。

「みこと、っていうだかね。大きい街でもないで、名前が分かりゃあ役所や警けい察さつに尋たずねりゃ何とかなるら。気にしんで家でのんびりしないね」

「ありがとう、叔母さん」

　広人は運転席へ頭を下げる。すると助じよ手しゆ席の涼りよう子こがにやりと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ、鰹かつお屋やが責任もって面めん倒どうを見るそうだ。食事の世せ話わから入浴・就しゆう寝しんまでな」

「ちょ、部長!?　食事はまだしも入浴は無む理りですよ！」

「そりゃあいいねえ。がんばんないよ、広人ちゃん！」

「うわああああ」

　叔母にまでも念ねん押おしされて広人は頭を抱える。

　だがつ……っと夏服の袖そでを引かれて目を向けると、みことが広人の袖を遠えん慮りよがちにそっとつかんでいた。涙をいっぱいに湛たたえたまん丸な瞳ひとみが、すがるようにこちらを見つめる。

　改めて観察すると、みことはとても整った顔立ちをしていた。

　青みを帯びた白い頰ほお。キャミソールからのぞく肩や手足の肌はだも細くて白い。幼いながらに鼻はな筋すじも通り、真まっ黒くろな瞳を除けば外人の女の子のようだ。

　苺いちごの髪かみ飾かざりで結んだ赤あか毛げが一ひと房ふさ、ぴょこんと頭の横に飛び出しているのが可愛かわいい。

　こんなにも可愛い上に、とても幼くて、痛いた々いたしいほどにいたいけだ。

（そうだよな、心こころ細ぼそいよな……家族と離れて独ひとりぼっちで）

　みことの両親か家族は、幼いわが子を見失って心配ではないのだろうか。

　こんな幼おさな子ごがひとりで遠くへ行けるとも思えない。なのに駅やバス停の近くでみことを探している様よう子すはまったくなかった。駅にも届け出はなかった。

　──まさか、捨てられ……。

　と広ひろ人とはあわてて嫌いやな憶おく測そくを振り払った。何でもかんでも自分の身に引き寄せるのは良くない。単にその場を離れていただけかもしれないのだ。

「案あんずるのではありませぬ、広人。われもみことの面めん倒どうを一いつ緒しよに見まする」

　ねこがみさまがにこっとほほ笑えんだ。みことに涙なみだ目めで見上げられ、ねこがみさまに信頼の笑みを向けられ、広人は心を決める。

「そうですね、入浴は無む理りでもそれ以外は俺おれに任せてください。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　広人は涙に濡ぬれるみことの瞳ひとみを見つめて語りかけた。

「きっと家に帰してあげる。安心して俺たちと一緒にいればいい」

　みことは瞬まばたきした。涙が一ひと粒つぶころんと頰ほおを伝って転がり落ちる。

　おずおずと伸ばされる小さな手を広人はそっと握って、優しく笑いかけた。




　二台の車は相あい前ぜん後ごして道路を進む。駅前の小さな繁はん華か街がいや住宅街はすぐに通り抜けて視し界かいは大きく開けて広がった。

　清すが々すがしい緑みどりの田んぼの真まん中なかを貫つらぬく広々とした田舎いなか道みちを、車はひた走る。

　人じん家かは行く手の山やま裾すそに並び、愛らしいミニチュアのよう。

　山の斜面を開かい墾こんして作られた茶ちや畑ばたけがどこまでも続き、こんもりと丸みを帯びた茶の木の畝うねが綺き麗れいな模も様ようを描いている。

　夏の青空の下の青葉は美しかった。久ひさ々びさに見る田舎の景け色しきは爽そう快かいだった。

　万ばん緑りよくが目に染しみるようで、広人は言葉もなくただ眺ながめる。

「なんと美しい場所でしょう。ここが広人の故こ郷きようにも等しい場所なのですね」

　ねこがみさまが感に堪たえた声でいうそこに、耀あき姫ひめがぽんと言葉を投げた。

「ってか行っても行っても茶畑よね。見渡す限りの山が全部真ま緑みどりじゃん」

　ねこがみさまと同じく感かん嘆たんして景色を眺ながめていたひかるとあやのが、呆あきれ声を上げる。

「耀姫さん、少し情じよう緒ちよが足りないんじゃないかな？」

「せっかく広人先せん輩ぱいの懐なつかしい場所なのに、もっといいようがあるんじゃありませんか」

「え!?　だ、だってほんとに茶畑ばっかりだし、こんなに一いち面めん茶畑すごいなって」

　率そつ直ちよくというかあまりにストレートな感想に車内はどっと沸わいた。

「ちょーっと、そこまで笑うことないし。氏うじ子こさんまでそんな笑うな！」

「いや、いいんじゃないですか。耀姫さんらしくて」

「あたしらしいってどういう意味よね！」

　笑いを乗せて大型四よん駆くは真まっ直すぐな田舎いなか道みちを走り続ける。

　やがて山やま裾すそに建つ家々の一番奥おくの、大きな納な屋やのある広い敷しき地ちへと入った。

　ここが鳴なる上かみ家け──祖そ母ぼのおりんの旧きゆう姓せい──の宅たく地ちである。

「あれ、建て直したの？」

　車から降りて広ひろ人とは目をみはる。久しぶりに見る祖母の実じつ家かは、広大な敷しき地ちに真ま新あたらしい二階建ての大きな屋や敷しきと作業場ばを兼ねた脇わき屋やとに変わっていた。

　運転席から降りた叔母おばが、ははは、と笑う。

「何年ぶりだと思ってるだね、広ひろ人とちゃん。何年も経たちゃぁ色々変かわるだに」

「お母かあちゃ、お帰り」「母ちゃん、広人兄にいちゃんは？」「あ、広人兄ちゃんだ」

「おう、広人」「広人ちゃん！　よく来たやあ」

　わらわらと小学生や中学生くらいの子供たちが玄げん関かんから飛び出てくる。納な屋やからも、作業中だったらしい年の近い又また従兄姉いとこたちも現れた。

「広人兄ちゃん！」「広人ちゃん、遊んでよ」「広人兄ちゃん、久しぶりだな！」

「大きくなったね、みんな。前まえ見たときはまだ赤ちゃんか保ほ育いく園えんだったのに」

　自分を囲む年とし下したの又また従弟妹いとこたちに広人は目を丸くする。

「そっちこそ、ちったぁ背が伸びただな」

　叔母と同じく日焼けした又また従兄いとこが広人の頭をがしっとつかんで撫なでた。

「何年ぶりだやあ。顔出しもせんで心配してたけえが、元気でやっとったか」

「うん、兄ちゃんもみんなも元気そうで良かった」

「広人ちゃん、立りつ派ぱになったねえ。男おとこ前まえになったよ」

「そ、そんなことないよ」

　又また従姉いとこの言葉に広人は照れくささで首をすくめる。

　ほぼ七年ぶりだが、久ひさ々びさに会う鳴上家の皆はそんな年月などたった一いつ瞬しゆんで飛び越えて、温かく迎えてくれた。広人はふっと胸に迫るものを感じる。

　霊れい感かんがあるゆえに敬けい遠えんされてきた子ども時代、祖母の実じつ家かに来て皆に受け入れられ過ごした時間は、自分にとって救いであり慰なぐさめであった。

「そうだ、部ぶ活かつのみんなを紹しよう介かいします」

　広人が振り返ると、涼りよう子こがきちっと背せ筋すじを正して口を開いた。

「西にし東とう京きよう市し立りつ有あ里り間ま高校生活科か学がく部ぶ一いち同どうであります。これから三泊ぱく四日か、ご厄やつ介かいになります。どうぞよろしく、お願いします」

「よろしくお願いします！」「しますでありまする！」

　女子たちは礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。ねこがみさまもひときわ深ふか々ぶかとお辞じ儀ぎする。

　ねこがみさまの手を握るみことも、おずおずと一いち礼れいした。

「そうだ、この子迷まい子ごみたいだもんでね。預かることにしたで」

「迷まい子ごぉ？　迷子を勝かつ手てに連れてきていいだかね」

「しょんないだよ。広ひろ人とちゃんとこっちの子にくっついて離れんでね」

　叔母おばが又また従兄いとこに説明する間、又また従姉いとこが広人たちを振り返る。

「外そと暑いで中なか入んない。部屋用よう意いしてあるで」「荷物持もったげる」「あたしも手伝うで」

　年とし下したの又また従弟妹いとこたちが群がり、遠えん慮りよする間もなく荷物を運んでいく。

　又従姉に案内され、広人たちは両開き扉とびらの玄げん関かんへ足を踏み入れた。

　これだけ大おお人にん数ずうの靴くつを脱いでも余よ裕ゆうたっぷりの広い玄関の向こうは、明るいぴかぴかの廊下と、いくつもの部屋の真ま新あたらしい戸。あちこちに大きな窓、裏うら庭にわに面した側にも窓があり、あふれるほどの光に満ちていた。

「榊さかきの屋や敷しきも大きいと思いましたけれど、ここもずいぶんな広さでありまするな！」

　靴を脱いで上がりこんだねこがみさまは、ぽかんと周囲を見渡した。

「田舎いなかだもんで広いだけだで。あ、荷物ね、こっちの部屋のくろに置いといて」

　又従姉に部屋を指し示され、みんなは面めん食くらった顔になる。

「く、くろ？　どこにも黒い場所ってないんだけど」

「方ほう言げんで隅すみっこって意味ですよ」

　きょときょとする耀あき姫ひめに広人は笑いながら答える。

「ねえねえ、その綺き麗れいな銀ぎん色いろの髪かみ、はだって染そめてるだ？」

　低てい学年の又また従妹いとこがねこがみさまに近寄り、物もの珍めずらしそうにしげしげ見つめた。

「は？　はだ？　髪なのに肌はだ？　ど、どういうことなのです？」

「わざと？　って聞いてるんですよ」

　戸と惑まどうみんなに広人は丁てい寧ねいに説明する。なにか通つう訳やくになった気分だ。

　女子一いち同どうは、二ふた間ま続きの客きやく間まに分かれて荷物を置き、ひとり男子の広人は又また従弟いとこたちに連れられて、北側の小こ部べ屋やへと通された。

　年ねん季きの入った桐きりの簞たん笥すや布を掛けた鏡きよう台だいが置かれた小部屋は狭くてもきちんと片付けられて、畳たたんだふかふかの客用布ぶ団とんもすでに出されている。

「兄にいちゃんはここだでね。お祖母ばあちゃんの部屋だけど使っていいで」

　又従弟らの祖そ母ぼ、といえば広人にとっては実の祖母の妹に当たる。

　名前はおけい。叔母と同じく農のう作さ業ぎようで鍛きたえた頑がん健けんな体をして、朗ほがらかで屈くつ託たくがない。

「使っていいって、おけい祖母ちゃんはどうしたの」

「老人会かいの慰い安あん旅行で温泉」「今朝けさから留る守す！」

「元気だなあ……いくつになったんだっけ」

「んっと、何年か前に還かん暦れきのお祝いしたっけ」

　数年前に還暦ということはまだ六十代、祖母のおりんが亡なくなったのも七十歳さい前まえだった。

「なあなあ、なんで兄ちゃん以い外がい女の子ばっか？」「広人兄ちゃん、モテモテ？」

「え!?　モテモテ!?」

　いきなりそんな話題を振られて広ひろ人とは面めん食くらう。

「も、モテモテとかじゃなくて、たまたま女子ばっかりの部ってだけで」

「広人、ここにおりましたか」

　セーラー服のねこがみさまがみことの手を引いて部屋の戸と口ぐちに現れた。

　みことは又また従妹いとこから借りたのか、園えん児じ用よう半はん袖そでスモックを着ている。小こ柄がらで細いみことにはちょっとぶかぶかで、肩かた口ぐちがずれているのがなんとも可愛かわいい。

「お夕飯はんの支し度たくの手伝いをするそうです。はようまいるのですぞ」

「ああ、分かりました。そうだ、だったら」

　広人は又また従兄弟いとこたちを振り返った。

「俺おれたちが手伝う間、みことちゃんと遊んでやって……」「や！」

　広人の言葉をさえぎり、みことがねこがみさまの背中に隠かくれた。ここまでほとんどしゃべらなかったみことの強い口く調ちように、広人は又また従弟いとこたちと一いつ緒しよに目をみはる。

「大だい丈じよう夫ぶですぞ、広人。みことも一緒に手伝いをすれば良いのです」

「うーん、他のみんなの邪じや魔まにならなければ」

　広人が頭をかきながら答えると、みことがねこがみさまのスカートの陰から、小さな手を差し伸べる。真まっ直すぐにではなく、おずおずとためらうように。

　遠えん慮りよがちな仕し草ぐさに、つい広人は哀あわれに思う気持ちがこみ上げる。

「面めん倒どう見みるって約束しましたしね。じゃ、行きましょうか」

　広人はみことの手を握った。あまりにその手は小さくて、気をつけなければつぶしてしまいそうで、広人はことさら優しく力を入れる。

「今日きような、暑いで素そう麵めんだで！」「また素麵かよ、肉じゃないだか」

　又従弟たちが口々に広人に話しかける。小学生の方は楽しそうに、中学生の方はうんざりと。その対たい比ひが面白くて広人は笑いが浮かぶ。

　だがふとある懸け念ねんに気づいて笑えみが引いた。

（そうだ、おけい祖母ばあちゃんに俺の祖父じいちゃんのこと聞くつもりだったんだ）




「え……何してるんですか、それ」

　しかし外に出たとたん、広人は懸念をさっくり忘れてしまった。

　広い前庭では、涼りよう子こが二つに割った何本もの竹を丁てい寧ねいにつないでいる。隣となりで又また従兄いとこが苦く笑しようしつつ、材料を運んで来ていた。どうも涼子に頼まれたらしい。

「おお、やっと来たか鰹かつお屋や。突っ立ってないで手伝え」

「手伝うって、これ何するものなんです」

「流し素麵だ！」

　大いばりの答えが返ってきた。

　どうやらこの竹は水と素そう麵めんを流す水すい路ろらしい。かなり本ほん格かく的。

「つなぎ終わったら組み立てて支し柱ちゆうで支えて、そこの脚きや立たつから流すぞ」

　涼りよう子この指ゆび差さす方向を振り返ると、後方に背の高い脚立が立ててある。

「もっと小さいのでいいんじゃないんですか。なんでこんな大おお袈げ裟さに」

「馬ば鹿かめ、せっかくの合がつ宿しゆくだぞ、子ども騙だましの流し素麵大たい会かいができるか！」

「子ども騙しでいいんですよ！　テレビのバラエティじゃないんですよ！」

「いいから作業をしろ。早くしないと夕暮れまでに終わらん」

「竹たけ筒づつ多くないですか？　どんだけ伸ばすつもりなんです」

「誰だれが真まっ直すぐ伸ばすといった。せっかくの合宿、しかも私が主しゆ催さいするのだ、華か麗れいにアクロバティックに天てん上じよう天てん下が唯ゆい一いつ無む二にの流し素麵大会を行う！」

「俺おれは普通に素麵が食べたいです。そんな華麗な曲きよく線せんを描かなくていいです！」

「面白そうですぞ。涼子、こう、これをこっちにつなげるのはどうです？」

「素晴らしい美び的てきセンスだ。よろしい、さらにアーティスティックを追求する！」

「やーめーてー、流し素麵に芸術求もとめるとか無む茶ちやぶりすぎて素麵涙なみだ目めですよ！」

　広人の制せい止しなどまったく聞かず、ねこがみさまと涼子はどんどん水路に延長及および捻ひねりと回転を加え、次し第だいに超ちよう現代芸げい術じゆつへと進しん化かを遂とげていく。

　しかもガムテープや鋸のこぎりやカナヅチやビニール袋ぶくろも駆く使しして過か剰じよう発展。

「できた！」「できましたぞ！」

　達たつ成せい感かんに満ちあふれた声で、涼子とねこがみさまは両手を広げる。

　夕暮れに差し掛かる時刻、山の端はに触れる陽ひに巨きよ大だいな装そう置ちが照らされる。

　脚立を出発地ち点てんとして、その周りをぐるぐる回り、脚立の足の間をくぐって三さん方向に分かれたあげく、途と中ちゆうでジャンプ台はあるわ、切り替え装置はあるわという謎なぞの水路。

　流し素麵の装置というより、鑑かん賞しよう者しやの理解と共きよう感かんを拒こばむコンテンポラリーアートである。

　行こう程ていをぽかんと見ていたみことが、おそるおそる装置に近ちか寄よってきた。

「どうです、みこと。面白そうでありましょう？」

　得とく意いげに胸を張るねこがみさまに、みことは小こ首くびを傾かしげると、大きくうなずいた。

「そうでしょう、そうでありましょう！　広人もそう思うでありましょう？」

「同どう意い以外望のぞまれてないような気がしますけど。はい、面白いです。はい」

　超ちよう棒ぼう読よみ。

「あら、できあがりましたの」

　台所で手伝いをしていたミミが、笊ざるに盛もった大量の素麵を手に現れる。

「大変なのよ。やっぱりユキメが湯ゆ気げで倒れたのよ」

　小こ皿ざらを持って出てきた夜や刀とが、まったく大変でもなさそうな声でいった。

「いま、冷房の効いた部屋で氷こおり枕まくらして寝てるのよ」

「なんと。ちょっと霊れい気きを分けてまいりまする」

「……ねこがみさま～……」

　弱々しい声にみんなが振り返ると、庭に面した部屋の大きなガラス窓の向こうに、横になったユキメの姿すがたが見えた。ユキメはみんなに向けて小さく手を振る。

「……ここからみんなのこと見えますから～、平へい気き～……」

　意い外がいに平気そうだ。広ひろ人ともねこがみさまもほっと息をつく。

　ふと自分の手が軽く引っ張られるのを感じて広人は見下ろした。みことが小さな指で仕し掛かけをあちこち指し示し、説明を促うながすように小こ首くびを傾かしげる。

「流し素そう麵めんが分からないのかな？　ほら、いま水を流してるだろ」

　脚きや立たつの天てつ辺ぺんで、又また従兄いとこがホースを固定し水すい路ろにちょろちょろ水を流している。

「あそこから流れる水と一いつ緒しよに素麵を流すんだ。一緒にやろうか」

　広人の優しい説明に、みことはこくりとうなずく。

　口くち数かずは少ないが好こう奇き心しんはあるのか、仕掛けを見つめる瞳ひとみはキラキラしていて、広人はいささか安あん堵どの思いがする。

（良かった、他のことに興きよう味みが抱けるならいい兆ちよう候こうだ）

「天ぷらとかき揚あげと唐から揚あげです。一緒に召めし上がってください」

「おにぎりも作ったんだ。おかかと梅うめ干ぼし。それと素麵の薬やく味み」

　あやのとひかるが、天ぷらやおにぎりなどを載のせた大おお皿ざらを次々と運んでくる。

「あれ、耀あき姫ひめさんは」

　縁えん台だいや小しよう卓たくを運びつつ、広人は周囲を見回す。

「あら、ユキメさんを介かい抱ほうしていたはずですけど姿が見えませんね」

　あやのがユキメの部屋をのぞき、首を傾げる。

「……耀姫さん、裏うら庭にわに行くって……いってましたよぉ」

　ユキメが起き上がり、両手を口に当ててそういった。精せい一いつ杯ぱい叫んでいるのだろうが、外からは蚊かが鳴くぐらいのボリュームにしか聞こえない。

「あの傲ごう慢まん女め神がみ、天ぷら揚げるの暑いから苦にが手てって消えてしまわれましたのよ、もう」

「ユキメの介抱もサボる口こう実じつだったのよ、きっと」

　ミミがぷりぷりと怒りながら、夜や刀とが平へい然ぜんといった。

「でも、もうすぐ食事が始まりますし、探してこないと」

　広人が答えたとき、車のタイヤが敷しき地ち内ないの砂じや利りを踏む音が響ひびいた。

　叔父おじの軽けい乗用車だ。車は車しや庫こに入り、やがて渋しぶい顔をした叔父が現れる。ちょうど別の素麵を持った笊ざるを運んできた叔母おばが屈くつ託たくなく尋たずねた。

「お帰り。警けい察さつはどうだったかね」

「それがやぁ、どっからも届け出はないんだと」

　黒く焼けた顔をしかめ、叔父おじはちらとみことに視線を向ける。

　みことはびくりとして広ひろ人ととねこがみさまの背後に隠かくれてしまった。叔母おばは小しよう動物にも似たみことの仕し草ぐさにくすっと笑い、叔父を肘ひじでどんと小こ突づく。

「ほれ、隠れちゃったでね。あんたがおっかない顔するでいかん」

「え、ああ、すまん。おじちゃんが悪かったやあ」

　頭をかいて叔父が謝ると、みことがねこがみさまのお尻しりにぴったり張りついたまま、半分だけ顔をのぞかせる。

　その様よう子すを見つつ、傍かたわらにいた又また従兄いとこが声をひそめて叔母に話しかけた。

「ほんでも家が見つからんかったらどうするだ」

「見つかるまで探してやりゃあいいだよ。見つからんならいっそ家の子にするかね」

「母かあさんはまた軽かる々がるしく。そいだって家が一番だら」

「親ぁ探してえへんだかねえ」

　又また従姉いとこも加わり、不安げなささやきが交わされた。

「耀あき姫ひめさんを探しに行こうか、一いつ緒しよに」

　話が不ふ穏おんな方に向かう前に、広人は身をかがめてみことに語りかける。みことは広人を見上げ、ねこがみさまの手を握ってまた見上げた。

「分かりました。では三人でまいりましょうか、みこと」

　ねこがみさまの優しい返事にこくりとみことはうなずく。

　三人は夕ゆう闇やみ降おりる庭を離れ、陰になった家の裏へ向かった。

　裏うら庭にわ、といっても家の裏にそびえる小こ山やまの山やま裾すそでもある。広さは半はん端ぱではない。子どもの頃ころ、又また従兄姉いとこらと遊びで奥まで入り込み、道を見失いかけたことがある。

　早めに耀あき姫ひめを探し出さなければ陽ひが沈んで真まっ暗くらになり、耀姫を探すどころか自分たちが完かん璧ぺきに迷まい子ごになってしまうだろう。

「耀姫さんの名前を呼んでみましょうか、ねこがみさま。大きな声で」

　広人は先に立って屋や敷しきの陰へ続く細い裏うら道みちへ足を踏み込む。とたん、夕暮れの残ざん光こうがさえぎられ、黄昏たそがれにも近い薄うす暗ぐらさが周囲を包んだ。




「……だーいじょぶだって。みっちゃん」

　裏庭の一いつ角かくで、耀姫は声をひそめて携けい帯たいに話しかけていた。

　古い納な屋やの陰で外からは見えにくい。ちょうど屋敷から見て戌いぬ亥い──北西の方ほう角がくだ。

「いわれた通り地じの神をチェックしてみたけど、きちんとお祀まつりしてあるし」

　彼女の前にはお札ふだを納めた小さな祠ほこらがあった。竹の柱と藁わらの屋根で作られ、藁の皿に米や酒や塩や水を入れた小こ皿ざらがお供そなえしてある。

　地じの神は、祖そ霊れい信しん仰こうと結びついた屋や敷しき神がみである。亡なくなって五十年経たった祖そ先せんが地の神になるともいわれ、いうなれば屋敷の宅たく地ちと一いち族ぞくを守る土と地ち神がみだ。

「うん、山も地も荒れてる様よう子すはないし、おかしな気け配はいもないよね」

　耀あき姫ひめはぐるりと空と山を見渡す。すっかり辺りは薄うす暗ぐらくなり、裏うら山やまは色を失い細さい部ぶがつぶれ、ただの途と方ほうもなく巨きよ大だいな影となって威い圧あつするようにそびえ立っていた。

「だいたいさ、廃はい祀しって並なみ大たい抵ていなことじゃないじゃん。地の神だってその地を去らせるのは容易じゃないでしょ。下手へたしたらすごい怒らせて祟たたられたりするんだし。天あま津つ神かみならなおさらよ。だから合ごう祀しって他の神じん社じやに移す手段があるわけじゃん」

　耀姫は不ふ審しん感かんたっぷりの声こわ音ねで話を続ける。

「本当にあの馬ば鹿か猫ねこが合祀もされずに廃祀されてたなら、すごい異い変へんが起こっててもおかしくないよね。でもここは平へい穏おんそのもの。みっちゃんが気にしすぎじゃないの」

　みっちゃんの嫌いや味みたっぷりの声がして、耀姫はふん、と鼻を鳴らした。

「分かった分かった。ちゃんと警けい戒かいして変なこと起きないか気を配るし。それじゃ」

　ぶつり、と耀姫はいささか乱らん暴ぼうに通つう話わを切った。

「そんな、にらまないでよ」

　祠ほこらに向かって耀姫はぼそりとつぶやいた。もちろん何かいわれたわけではない。だが祠から発せられるひそやかな無む言ごんの圧力を感じる気がした。

「あたしだってこんな風ふうにこそこそ嗅かぎ回るのイヤなんだから。だーいじょぶだって。あんたが守る屋敷と鳴なる上かみの一いち族ぞくには手を出さないし」

　この宅たく地ちではね、と耀姫は心の中でつぶやく。

「……耀姫さん、どこですか」「耀姫、いま声がしましたぞ。どこです」

　ぎくーっ！　と耀姫は飛び上がった。

「あ、あ、ここ！」

　あわてふためいて納な屋やの陰から耀姫は姿すがたを現した。

　みことと手をつないだ広ひろ人ととねこがみさまが耀姫を認める。薄うす暗くらがりの中でもふたりがほっと安あん堵どした気配が感じられた。

「ここにいたんですか、良かった。裏うら山やま広いし奥も深いから迷いこんだりしてなくて」

「姿が見えないので心配しておりましたぞ。もう間もなく夕食なのです」

　ふたりの温かい声こわ音ねに耀姫は言葉が喉のどに詰まる。自分が黙だまって周囲を探さぐっていることへの罪ざい悪あく感かんは、思ったよりも重く胸にのしかかった。

　罪悪感など、本当は感じる必要はないのに。なぜならこれは当然すべき警けい戒かいなのだ。大事が起こってからでは取り返しがつかないのだから。

（……でも、もしも）

　耀姫の胸の奥に、ふっと嫌いやな予よ感かんが生まれる。

（この化ばけ猫ねこが意い図としなくても、異い変へんは起きるかもしれない。そのとき絶対に氏うじ子こさんは化け猫の味み方かたするに決まってる。そうしたら……あたしは、どうするの？）

　濁にごった泥どろの底から浮かぶ泡あわのごとく、その問いは絶えず浮かび上がる。

　忘れよう、考えないようにしようとしても、振り払うことができない。

「さあ、耀あき姫ひめさん。一いつ緒しよに戻りましょう。足あし元もと暗いですから、気をつけて」

　広ひろ人との言葉に耀姫の胸の内の声はかき消された。

　目を上げると、深まる夕暮れの中、広人が優しい眼まな差ざしで手を差し伸べている。彼の瞳ひとみの中にあるのは、こちらへの思いやりだけだ。

　おそるおそる耀姫は手を重ねようとする。鼓こ動どうが強くなり、耳の奥に響ひびくほどになる。

　だが寸すん前ぜんでぐっとこぶしを握り、伸ばしかけた手を素す早ばやく引っこめた。

「幼よう児じじゃないんだから、よけいなお世せ話わ。ひとりで歩けるし！」

　ふん、と耀姫は広人の横をすり抜け、三人を置き去りにしてずんずん歩き出す。

　あの優しい手を握らなかったことをほんの少し悔くやみながら。

　あわてて広人とねこがみさまがみことを連れて耀姫を追いかける。

　そのときだった。

　ふいに大きな影が山の端はから飛び立ち、暗い夕空をよぎって消える。あまりにそれは一いつ瞬しゆんで、広人やねこがみさまはもとより耀姫すらも気づかないほどのわずかな間であった。

　ただ裏うら庭にわを去り際に、みことがふと身を震わせて振り返り、広人とねこがみさまの手を小さな手でいっそう強く握りしめただけであった。




「どうなさいましたの、夜や刀とさん」

　表おもての庭で小こ皿ざらを配っていたミミが手を止めて声をかけた。

　常つね日ひ頃ごろ無む表情な蛇へび幼よう女じよはお皿を手に、わずかに険けわしい顔で頭ず上じようを見上げている。

「……何かいたのよ」

「何かって、何がですの？」

「分からないのよ。ほんとに一瞬だったのよ。でも」

　実は恐るべし妖よう力りよくを秘ひめる幼女は、物もの思おもわしげにつぶやいた。

「とっても大きな鳥みたいな、でも鳥じゃない変な気け配はいだったのよ……耀姫？」

　ちょうどそこに肩をいからせて耀姫が歩んできて、夜刀は問いかけた。

「いま何か、空を飛んでく気配がなかったのよ」

「は？　知らない。何のこと」

　吐き捨てるように答える耀姫に、夜刀とミミは顔を見合わせた。

「耀姫さんが気づかないなら、ただの鳥だったんじゃありませんの」

「んー、そうなのよ？　でも確かに変な気配だった気がするのよ」

「ごちゃごちゃいってないで、ご飯はんご飯。お皿ちょうだい」

「手伝いひとつ満足にしないで何をおっしゃいますの。我が慢まんなさって」

　ミミと耀あき姫ひめは押し問もん答どうをする。夜や刀とは小こ首くびを傾かしげていたが、結局は確かく信しんが持てないままそのことを忘れ去った。





☆★☆






「というわけで」

　流し素そう麵めんの仕し掛かけの前で、涼りよう子こ部長が一いち同どうに高らかに告げる。

「これより生活科か学がく部ぶ部員による、流し素麵競きよう技ぎを始めるぞ！」

　どうして何でもかんでも競技にしたがるんだろう！　病気か！

　無む駄だと知りつつ広ひろ人とは心の中で指し摘てきする。

　周囲は夕暮れも深まっている。鳴なる上かみ家けの屋や敷しきに煌こう々こうとつく玄げん関かん灯とうや、納な屋やの灯あかり、カーテンを開けた大きな窓から漏もれる部屋の灯りで庭は照らし出され、手て元もとは暗くない。

「おお、がんばれや」「応おう援えんしてるでね」「広人兄にいちゃん、負けんでよ」

　鳴上家の人々は庭に面した縁えん側がわに移動し、そこで素麵や天ぷらなどを囲んで、楽しげにはやし立てている。丸っきりテレビのエンターテイメントを見る風ふうだ。

　勝負とまったく無む縁えんの鳴上家の人々が、広人は心しん底そこ羨うらやましい。

　あちらに混ざりたい、切せつ実じつに混ざりたい。絶対食くいっぱぐれはないだろうし！

　という心の叫びが抑えられない。世界が理り不ふ尽じんでも生きていかねばならないならせめて食欲くらいは満たされたい。

　涼子の命令で体操着ぎに着替えたみんなも、やはり不満を露あらわに顔に出している。

「三つ水すい路ろを作ったので、三グループに分かれて対決する」

　広人は場を見回して人数を数える。自分・ねこがみさま・涼子・耀姫・ミミ・夜刀・あやの・ひかる。どう見てもこれでは三で割り切れない。

「あの、三グループといってもユキメさんはリタイア中ですから、八人ですよ」

「えー、あたしお腹なかすっごい空すいたから勝負めんどいし」

　そこにしれっと耀姫がつぶやいた。

「だからあたしと涼子ちゃんが抜けたら六人でちょうどいいじゃん？」

「却きやつ下か」

　即そく座ざに涼子が切って捨てた。

「車内での勝負はしぶしぶ諦あきらめたのだ。今度こそ参加する！」

　率そつ先せんして勝負を提てい案あんする輩やからが当とう然ぜん勝負好きなのは自じ明めいの理りである。

　人数にかこつけて勝負を逃のがれられると思っていたのか、耀姫は大きく口を尖とがらせた。

「えー、だってどうやって三つに分けるわけ」

「貴き様さま節ふし穴あなか。そこに有ゆう望ぼうな人じん材ざいがいるではないか！」

　といって涼りよう子こがビッ！　と鋭く指し示したのは、

「……みこと？」

　ねこがみさまの陰からか細い声で、みことが自分の名をつぶやいた。

「その通り。ここにいるならすでに面子めんつ入いりだ」

「や、あの、それは無む理りですよ！」

　広ひろ人とはとっさに抗あらがった。涼子に逆さからうのは竜たつ巻まきか台たい風ふうに向かって「進行方ほう向こう三ミリずらしていただけませんか」と願うに等しい無む駄だで無む謀ぼうで向こう見ずな行為と分かっていたが。

「みことちゃんはこんなに小さいんです。俺おれたちに混ざって勝負なんて無理です」

「同じ組になったものがサポートすればいい。つまり」

　涼りよう子こは非常に不ふ敵てきに笑った。文字通り、どんな相手も敵かなわないというか敵てき対たいする気き力りよくから根こそぎ奪うばう、誰だれをも恐れない笑えみである。

「貴き様さまと彼女が、みことと同じ組だ」

　指し名めいされて、広人とねこがみさまはみことの頭ず上じよう越ごしに顔を見合わせる。

「安心しろ。私も存ぞん分ぶんに食事はしたい。勝負は一回きりにする」

「ねえねえ、勝負っていうからには勝ったらどんな賞しよう品ひんがあるわけ」

　口を尖とがらせつつも耀あき姫ひめが尋たずねる。賞品次し第だいでは進んで参加しそうな気け配はいだ。

　耀姫の問いに、涼子はふんぞり返って答えた。

「流し素そう麵めんで、もっとも上流の位置を独どく占せんできる＆天ぷらの海え老び増ぞう量りよう！」

　それはしょぼいのか素晴らしいのか。だが飢うえた耀姫にとっては大だい問題らしかった。

「え!?　じゃあ負けたら海老天てんも素麵も全ぜん然ぜん食べられないってこと？」

「勝てばいいだけの話だ。そうだろう、鰹かつお屋や！」

　広人が属する世界を支配する神は自然現げん象しよう以上に理り不ふ尽じんだった。

「……まあ、負けたらみことちゃんだけでも叔母おばさんたちに混ぜてもらうか」

　達たつ観かんならすでに学び尽くした広人は淡たん々たんと現実を受け入れる。

「やだ、賞品がたくさん素麵食たべられるだけじゃつまんない。そこで、提てい案あん！」

　耀姫が片手を高く上げた。

　ざわっ、とメンバーはざわめく。要いらんことしいがもう一人いるのを忘れていた。

　要らんことしいその二は、ざわめく皆を尻しり目めにそっとおにぎりに手を伸ばそうとする。しかしいきなり、ひゅん、と飛んだ赤くて長い物に、手の甲こうをぺしっと叩たたかれた。

「ちょっと！　逆さかさ娘むすめなにしてくれんのよ」

「要らんことしいの上に勝かつ手てに一人で先に召めし上がるなんて言ごん語ご道どう断だんですわ。連れん帯たいの和を大事になさっていただけませんこと」

「やだなー、連れん帯たい感かんでがんじがらめになるのって日本人じんの悪いクセだしぃ」

　日本の神様にあるまじき言げん動どう。いった方は金きん髪ぱつ碧へき眼がん外がい人じん美び少女でさらに違い和わ感かん。

「それでそれで、負けたらやっぱり罰ばつゲームよね！」

　連帯だの和だの空気読どつ解かい能力だの一いつ切さい振り捨てて耀あき姫ひめが続ける。

　夜や刀ととミミがそろって白しらけた声でつぶやいた。

「どうせまた変なコスプレなのよ、夜刀は分かってるのよ」

「ちょーっと、季節は夏よね。んな暑あつ苦くるしい真似まねするわけないじゃん」

「でしたら布ぬの一枚とか紐ひも一本とか、いかがわしい格かつ好こうに決まってますわ」

「観客にお子こ様さまもいるっての。大だい丈じよう夫ぶ、せいぜい被かぶり物にしといたげるし！」

　その被り物が問題だ。

「よし、ならば他の二チームを分けるぞ」

　涼りよう子この指し名めいで、残りのメンバーもきっちり分けられた。

　涼子・ミミ・夜刀組ぐみと、耀姫・ひかる・あやの組である。

　この二チームに比べ、広ひろ人と組は分けられた段階でドベ決定も同どう然ぜん。

「われらが精せい一いつ杯ぱい、みことを支えてあげましょうぞ、広人！」

　現状把は握あく能力皆かい無むのねこがみさまは、使し命めい感かんに燃えてこぶしを握る。

「最さい善ぜんを尽くします……みことちゃんは無む理りしないでいいからね」

　みことの肩に手を置き、広人は安心させるように語りかける。口くち数かずの少ない幼よう女じよは広人とねこがみさまを交こう互ごに見つめ、それからこっくりとうなずいた。




　勇ゆう気き一発★流し★素そう麵めん！　ゲーム（涼子は鳴なる上かみ家けで使われている家か内ない伝でん言ごん板ばんにフェルトペンでこう書いて説明した）のルールは簡単。

　流された素麵を、三つある水すい路ろそれぞれの最終地ち点てんに置かれた笊ざるに運び、もっとも多く集めたチームが優勝。集める方法は問わない、ただし食べ物を粗そ末まつにしないために一本でも落とした者は失しつ格かく。自分が落とした場合でも、他のメンバーを妨ぼう害がいして落としても同じだ。

　なんともゆるゆるだが縛しばりは厳きびしいルールである。

「一番のポイントは流された直後だと思うんです」

　作戦立てるだけ無む駄だ、としきりに理り性せいがささやくが、広人は懸けん命めいに無む視しする。

「麵を落としたら失しつ格かくですから、他を妨ぼう害がいするよりいかに多く取って笊に集めるかに集中すべきです。だから量の多いスタート地点を狙ねらわないと」

「分かりました、ではわれがスタート地点で！」

　なぜこうも自信満まん々まんになれるのかその根こん拠きよを広人は問い詰めたい。

「いやいや、俺おれがスタート近くで張りますから、ねこがみさまとみことちゃんは流れてくる麵を確実に集めてくれればいいです」

「承しよう知ちしたのであります。みこと、がんばりましょうぞ」

　意い気きごむねこがみさまの言葉にみことは従じゆう順じゆんにこっくりうなずく。

「広ひろ人と兄にいちゃーん、こっちの準備はいいでね」

　脚きや立たつの上から流し係の小学生の又また従弟いとこが、素そう麵めんを大おお盛もりに盛った笊ざるを手に叫んだ。

「みな、配置についていいぞ」

　涼りよう子この言葉に即そく座ざにメンバーは反応し、手に皿を持って持ち場に散った。考えることは当然みな同じで、ほとんどは脚立の周囲に陣じん取どっている。

「負けないんだからね、氏うじ子こさん。悪いけど素麵は全部あたしのものだし！」

　右手に割わり箸ばし、左手に皿という勇ましくも間の抜けた戦せん闘とうスタイルで、鼻はな息いき荒く飢うえた耀あき姫ひめが宣せん告こくする。負ける気満まん々まんの広人はどうぞどうぞと場を譲ゆずりたい。

「全員、位置に着いたな。よし、素麵放ほう流りゆうっ!!」

「じゃあ流すでね。はーいっ」

　涼子の合あい図ずに、又従弟は箸でつかんだ素麵をざばりと水すい路ろに落とした。

　広人は即そく座ざに反応────する前に、いきなり眼がん前ぜんを赤い稲いな妻ずまが走った。

　どこのシ●アだ、と思う間もなく流れたはずの素麵が消える。

　はっと目で追うと水路の最終地ち点てんに立つミミが澄すまし顔で舌したを引っ込め、笊に麵の固まりを箸で載のせるところだった。

「ちょっと待ったあああああっ！」

　飢えた野や獣じゆうもとい飢えた女め神がみこと耀姫が豪ごう速そくでミミのもとへ走った。

「いまの反はん則そく！　すごい反則！　妖よう力りよく使つかうとかトンデモ反則じゃん！」

「妖力だなんて、ただの身しん体たい能力ですわ。手段は問わないというルールでしてよ」

「だったらあたしが霊れい力りよく使って風で素麵巻まき上げてもいいってことよね」

「水中の麵を風ですくえますの？　仕掛けを壊こわすのがオチじゃありませんかしら。空腹で頭に栄養が足りてないのは同どう情じようしますけれど、もう少し考えた方がよろしいですわよ」

「このぉ……そっちがその気ならこっちも考えるよね！」

　耀姫は即そく座ざに引き返し、ひかるやあやのと円えん陣じんを組んでごにょごにょ相談する。

　何か別のバトルが発生しているようだがとりあえずこの隙すきに、広人は残っていたわずかな麵を、しごく冷静に拾って皿に載せた。

「いいぞ、ミミ。どんな離れ業わざか分からんがＧＪだ。よし、第二弾だん！」

　涼子はミミに向かってサムズアップすると、放ほう流りゆう係がかりに命じた。

「はーい、行くでね」

　といって又従弟がざばっと麵を流した。とたん、再び赤い稲妻が宙を──

「はいやあああっ！」

　いきなり耀姫が飛び上がり、片手の皿でミミの舌を叩たたき落とす。

「いっひゃいっ！　にゃ、にゃにひまふのよ、耀あき姫ひめふぁん！」

　というミミの抗こう議ぎが届く前に耀姫は宙ちゆうで体をひねり、おりしも涼りよう子こが伸ばした箸はしを返す刀かたな、もとい返す皿で思う様さま弾はじき飛ばした。

「なっ、貴き様さま！」

「ふふふん、どーだ！　身しん体たい能力なら文もん句くないんでしょ」

　高たか々だかと皿を掲かかげて耀姫は大いばり。箸を使って打ち返さないところは、一いち応おう日本人じん的てき礼れい儀ぎを守っているらしい。

「いい度ど胸きようだ……この私に楯たて突つくとは」

　涼りよう子こは不ふ穏おんなまなざしで耀姫を見つめた。

「真まっ向こうから宣せん戦せん布ふ告こくとは、身の程ほど知らずもいいところだな」

「身の程知らないのはそっちだし。涼子ちゃんとは一度本ほん気きでバトッてみたかったのよね」

「上じよう等とう、従妹いとこだとて手て加か減げんはせん」

　涼子が腕を伸ばして指をぐっとかぎ爪づめ状じように曲げる。血管が手の甲こうに浮き上がった。

「先せん制せいはさせてやった。今度はこちらが行くぞ！」

「望むところじゃん。いつまでも覇は王おう気き取どってんじゃないし！」

　のどかなはずの流し素そう麵めん会場が一気に世紀末まつ的てき修しゆ羅らの国。

　二人は戦せん意いどころか敵てき意い以上の殺さつ意い丸まる出だしで激しくにらみ合う。

「ほああああああっ！」「はいぃいいっ！」

　ふいに涼子と耀姫が地を蹴けって夜の虚こ空くうに舞った。

　大きな月を背景に高く高く跳ちよう躍やくする少女ふたり。

　と見るがいなや、涼子がダンクシュートのごとく皿を大きく振りかぶる。

「地に堕おちろ！」「させないしっ！」

　振り下ろされる皿を耀姫が下から激しく打ち返す。

　パキィン！　という音でふたりが同時に激しく弾はじけ飛んで地に着ちやく地ち、しかし瞬しゆん時じに姿すがたを消したかと思うと再さい度ど出現したのはやはり上じよう空くう。

　月を切り裂さくようにふたつの軌き跡せきが交こう差さし合う。すでに陶とう器きの皿は粉こな々ごなに砕くだけ、素す手ででの打ち合いガチバトル。二十一世紀初しよ頭とうのはずがまったくもって時はまさに世紀末。

　レースクイーン並みボディを誇る美女と、アイドル級の美び少女が体操着ぎ姿すがたで夜空をバックに空くう中ちゆう戦せん、というのは見み応ごたえあるのか恥はずかしいのか。

　ありまえんで見た守もり宮みやとみっちゃんの異い次元バトルを思い出す広ひろ人と。

　それでも一応あれは大だい妖よう怪かいＶＳ天てん神じんだったが、今回片かた方ほうは一応人にん間げん、なのに曲がりなりにも八やつ首くびの龍りゆう神じんと渡り合うとか部長が異常、マジ異常。

　すでに悟さとりの境きよう地ちにいる広人は黙もく々もくと残った素麵をすくい上げる。

　その隙すきに他のメンバーは流される素麵をそれぞれのやり方で奪うばい合っていた。

「きゃあっ、やだ、小こ蛇へびが!?」

　ひかるが水すい路ろで素そう麵めんと一いつ緒しよに流れる数すう匹ひきの蛇を見つけて飛び退のく。蛇は素麵を囲って奪うばわれないようにガードしていた。

　常つね日ひ頃ごろは穏おだやかなあやのが、さすがに眉まゆを吊つり上げて夜や刀とに物もの言いいをつけた。

「夜刀さん、それ反はん則そくではありませんか」

「一応これも身しん体たい能力のひとつなのよ？　手段は何でもいいのよ」

「いいわけです。食べ物の流れる場所に体の一部を入れるようなものです」

「ふぅん、やるのよ？　金きん狐この姫ひめごときが古いにしえの夜や刀との神かみを相手できると思うのよ」

「なっ、なんですって」

　ますますあやのが真剣な表情になる。

「半はん人じん半はん妖ようですけれど、金狐も大陸由ゆ来らいの古き一いち族ぞくです。負けませんよ」

「夜刀にとったらただの小こ娘むすめなのよ。食しよく前ぜんの軽い運動してもいいのよ」

「夜刀はん、ひゃんはって！」「えっと何か分からないけど、あやのさん、ファイト！」

　打たれた舌したを押さえてミミが応おう援えんすれば、元もと幽ゆう霊れいながら普通の人間に過ぎないひかるは戸と惑まどいつつあやのに声せい援えんを送る。

　声援を受け、夜刀とあやのの周囲に青白いオーラがぶわっと燃え上がった。

「けったいな特とく技ぎ持もっとるだなあ」
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　一般人じんである鳴なる上かみ家け一いち同どうは呆ぼう然ぜんと見つめるばかり。

「広ひろ人とちゃん、すごい人らと知り合いだねえ」

「あんなけっこい（綺き麗れいな）顔しとるだにすごいだねえ」

　などと感かん嘆たんなのかどん引きなのか分からない感想を小こ耳みみに挟みつつ、広人は粛しゆく々しゆくと流れてくる麵めんをさらう。すでに勝負は人じん知ちの及ぶところではない。

「おお、みこと。数本流ながれてまいりましたぞ。早さつ速そくすくうのです」

　水すい路ろの中なか程ほどにねこがみさまはしゃがみ、のんびりちまちま麵を拾う。

　みこともたどたどしく箸はしを使って麵をすくい上げた。ここだけ別べつ世界に和なごみ空間。

「んーっと、最後の素そう麵めん、流してもいいだかやあ。行くでね」

　脚きや立たつの上から又また従弟いとこが笊ざるを持ち上げ、一気に水路へ流しこんだ。

　にらみ合っていた夜や刀ととあやのが、ひかるとミミが、はっと気づいて振り返る。

　その瞬しゆん間かんだった。

　しゃがんでいたはずのみことがふいに身を低くしたまま、たっと走り出す。かと思うとかなりの距離からスタート地ち点てん近くにいる広人目めがけて跳ちよう躍やくした。

「え、ええっ!?」

　突然、広人の肩に重みが生まれた。はっと見るとみことが肩かた車ぐるまの要よう領りようで乗っかって、いましも水路を流れてきた素麵を箸でつかんで自分の皿に載のせるところだった。

「み、みこと……ちゃん？」

「……昇るのは、へいき」

　呆ぼう然ぜんと問いかける広人に向かって、素麵を山やま盛もり載せた皿を手にみことがつぶやいた。





☆★☆






　素麵大会はダークホースみことの思わぬ活かつ躍やくによって、広人組ぐみが勝利を得た。

　要いらないバトルに夢む中ちゆうになっていた涼りよう子こや耀あき姫ひめたちは必ひつ然ぜん的に敗北。

　とはいえ広人は勝利より鳴上家との歓かん談だんがほしかったので、流し素麵のいい位置はみんなに譲ゆずってやり、ねこがみさま＆みことと一いつ緒しよに縁えん側がわでの会かい食しよくに加わった。

「……この子、みことちゃんね。神かみ隠かくしじゃないかやぁって」

「神隠し？」

　会食のさなか、思わぬ言葉を耳にして広人は叔母おばに訊きき返す。

　そんな言葉があるのは知っているが、江え戸どか明めい治じ大たい正しようの時代ならいざ知らず、この現代で普通に使われる言葉とも、ましてやあり得る現げん象しようとも思えない。

　いわれたみことは特に反応を示すでもなく、麵つゆのお椀わんを手にねこがみさまにぴったりくっついて陰に隠かくれている。

「そう。いま、みんなで話してたとこで」

「でもそんな、日本昔むかし話ばなしとか民みん話わみたいだよ」

「だけん、この辺の土地じゃあ昔は頻ひん繁ぱんに神かみ隠かくしがあったっつぅでね。森も山も見た目より深いで、迷いこんだら戻ってこえへん子どももたくさんいただって」

　叔母おばの話の横から、又また従兄いとこが口を挟む。

「そうそう、子どもの頃ころ祖ば母あちゃんに、悪いことすると神隠しにあうでねって脅おどされたで」

「おけい祖母ちゃんに？」

「ああ。祖母ちゃんはこの辺の昔話に詳しいでさ」

「神隠しっつやあ、最さい近きん町で変な噂うわさが流行はやってるらしいに。みんなも知ってるら」

　又また従姉いとこが眉まゆをひそめて会話に加わった。

「何でも、ふいに子供がいなくなって数日後ごに別の場所に現れるだって。まさにそれって、神隠しじゃんねえ」

「ああ、知ってるわ、そういうときって必ず異い変へんがあるらしいに」

「異変？」

「大きな火ひの玉たまが夜空を横切ったり、巨きよ大だいな鳥が山さん頂ちようから飛んだりするだって」

「八月に入ってよく聞くでねえ、そんな噂。やだやあ」

　又従姉が身み震ぶるいすると、黙だまって麵めんをすすっていた叔父おじがたしなめた。

「ほい、止やめやあ。お客様の前でめったなこというじゃないよ」

「そうだいね。ごめんよ、広ひろ人とちゃん、みことちゃん」

「まあただの噂だで。明日あしたは俺おれも街ぃ行ってあちこち聞いてみるでえ」

　又従姉と又従兄は広人とみことに弁べん解かいする。

　だが怪かい異いに慣なれっこの広人には、異変の話は根も葉もないただの噂とは思えない。

（そうだ、おけい祖母ちゃんが昔話詳しいなら訊ききたいことがあるんだ）

　広人はスポーツバッグに入れた榊さかきからの手紙を思い出した。

「ねえ、叔母さん。おけい祖母ちゃん、いつ温泉から帰ってくるの」

「のんびり旅行だでねえ、広人ちゃんが東京に帰る頃、入れ替わりに戻ってくるだよ」

　そんな、と広人は声を吞む。榊の手紙のことは、できれば大っぴらに訊きたい話ではない。なるべく直じかに顔を合わせてふたりきりで話がしたかった。

「叔母さん、頼む。どうしてもおけい祖母ちゃんに訊きたいことがあるんだ。申もうし訳わけないけど、温おん泉せんまで連れてってもらえないかな」

「そりゃあ、別にかまわんけぇが……そうだ」

　叔母はふいに目を輝かせ、ぽん、と手を打った。

「ちょうどいま、温泉街がいで夏祭り中だで。良かったらみんな連れてってあげるに、温泉入はいって夏祭り堪たん能のうしたらどうだいね！」




（神かみ隠かくし？）

　縁えん側がわから少し離れた場所で、耀あき姫ひめは会話に耳を傾けていた。

（大きな火ひの玉たまが夜空を横よこ切ぎったり、巨きよ大だいな鳥が山さん頂ちようを横切ったりするとか……そんな具体的な目もく撃げきがあるって、ただの噂うわさじゃなさそうなんだけど）

　先ほど夜や刀とから聞かれた問いも思い出す。

〝いま何か、空を飛んでく気け配はいがなかったのよ〟

　だが八や頭ず龍りゆうの大おお神かみたる自分が気づかなかったのはおかしい。おかしいどころか非常にしゃくだ。どうしても夜刀の気のせいにしたくなる。

（でもいま聞いた話とリンクするし……。ああもう、めんどくさいな！　大体氏うじ子こさんもいってたけど、怪かい異いが潜ひそむようになった現代で神隠しなんて）

　耀姫は腕うで組ぐみしながら耳をそばだてる。

　そばだてるといっても盗ぬすみ聞きではない。なぜなら盗み聞きなどできる格かつ好こうではないからだ。つまり敗はい北ぼくの罰ばつゲームで被かぶり物を被っているのだ。

「……ちょっと」

　ふいに背後に気け配はいを感じて、耀姫は不ふ穏おんな声でいった。

「あたしの後ろに立たないでよ、子こ蛇へび娘むすめ」

　その被かぶり物というのは──

　ゴ●ゴ13（頭とう部ぶのみ）。

　野の太ぶとく男らしい眉まゆと厳いかついあごとがっつりエラが魅み力りよく的てき。

「うるさいのよ、顔だけスナイパー」

　などと背後から答える夜刀は、宇う宙ちゆう海かい賊ぞくコ●ラ。

　金きん髪ぱつに団だん子ご鼻ばな、わざわざ小こ粋いきに葉は巻まきをくわえて格かつ好こいい。しかし下は体操着ぎの幼よう児じ体形そのままなのでとても異い様よう。

「夜刀の前に立つなら勝かつ手てに左腕うでが火を噴ふくのよ」

「左腕にあるのは箸はしじゃん顔だけ宇宙海賊。ヒューッ！　とか囃はやしてあげちゃうし？」

「まあ、素晴らしくお似に合あいですこと。ずっとそのままでいらしたらスナイパーさん」

　といってそこに歩んできたのは……、

「その頭で偉えらそうにいわないでよね、三さん頭とう身しん」

　国民的てきアイドルこと、デカ顔ドラ●もん。

　むろん中身は金髪美び少女（のはず）のミミである。

「あら、かの有名スナイパーさんにしては体格が貧ひん相そうですわね、特に胸きよう筋きん」

「黙だまれ黙れ変へん態たい猫ねこ型がたロボット！　あんただって小学生のしず○ちゃん並みの胸じゃん！　パンツもブラもなしの全ぜん裸ら丸まる出だしで誌し面めんに出られる貧しさよね！」

「そっ、そこまで貧しくありませんわよ！　耀あき姫ひめさんの視し力りよくを疑いますわ！」

「疑うべきは品ひん性せいなのよ。というか疑う余よ地ちなく耀姫の品性は地べたなのよ」

「うっさいわ！　だいたいその頭でいわれると腹はら立たつより腹抱かかえて笑うレベルだし！」

　三人は巨きよ大だいな頭をごっつんごっつん打ち合い言い争う。どうも恥はずかしさ、かーらーの、開き直り及び自じ暴ぼう自じ棄きで暴ぼう走そうしているらしい。

「やめんか、貴き様さまら！」

　ふいにダン！　と地面を強く誰だれかが踏みしめる。はっと三人は振り仰あおぎ、息を吞のんだ。

　風をまとい雄お々おしく立つ姿すがた。重じゆう力りよくを無む視しして逆さか立だつ獅し子しにも似た頭とう髪はつ。

　巌いわのごとく固く盛り上がる顔面の筋きん肉にく。すべてを圧する鬼おにの気き迫はく。

　この世に生せいを受けたその日から、生物の頂ちよう点てんに君くん臨りんすることを定められた存在。それは、

「……ゆ、勇ゆう●郎ろう！」

　戦せん慄りつの声に迎えられたのは、地上最さい強きよう生物──範はん馬ま勇●郎。

　背中に鬼の形ぎよう相そうを背負う男、ただし顔のみ。

　抱だき枕まくらまで存在する大だい人気キャラである。どの層がターゲットなのか定かではないが、おそらく彼を崇あがめ称たたえる抱かれてもいい系けい男子に違いないだろう。抱き枕だけど。

　もちろん中なか身みはいうまでもない。

「強くなりたくば……」

　生なま身みで人じん外がいレベルの存在は勇●郎に同どう化かしきって吼ほえ猛たける声こわ音ねで三人に命じた。

「喰らえッッッ！　（素そう麵めんを）」

　ぐいと指し示された先は流し素麵の仕し掛かけ。

　顔だけゴ●ゴ13、コ●ラ、ドラ●もんはぐらつく頭でそれぞれ見つめ合う。

　意志の疎そ通つうもおぼつかなさそうな相手に抗あらがうのは、時間と体力と特に精神力りよくの無む駄だである。耀姫たちは諦てい観かんのもとによる賢けん明めいな判はん断だんで、頭をぐらぐらさせつつ仕掛けへ向かった。

　そこにやってきたのは、やはり頭とう部ぶのみ着ぐるみのひかるとあやの。

　ひかるは金きん髪ぱつヘアも鮮あざやかキュア●ース。あやのは巨きよ乳にゆうにふさわしい、やっぱり金髪縦たてロール巴ともえ●ミ。それを見てゴ●ゴ耀姫が不満げにいった。

「なんでこのふたりだけ美び少女顔がおなのよ。しかもこれ見よがしに巨乳キャラに巨乳あてがうとか涼りよう子こちゃん何なに考えてるわけ、搾さく乳にゆうしたげようか狐きつね娘むすめ！」

「やっ、やめてください。その顔でいわれると本ほん気きにしてしまいます」

　マ●顔あやのがあわてて両手でむっちりした胸を隠かくした。

「元もと幽ゆう霊れい娘だってなんでそんないかにも大きいお友達向むけキャラなのよ。ほんと黄き色いろキャラってあざといのばっかだし。ほとんど巨乳でロリで天てん然ねんドジっ娘こカレー好き！」

「うらやましがらなくても、耀姫さんは単たん体たいでキャラ立ちまくりのゴ●ゴだぞ」

「だったら替え」

「だが断るもん」

　耀あき姫ひめはゴ●ゴ頭をぶん投げたくなった。

「つーか、食べられないし。これじゃ」

　耀姫は被かぶり物を上げて息を吐いた。夜よ闇やみを照らす灯あかりに、汗あせばむ少女の横よこ顔がおが浮かぶ。

　ふと縁えん側がわの方角に目をやると、広ひろ人ととねこがみさまが鳴なる上かみ家けの人々に混じって、幼いみことを挟んで並んで素そう麵めんを食べていた。

　広人が薬やく味みを取り分けたり素麵をよそってやったり、箸はしの使い方がおぼつかないみことにねこがみさまが食べさせてやったりと、甲か斐い甲が斐いしい。

　ふたりに面めん倒どうを見てもらい、おどおどしていたみこともやっと笑顔が浮かぶ。

　三人は何事か言葉を交わし、楽しそうにうなずいて語らっている。

　みことが口を寄せて広人の耳にささやけば、ねこがみさまも顔を寄せる。くすぐったそうにみことが笑い、三人は身を寄せ合ってくすくすと笑い合った。

　仲なか睦むつまじいその様さまは、あたかも仲のいい兄妹か家族に見える。

　いや、年ねん齢れいを無む視しすればまるで──まるで、夫婦とその子どものようだった。

〝……そなたこそ嫁よめ候こう補ほとして、もっと広人にくっつくべきでありまする〟

「もっとくっつけも何も、ひろ……」

　ふいに耀姫は着ぐるみ頭をぐいと被り、くぐもる声でぼそりといった。

「……氏うじ子こさんのそばにあたしが入る余よ地ちなんか、どっこにもないじゃん」

　被り物に阻はばまれて、そのつぶやきは耀姫自じ身しんにもはっきりと聞こえないまま、夜の闇の中へと吸われて消えていった。





☆★☆






　謎の素麵対決も終わり、一同が就しゆう寝しんの準備に入る時刻。

　西にし東とう京きよう市しの有あ里り間ま区では、広人の祖そ母ぼの師し匠しようであった榊さかきが、広大な古い屋や敷しきの雨戸をたったひとりで閉めて回っていた。

　付つく喪も神がみたちがいなくなった屋敷は、ひどく広々としていた。足音も物もの音おともやけに大きくきしんで聞こえる中、榊は黙々と雨戸を閉め続ける。

「おや、滑すべりが悪くなっているね」

　庭に面した雨戸を戸と袋ぶくろから引き出したとき、一枚の戸ががつんと引っ掛かった。

　榊は顔をしかめ、何度か手のひらで雨戸を叩たたく。

「あの洪こう水ずいのとき、せっかくあちこち掃そう除じして直してもらったのに、次々悪わるいところが出てくる。屋敷も私も年ということかな」

　榊は寝ね間ま着きのガウンをかき寄せて肩をすくめ、うんと力をこめた。

　がたがたと騒さわがしい音の後、やっと雨あま戸どはしぶしぶ滑すべり出す。

「さて、ここで最後だね……ふむ、独ひとり言ごとも多くなって情なさけない」

　苦く笑しようしつつ最後の戸を閉めようとしたとき、はっと榊さかきは動きを止めた。

「夜や分ぶんに申もうし訳わけありません」

　ふいに闇やみの奥から声が響ひびいた。榊は身を固くするが、ふと肩の力をゆるめる。

「ああ、その声には聞き覚えがあるよ。気け配はいにもね」

「さすが拝おがみ屋やとして名を馳はせてきた方です」

「よしてくれないか。尋じん常じようならざる存在にいわれると嫌いや味みにしか思えない」

　その言葉に、すっと闇から長身の誰だれかが姿すがたを現す。

　屋や敷しきの内部より漏もれる灯あかりが照らす輪に入ったのは、みっちゃんであった。

「私の正しよう体たいをご存じでしたか」

「いや、はっきりとは。けどただの妖あやかしなんかじゃないのは分かるね」

「早はや宮みや神じん社じやの祭さい神しんである菅すが原わらと申します」

　さらりと答えるみっちゃんに、あっけらかんと榊は返す。

「そんな偉い大だいな神様がこんな婆ばばあに何なに用ようかな。すでに嫁とつぎ先さきは決まっているから、夜よ這ばいは慎つつしんでお断りさせていただくよ」

「鰹かつお屋や広ひろ人とくんのことでおうかがいしたいことがありまして」

　冗じよ句うくにまったく反応せず、みっちゃんはいった。

「少しは反応してくれなくてはつまらないね。それで、彼が？」

「彼の祖そ父ふについて、詳しいお話をしていただけませんか」

　榊の飄ひよう々ひようとした態度がふいに固くなった。みっちゃんはかまわず淡たん々たんと言葉をつなげる。

「無む理り強じいはしませんが、素直に教えていただければ助かります」

　いくばくかの間があった。やがて長なが々ながとした榊の吐と息いきが暗がりに響ひびいた。

「……神に逆さからう術すべはないし、そんな度ど胸きようもない」

　榊の声は重かった。生せい気きが失うせて、ほんの一いつ瞬しゆんで年を取ったようにも見えた。

「だがすでに鰹屋君にはある程度を話してある。それでもよければ」

「かまいません。私が知ることが重要です」

「立ち話は私が辛つらい。中で話そう。玄げん関かんへ回ってくれないか」

　みっちゃんはうなずき、すっと闇へ消えた。榊はほんの刹せつ那な、天てん神じんたる存在がいた闇を見つめ、それからゆっくりと雨戸を閉めた。

　灯りが閉ざされ、すべては闇ひと色に沈んだ。
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　素そう麵めん大会翌よく日じつも、快晴だった。

　夏空の真ま下した、紺こん色いろの大型四よん駆くとオレンジの軽けい乗用車が走る。緑みどりの山の稜りよう線せんから湧わき上がる雲は目が覚めるほど真まっ白しろで、空の青との鮮あざやかな対たい比ひに胸が空すく。

　二台の車は青あお々あおとした茶ちや畑ばたけ山やまを切り開く、白いリボンに似た道路をたどる。

　道路は緑の山の頂いただきへ、まるで青空へダイブするように続いていた。

（夏っていいなあ）

　広ひろ人とは四駆の窓から外を眺ながめ、しみじみと思う。

　みことは広人の膝ひざから、ねこがみさまは広人の背中にくっついて、同じ窓から外を眺めている。狭せま苦くるしいが、広人は二人の重みがなぜかとても幸せだ。

「夏は素晴らしいのです。空の青と地の緑が一番美うつくしくて」

　まるで広人の心の声を聞き取ったように、ねこがみさまがいった。

　みことは広人の膝の上からねこがみさまを振り返り、次いで広人を振り仰あおぎ、それから窓の外へとまたつぶらな瞳ひとみを向ける。

「……綺き麗れい。緑と青」

　幼くたどたどしい口く調ちようながら、感かん嘆たんの想おもいが感じられる声だった。

　これから向かうのは、山を越えた先にある温おん泉せん街がい。

　昔から地じ元もとでは秘ひ湯とうとして知られていたが、十年ほど前まえ雑誌の取しゆ材ざいがきっかけで人にん気きに火が点つき、いまでは観光バスが乗り入れるほど賑にぎわっている。

　といっても規き模ぼはさほど大きくないので、のんびりゆったりした山やま奥おくの秘湯の雰ふん囲い気きは変わらず、そこがまた人気のひとつであるらしい。

「一回だけ、小学校の一年か二年のときに行ったんだよな。祖母ばあちゃんも一いつ緒しよだった」

　広人は心を思い出に飛ばしながらつぶやく。

　肩かた口ぐちにあごを乗せたねこがみさまが、そうっと頰ほおずりをした。思わぬ柔らかな感かん触しよくに広人は驚いて、ねこがみさまに視線を移した。

　すぐ間ま近ぢかでねこがみさまはほほ笑えんでこちらを見ている。それはあまりに優しくて愛いとおしげな笑えみで、思わず広人は頰が熱くなった。

「ど、どうしたんです、ねこがみさま」

「広人の横よこ顔がおが懐なつかしそうで、嬉うれしそうで……胸に迫る心地ここちがしたのです」

　ねこがみさまは眼めを細める。その笑顔に広人もつと胸を衝つかれた気がした。

「楽しかったのでありまするか」

「そうですね。楽しいっていうか、嬉うれしいっていうか」

　たったひとりの〝家族〟との思い出が、知らず脳のう裏りによみがえる。

　湯ゆ上あがりに浴衣ゆかた姿すがたで亡なき祖そ母ぼと手をつなぎ、街の通りをそぞろ歩いた記き憶おく。

　夏の夕暮れがゆっくりと空から降りる時刻、車の通りもなく人々の動きもゆるやかで、まるで夢の中にいる気がして、広ひろ人とはいつまでもいつまでも歩いていたかった。

　祖母と旅行らしい旅行をしたのは、それが最初で最後だった……。

「われも楽しみでありまする。みこと、一いつ緒しよにあちこち見て回りましょうぞ」

　広人の物もの思おもいにねこがみさまの弾はずむ声がかぶさる。

「小さい温おん泉せん街がいですから見て回るとこは多くないですけど、お土産みやげ屋やさんもありますしね。そうだ、確か抹まつ茶ちやを使ったおまんじゅうが美味おいしかった」

「……おまんじゅう」

　ぼそりとみことがつぶやいた。

「そうだよ。一ひと口くちサイズで可愛かわいくて。みことちゃんなら二ふた口かな」

「みことのほっぺたくらいでありまするか」

　ねこがみさまが手を伸ばしてみことの頰ほおをくすぐった。

　みことはきゃあきゃあと嬌きよう声せいを上げて広人の胸に顔を伏せる。広人はみことの髪かみを撫なで、ねこがみさまと一緒に笑い合った。




　イチャつくなバカっ。

　という言葉を後部座ざ席せきの耀あき姫ひめはかろうじて吞み込む。どう考えてもバカップルとその子供の家族ラブを見ているようないたたまれなさだ。

　隣となりに座るひかるやあやのも居い心地ごこち悪そうにむっつりと黙だまっている。

「たーしかに、いい天気よね」

　耀姫は拗すねて（拗ねていると認めるのもしゃくだ）外を見つめた。

　なだらかな山の背に沿った道路を大型四よん駆くはひた走っていた。まばゆい光にくっきり際きわ立だつ山の緑みどりの濃のう淡たんは美しく、何でもないときに見ればとても心こころ安やすらぐ眺ながめだろう。

　けれど耳に入る楽しげな広人たちの会話に、耀姫は胸がざわめいて仕方ない。

「ね、氏うじ子こさん！」

　楽しげな笑いに引っ被かぶせて耀姫は声をかけた。

「え、なんですか。耀姫さん」

「昨さく夜や、神かみ隠かくしがどうとかって話、してなかった？」

「ええ。ただの噂うわさ話ばなしだっていわれましたけど俺おれは気になって」

「あたしも。できたら詳しい話が聞きたいし。その子だって」

　耀姫は広人の席の背もたれにしがみつき、身を乗り出す。

「ただの迷まい子ごにしちゃあんまりにも変じゃん。警察や駅に届けは出てない、役所で調べても素す性じようが判はん明めいしない、覚えてるのは名前だけって怪あやしすぎるよね」

「名前だけかは……。みことちゃん、お父とうさんやお母かあさんやお家うちのこと全ぜん然ぜんいわないけど、教えてくれないかな。なんでもいいんだ、覚えてることは何かない？」

「……分からない」

　みことは急に萎い縮しゆくしてうなだれ、弱よわ々よわしく首を振る。

　耀あき姫ひめは眉まゆをひそめ、背もたれに肘ひじをついて広ひろ人とにいった。

「やっぱりおかしくない。記き憶おく喪そう失しつっていうにしても」

「本当に神かみ隠かくしを疑ってるんですか、耀姫さん」

　広人の声が真剣になる。耀姫はちらとみことに目をやった。

　現代で神隠しなど普通に考えたらおかしい。しかし耀姫は八や頭ず龍りゆうの大おお神かみでねこがみは天あま津つ神かみの幸さき魂みたま、妖あやかしも当たり前に存在している。神隠しがあり得ないと考える方があり得ない。

（それにこの子、色々不ふ審しんすぎるし。あんな身しん体たい能力だってあり得ない）

　昨さく夜やの素そう麵めん大会でみことが見せた思いがけない跳ちよう躍やくを耀姫は思い返す。

「何らかの怪かい異いが関係してるはずよね、絶対」

「そうですね……ありがとうございます、耀姫さん」

「へ？　なんで氏うじ子こさんがお礼いうわけ」

「だって、そんなにみことちゃんのこと親しん身みに考えてくれるなんて」

「えっ、だ、だって」

　思わぬことをいわれて耀姫はうろたえる。

　みことの身を心配したわけではない。どんな異い変へんにも目め聡ざとく気を配れとみっちゃんにいわれていたからに過ぎないのだ。

「氏子さんがお礼をいう必要こそないじゃん。その子の家族でも親でもないのに」

「でも面めん倒どうを見ると約束しましたから」

　広人はねこがみさまとみことと目を合わせ、ほほ笑えみ合った。

　言葉要いらずの交こう感かんを見て、またしても耀姫はもやもやと胸が苦しくなる。たった一日なのに、まるでみことを楔くさびとして、ふたりはいっそう近づいた気がした。

「神隠しなら、これから行く温おん泉せんの近くでも有名な話があるでね」

　運転席から叔母おばが口を挟む。

「山やま奥おくの秘ひ湯とうだもんでね。湯とう治じに来た客が狐きつねにたぶらかされて山を三日間かんさまよい歩いただとか、天てん狗ぐにさらわれて京きよう都と見けん物ぶつに行っただとか、山の神に無ぶ礼れいを働いたせいで三年のあいだ姿すがたを隠されていただとか……他にも色々と聞いたことあるやあ」

「狐、ねえ」

　耀姫が意味ありげにあやのを横よこ目めで見る。半はん人じん半はん妖ようの狐姫ひめは困り顔になった。

「あり得ない話ではありません。稲荷いなり大だい明みよう神じんに仕つかえることをしない狐きつねは、ひとに悪さを働くことを好みますから」

「でも一応同どう族ぞくだし、何かあったら話がつけられそう？」

　こそっと耀あき姫ひめが訊きくと、あやのはますます眉まゆをひそめる。

「どうでしょう、縄なわ張ばりが違いますし。祖そ母ぼでしたらネットワークがあるかもしれませんから、もし狐でしたら甚じん右衛門えもんに連れん絡らくして話を通してみます」

「じゃ、ひとまず安心よね」

　同じ人間だから人じん種しゆ違ちがいでも話が通じるだろうという無む茶ちやぶりにも等しいが、徒と手しゆ空くう拳けんでないだけまだ道があると耀姫は自分自じ身しんを納なつ得とくさせる。

　真まん中なかの席の広ひろ人とたちは耀姫の配はい慮りよなど気にした風ふうもなく、すでに話題を移し、これから行く温おん泉せん街がいの話を楽しげにかわしていた。

　広人はいつになく声が弾はずんでいる。熱心に聞くねこがみさまが相手で彼の話は止まらない。いつもはあまり饒じよう舌ぜつではないのに。

（何よ、いい気なもんよね）

　むーっと耀姫は頰ほおを膨ふくらませ、乗り出していた身をどさりと背もたれに預けた。

（あたしがあれこれ気を配ってるってのに。それもこれもみっちゃんのせいよね。注意して監かん視ししろとかさ。あたしだって温泉とか夏祭りとか目め一いつ杯ぱい楽しみたいんだから……）

　広人さんと、

　という言葉が舌した先さきに乗りかけて、耀姫はかっと頭に血が昇る。

（もう、もう、もう！　なんでこうすぐ意い識しきするわけ。しかも名前呼よびとか！）

　ひとり赤くなったり青くなったり悶もん絶ぜつしたり、隣となりの迷めい惑わく顧かえりみず狭い座席でのたうち回ったりする耀姫に、ひかるやあやのが怯おびえたようにそっと声をかける。

「あ、あの、どうしたんですか。もしかして車に酔よわれました？」

「おかしいぞ。なんか食あたり起こした鯖さばみたいだ」

「何でもない、何でもないし！　視し界かいに入れないで放っといていいし！　ていうかなんで鯖が食あたりなわけ、鯖で食あたりじゃないわけ！」

　そうこうしているうちに車は山を越え、川に囲まれた山やま裾すその温泉街に近づく。

　町の入り口には「高天たかま温泉郷きよう」という古びた木の看かん板ばん。

　宿は大小併あわせていくつかあるが、どこも落ち着いた外がい装そうで、昔の鄙ひなびた湯とう治じ場ばの雰ふん囲い気きを残している。車はその内のひとつの、小さな民みん宿しゆくの駐ちゆう車しや場じようへと入っていった。





☆★☆






「ようこそ。お電話は受けてますでねえ」

　広ひろ人とたち一いつ行こうが民みん宿しゆくに足を踏み入れると、宿やどの名前が入った法被はつぴを着た年ねん配ぱいのおかみさんが出迎えてくれた。

　民宿はアットホームで、宿というよりどこぞのお宅たくにお邪じや魔ました感ありありの内ない装そう。

　スリッパが並ぶ足あし拭ふきマットは「ようこそ高天たかま温おん泉せん郷きよう」と書かれた土産みやげ物もの、ペナントはいたるところの壁にべたべた貼はってあり、ウィスキー瓶びんで作ったフラダンス人形はフロントに飾られ、こけしと木き彫ぼりのフクロウと鮭さけをくわえた熊くまも同どう列れつに並び、設置された電話は古いプッシュホンでレースのカバーつき。

「昭しよう和わ……」

　広人は思わずぼそりとつぶやく。といってもこのあふれる懐なつかしさと綺き麗れいに行き届いた掃そう除じのおかげで、居い心地ごこちは悪くはない。

「おけい祖母ばあちゃんはいるかやあ」

「おけいさんかね。さっきお風ふ呂ろ入ったあと、みんなで散歩に出たでねえ」

　叔母おばとおかみさんの気安い会話に、ますます広人は普通のお宅に遊びに来た気になる。

「広人ちゃん。祖母ちゃんまだ帰ってこえへんみたいだで、先に温泉入はいったら」

「えっ、いいの。泊とまらないのに」

「休きゆう憩けい料金払はらやあいいだよ。お昼も夕食も出るもんで、温泉入るなり土産物見みて回るなりしてゆっくりしない。私とお父とうさんは野の良らへ出るで、夜の八時頃ごろに迎えに来るでねえ」

　叔母はあっさりそういって、さっさと出ていった。

　会計係がかりのあやのがフロントで料金を払おうとすると、

「すでに鳴なる上かみさんからいただいてるでね。その分でお土産買かいない」

　とおかみさんから断られた。広人たちは恐きよう縮しゆくするばかりである。

「こちらが休きゆう憩けい室しつになるで、ごゆっくりどうぞ」

　中庭を囲む狭い廊下をたどり、広人たちは広い二ふた間ま続きの座ざ敷しきに通された。

　南側の大きな窓の外はすぐ小お川がわ。小こ高だかい位置から見下ろす流れは涼すずやかで、せせらぎの音も耳にするだけで涼りようを得られる。青葉の山々もすぐそこにあり、目にも心地ここちよい。

　広人は座敷の入り口でしみじみと中を見回す。

　清すが々すがしさと爽そう快かい感かんにあふれた、いつもと違う光こう景けい。この日常からの脱だつ却きやくこそが旅行の醍だい醐ご味みだ。ご飯はん作らなくてもいいしな！

「ひゃっふぅ、この椅い子す気持ちがいいのですぞ」

　ねこがみさまが窓まど辺べに置かれた大きなふかふか座ざ椅い子すに真まっ先さきに飛び乗る。両手を上げて両足をうんと伸ばし、それからうふふと笑いながら丸くなった。まさしく猫ねこ。

「うむ、なかなかにいい座敷だな」「へえ、素そっ気けないけど広さは充分よね」

　涼りよう子こ部長が珍めずらしく自分以い外がいを褒ほめ称たたえ、耀あき姫ひめも褒めているのか褒めていないのか分からないがそれなりに満足はしているようだ。

「ああん、涼すずしくて気持ちいいですぅ～」

　冷房が効いた座ざ敷しきにユキメは大おお喜よろこびで手を打ち叩たたいてはしゃいだ。

「広ひろ人と先せん輩ぱい、座ざ布ぶ団とんをどうぞ」

　気き配くばり屋のあやのが差し出す座布団を、広人は頭を下げつつ受け取って腰を下ろした。みことがおずおずと隣となりに座ると、ねこがみさまが、

「みことはここに乗ればよろしいのです。ほら」

　と広人の膝ひざに乗せる。定てい位い置ちをゆずるとは、よほどみことを気に入っているらしい。

　みことはもじもじしつつ広人の膝にちょこんと腰かける。そんなみことの愛らしい様よう子すに、ねこがみさまがふわりとほほ笑えんだ。ほのぼのしたふたりの様よう子すに広人も心こころ和なごむ。

（本当に、ただの幼い女の子だよなあ）

　こちらに背を預けて座るみことを広人は見下ろした。自分にかかる重みから、すっかり彼女が広人に打ち解けているのが分かる。

　この懐なつき具ぐ合あいといたいけな姿すがたに、痛ましさが胸に募つのる。早く家族のもとへ返してやりたい。こんな幼い子ならきっと親は気も狂うほど心配しているだろう。

　そう思いながらも、心の一いつ角かくでは空の端はにかかる雲のような小さな懸け念ねんが生まれる。

　昨さく夜や見せた驚きの跳ちよう躍やく力りよく。あれはこんな幼い子どもとは思えない動きだった。親を恋しがる様子をまったく見せないのも気にかかる。

　よくよく考えれば、この子については不ふ審しんな点ばかりではないか。

（いや、疑っても仕方ないだろ。勘かん違ちがいなら可哀かわい想そうだし）

「それにしても」

　広人はみことの頭を撫なでつつ場を見回す。

　すでに他のみんなは大きな座ざ卓たくの周りで思い思いにくつろいでいた。あまりのゆるゆるぶりに、広人は思わずつぶやく。

「一応合がつ宿しゆくですよね、これ。満まん喫きつしちゃってるけどいいのかな」

「そこでだ！」

　仁に王おう立だちで腰に両手を当てて窓の外を眺ながめていた涼りよう子こが耳みみ聡ざとく振り返る。

「この合宿中ちゆうにとあるテーマについてまとめ、帰き京きよう後ごレポートを提てい出しゆつしてもらう！」

「その話いま初めて聞きましたけど」

　相変わらず行き当たりばったりと直ちよつ感かんと思いつきとで生きていける涼子とそれを許す世界に、広人は感かん嘆たんと諦てい観かんを抱きながら冷静に返す。

「それで、テーマってなんです」

「さっきも車の中で聞いただろう──神かみ隠かくし」

　広人は目を見開く。離れた場でだらんとしていた耀あき姫ひめも驚いた顔で身を起こした。

　人ひと差さし指ゆびを立て、涼子は得とく意いげに語る。

「民みん話わと迷めい信しんが残る現げん代だい生活について、独どく自じに調査しまとめてもらう。枚数は十枚以い上じよう。そうだな、グループで行動して調べるといい。ではメンバーを分け……」

　といったところで、みことがひしっと広ひろ人とにしがみつき、ねこがみさまの手を握る。

「分かった、分かった。とりあえず鰹かつお屋やグループの面子めんつは固定だな」

　部長に譲じよう歩ほさせるなんてようじょつよい。

「よし、面子を決めたら街に繰り出すぞ、温おん泉せんは一ひと汗あせかいてからだ」

　といって涼りよう子こは独どく断だんでさっさとメンバーを振り分けた。

　あやの、ひかる、部長。広ひろ人と、ねこがみさま、耀あき姫ひめ。夜や刀と、ミミ、ユキメ。三・三・三できっちりと組み分けされて、みことはおまけ扱いで広人組ぐみ。

「えー、この面子だとあたしがお守もり役やくじゃーん」

　耀姫が口を尖とがらせて文もん句くを垂れる、が、どことなく嬉うれしそうだ。

「どう考えても広人様が一番お守り役じゃありませんの」

「そうなのよ。夜刀だって広人と一いつ緒しよに行動したいのよ」

「耀姫さぁん、イヤならユキメが喜んで代わりま」

「だだだだ、ダメダメだめっ！」

　ダルそうな態度をいきなり振り捨て、耀姫はさえぎった。

「いつ溶けるか分からない雪ゆき女じよ郎ろうじゃお守り役なんか務まらないし」

「ふぅん、だったら夜刀が代わってあげるの」

「さーあ、さっさと済ませて温泉行いこうじゃん。ほらほら氏うじ子こさん！」

「へ？　や、あの、まだお茶飲のんで……」

　のんびりお茶を飲んでいた広人は、急せき立てられてまごまごしつつ腰を上げる。

　妖あやかし三人娘むすめは怪け訝げんそうに顔を見合わせるが、それに気づく間も与えられず、広人は耀姫に無む理り矢や理り押し出されるようにして、ねこがみさまやみことと外へ出た。
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「……って、出てきたはいいけれど」

　広人は陽ひ射ざしを手でさえぎりつつ、周囲を見回す。

　時じ刻こくは十時、夏の陽ひはすでに高く強きよう烈れつだ。観光地ちはようやく目覚めた頃ころ合あいで、土産みやげ物もの屋やが数すう軒けん店を開けているくらいである。

「いきなり民みん話わと迷めい信しんの取しゆ材ざいっていわれてもなあ。取っかかりもないし」

「土産物屋の店員に聞くのはどうでありまする？」

「そうですね、それが一番手てっ取とり早いかな」

　ねこがみさまの助じよ言げんを受けて、広人が手て近ぢかな土産物屋に入ろうとしたとき、

「待った待った待った！　んもう、これだからお守もり役やくいるよね！」

　耀あき姫ひめが広ひろ人との腕をつかんで制せい止しした。

「あのね、闇やみ雲くもに聞いたって無む理り無理無理。ほら」

　耀姫はずいと店の中を指ゆび差さす。働いているのは女じよ子し大だい生せいくらいの潑はつ剌らつとした女性だ。

「あんな若そうな店員に、この辺の昔むかし話ばなしとか聞いて分かると思う？」

「いわれてみれば。じゃあ、知ってそうなお年とし寄よりを紹しよう介かいしてくれと頼みますか」

「それも浅はかだっての。地じ元もと民みんならまだしも、よそから来たバイトかもしれないじゃん。まあまあ、この耀姫ちゃんに任せなさいよね。すみませーんっ」

　勇いさんで耀姫は店の中に駆かけ込んでいくと、店員に何事か訊きいてすぐに戻ってきた。

「やっぱりあった。ほら、この辺の観光マップ」

　耀姫が差し出すマップを、広人とねこがみさまはのぞきこむ。みことも一いつ緒しよに見ようと、広人につかまって一いつ生しよう懸けん命めい背せ伸のびする。

「近くに観光案あん内ない所じよがあるからここで訊いてもいいけど……あ、あったあった」

　耀姫の人ひと差さし指ゆびの先にあるアイコンに、広人は目を見開く。

「民みん俗ぞく資料館かん？　へえ、こんな施し設せつあったんだ。知らなかった」

「たいていの地ち方ほう都市には文化庁ちようの助じよ成せい金きんで資料館があるよね」

　得とく意い満まん面めんに耀姫は（ナイ）胸を張る。

「古くからの湯とう治じ場ばだって話だし、まあ資料館がなくても他にもほら見て、お寺と神じん社じやがあるじゃん。特にお寺は地域の宝ほう物もつ庫こになってたりするからさ、古い資料があるはずよね」

「へえ……さすがですね」「素晴らしいのです、耀姫！」

　広人とねこがみさまから感かん嘆たんされて耀姫はますます（平たい）胸をそらしてドヤ顔。

「じゃ、早さつ速そく行くよね。ここからそんなに遠くないし」

「助かります。耀姫さんがいてくれてよかった」

　マップを片手に歩き出す耀姫の背中に広人は声をかける。

　耀姫は肩かた越ごしにちょっと赤らめた顔で振り返り、「大たいしたことじゃないし」とぶっきらぼうに答える。けれどその足取りは少し弾はずんでいた。




　マップを見ながら先に立って歩いていた耀姫は、はたと我に返った。

「っていうか、なにあたし積せつ極きよく的に部ぶ活かつ動どうに勤いそしんでるわけ」

　いつもなら面めん倒どくさいといって広人に丸まる投なげするのが普通なのに。しかも広人に礼をいわれて頼られて嬉うれしいと思ってしまうなんて。

（バカじゃないの？　バッカじゃないの、あたし！　なんで、どうして？）

　ふと後こう方ほうに目をやると、広人とねこがみさまがみことの両手を握って並んでついてくる。みことはふたりに手を取られてとても嬉しそうだ。

「……ぶらんこ」

　遠えん慮りよがちにみことがねだると、広ひろ人ととねこがみさまは目め線せんを合わせ、「いいよ、それじゃ」「よろしいですぞ、せーのっ」といってみことの両手を持ち上げた。

　みことはふたりにぶら下がってきゃあっと喜びの声を上げる。嬉うれしそうな幼おさな子ごの声に、広人もねこがみさまもいっそう張り切ってみことを持ち上げる。

　二人の腕の間でブランコのように揺れて、みことは大はしゃぎだ。

「抱だっこ、抱っこ」

　みことは甘えたくてたまらないのか、今度は小さな両手を伸ばして抱っこをせがむ。

「いいよ、よいしょっと」

　広人が抱き上げると、みことは笑って首くび根ねっこに抱きついた。広人も幼子の邪じや気きのない笑えみにつられて大きく笑みを浮かべている。

「手。手、つなぐ」

　みことは広人に抱っこされたまま、ねこがみさまに手を差し伸べた。

　ねこがみさまは「広人が歩きにくくありませぬか」といいつつも、乞こわれるままにみことと手をつないでやった。

　広人とねこがみさまを独どく占せんし、みことはこの上なく満足げな顔になる。

　高校生の広人と、やっと中学生くらいに見えるねこがみさまとだが、みことを挟んだあまりに仲なか睦むつまじい様よう子すに、若い夫ふう婦ふとその子どもに勘かん違ちがいしそうだ。

　道行く観光客きやくや店みせ先さきに出ている店員が、最初は広人とねこがみさまの若さに瞬まばたきして驚くが、結局は三人の仲の良さにほほ笑ましく見送る顔になる。

（ちょっと、どういうことよね）

　だが耀あき姫ひめはほほ笑ましく思う気持ちになれない。

（何よ、何よ。あたしだけに任せてイチャイチャして）

　自分が勝かつ手てに案内役やくを買って出ておきながら、拗すねてしまうのが止められない。目を背そむけても、広人とねこがみさまが一いつ緒しよに笑う声にさらに胸がかきむしられる。

「ほら、もうそこだし！　遅れたら置いてくよね」

　つい尖とがった声を向ける自分が腹立たしくて、耀姫の足は無む闇やみに早まった。

（広人さ……ううん！　氏うじ子こさんにとって）

　耀姫は胸の中で自分に問いかける。答えてほしい相手に決して問えない問いを。

（……あたしって、ほんと、なんなわけ）




『高天たかま歴史民みん俗ぞく資料館かん』は、こんな小さな街には不ふ似に合あいなほど立りつ派ぱな造りであった。

　鉄てつ筋きんコンクリートの二階建てで、広い展てん示じスペースだけでなく、蔵ぞう書しよが収められた図書室しつも併へい設せつされている。この分ならかなり史し料りようや資料が豊富だろう。

「なんと、すべてがぴかぴかではありませぬか」

　ねこがみさまは内部に入り、受付前まえの吹き抜け空間を見上げて感かん嘆たんする。

　みこともねこがみさまと手をつなぎ、口を開けてくるくるとあちこちを見回していた。夏用スモックがひらひらと広がりとても愛らしい。

「ふふ、みこと。目が回ってしまいまするぞ」

　ねこがみさまの声に誘われるように、みことはくらりと倒れかかった。かと思うとねこがみさまにぎゅっと抱きつき、いたずらっぽそうにちらっと目の端はしで見上げる。

　その様さまが可愛かわいくて可愛くて、ねこがみさまは思わずみことを抱き締めてしまう。

「ちょうどよかった。学校の夏休み期間で体たい験けん学習があって学芸員いんの方が常じよう駐ちゆうしているそうですから、色々質しつ問もん受けつけてくれるらしいですよ」

　幼いみこと以外の見学料りようを支払って広ひろ人とは戻ってくる。

　好こう奇き心しんに目を輝かせる広人の様よう子すに、ねこがみさまの胸に喜びがこみ上げた。どんなことでも広人が楽しそうで嬉うれしそうなら、ねこがみさまだってとても嬉しいのだ。

「早く。ぐずぐずしてるとお昼に間に合わないし」

　耀あき姫ひめが不ふ機き嫌げんな声こわ音ねで告げると、さっさと階段を上がっていく。

「そうですね、ここにいられるのは半はん日にちだけですから」

　行きましょう、と広人はねこがみさまに呼びかけ、みことと手をつないだ。

　そうすると自然と三人で並ぶことになる。なんとはなしにその並びもねこがみさまは嬉しい。昨日きのうからこうして三人でいて、ねこがみさまはいつになく心が弾はずんでいた。

（広人を独どく占せんしているようでありまする）

　そう、嫁よめ候こう補ほである普通の少女たちと同じ風ふうに広人に接して広人を独占している。あたかも、みことと三人だけの家族で──まるで、広人の嫁のように。

（……そのようなこと！）

　はたとねこがみさまはわれに返った。

（そのようなこと、思うてはなりませぬ。われは広人の氏うじ神がみですぞ）

　ねこがみさまは懸けん命めいに自分に言い聞かせる。だが罪ざい悪あく感かんを伴いつつも、広人の〝嫁〟であったなら、とこっそり考えるのは止められない。

　けれど──広人の〝氏神〟に徹てつしようと意い識しきし始めたのは、いつからだろう？

　もちろん最初から、自分は広人の氏神だという気持ちはあった。

　だが嫁と〝氏神〟は違うと、次し第だいに分かってきたのだ。

　広人を幸せにするために嫁を集めて家族を増やしたなら、一歩引ひいて鰹かつお屋や家けを見守る。それが自分のあるべき姿すがたで、鰹屋家の繁はん栄えいと広人の幸せを守るのが役目だと。

　しかしそれを思えば思うほどに、胸が潰つぶれそうになる。

（嫁をたくさん集めて、広人が幸せになったら）

　そのとき自分の居い場所は、果たして鰹かつお屋や家けにあるのだろうか。

　広ひろ人とのそばに自分の居場所は──ないのではないか。

（そんな！）

　貫つらぬかれるにも似た胸の痛みに襲おそわれ、ねこがみさまは息を吞んだ。

「……？」「ねこがみさま？」

　みことが手を引く。広人も様よう子すがおかしいのに気づいて足を止めた。

「どうしたんです。顔かお色いろが悪いみたいですけど」

「あ、あ、いえ」

　ぶるぶるっとねこがみさまは首を振った。銀ぎんの髪かみが乱れるほどに振った。

「何でもありませぬ。さあ、早はよう行かねばお昼ご飯はんが食べられませぬぞ」

　ねこがみさまは無む理り矢や理り笑うと、片手をぐいと挙げた。広人はけげんそうに瞬まばたきするが、みことを間に挟み、ねこがみさまとともに二階展てん示じ室しつへの階段を上がる。

　二階の展示室は思った以上に広くて、なかなかに贅ぜい沢たくな内ない装そうであった。

　ケースもパネルも真ま新あたらしく、やはり近年にできた様子である。高天たかま温おん泉せんの歴史に関する資料が年代順じゆんに展示してあり分かりやすい。

　ねこがみさまは広人とともに、弥生やよい時代の遺い跡せきから、人が移り住んで少しずつ発展する様子、温泉が見つかった江え戸ど時代辺あたりから湯とう治じ場ばとして名が知られるまでの過か程ていを見ていった。

　正直、強く興きよう味みを惹ひかれていたわけではない。ただ広人が細かくメモを取りながら観かん覧らんしているから、邪じや魔ましないようにしていただけだった。

「高天温泉郷きよう民みん話わ集しゆう？」

　閲えつ覧らん台だいに載のせられた本を見て、広人がふと声を上げる。

「へえ、この地区の民話を集めたんだ。面白そうだな」

「民話に興味があるのかね」

　学芸員いんらしい初しよ老ろうの男性が近ちか寄よってきた。

　まだ人も少なく暇ひまなのか、熱心に見て回る広人を手助けしてやろうと思ったらしい。

「実はこの民話集を編へん纂さんしたのは私でね。何でも聞いてくれてかまわないよ」

「本当ですか」

　広人の表情が一いつ気きに浮き立った。

「この地の〝神かみ隠かくし〟についてぜひ訊ききたくて」

「おお、神隠しか。高天地ち区くには色々な神隠しの逸いつ話わがあるよ」

　待っていてくれ、と学芸員は奥に引っこむと地図を持ってくる。

「これが高天地区とその周辺の地図でね。まず神隠しの逸話が集中しているのは……」

　自分の研究成せい果かに興味を持ってくれる相手が現れたとばかりに、学芸員の男性は猛もう烈れつな勢いで説明を始めた。広人はがんばってメモを取る。

　ねこがみさまは端はなからついていけず、手をつなぐみことに優しく声をかけた。

「あちらに昔の玩具おもちやの展てん示じがありまするから、それで遊んでおりましょうか」

　こくりとみことがうなずくのを見て、ねこがみさまはその場を離れかけた。

「ちょっと、あんたの氏うじ子こさん捕つかまっちゃってるんですけど」

　手持ちぶさたでぶらぶらしていた耀あき姫ひめが近寄ってくる。

「お人ひと好よし過ぎない？　あれじゃ一日経たっても話終おわりそうにないじゃん」

　耀姫のささやきに目をやれば、学芸員いんのつばを飛ばす勢いの語りに広ひろ人とは若じやつ干かん引いていた。しかし手て元もとのノートのメモを取る手は止めていない。

「でも熱心に広人は聞いておりまするもの。邪じや魔ませず離れておりましょうぞ」

「ほんっと、氏うじ神がみがお人好しだからか氏子がお人好しだからか、どっちが卵で鶏にわとりよね」

　耀姫が思い切り呆あきれ顔で肩をすくめ、意味ありげに横よこ目めで視線を送る。

「せっかく、ひろ……氏子さんと仲良くくっついていられたのにね？」

「そういうほどそなた、広人にくっついておりませぬぞ」

　ねこがみさまは耀姫の視線に含まれる意味にまったく気づかずきょとんと返す。

「われが昨日きのういうたでありましょう。嫁よめとしてもっと広人のそばにいろと」

「何いってるわけ。そんな隙すきもくれなかったくせに」

　むっと眉まゆを吊つり上げて耀姫がいい返した。ねこがみさまは首を傾かしげる。

「隙とはどういうことでありまする」

「ああもう！　鈍どん感かんもたいがいにしてよね」

　極きよく力りよく声を潜ひそめつつ、耐えきれないように耀姫は吐き捨てた。

「昨日きのうからこの子挟はさんで、ずっといちゃいちゃ三人でくっついてたくせに！」

　やっとねこがみさまは耀姫のいいたいことに気がついた。

　一いつ瞬しゆん目を落とし、それからふっと思い切った表情で顔を上げる。

「……案あんずるのではありませぬ」

　ねこがみさまはほほ笑えんだ。先ほどまでの明るく屈くつ託たくのない笑みではない、弱く儚はかなく、哀かなしい笑みだった。はたと耀姫が息を吞み、言葉まで吞み込むほどに。

「われは広人の氏うじ神がみでありまする。己おのれの立場は分かっておりまするぞ」

「な、何よ、立場って」

「だからほんの一いつ時とき、許してもらえませぬか」

　ねこがみさまはいっそうにほほ笑んだ。儚いその笑みはあまりに美しくて、みことまでが目をみはって凍こおりつく。

「いつかはきっと」

　このとき、ねこがみさまはあることを決意した。

　薄うす々うす感じていながら目をそらし、形にしてこなかったその決意を初めて口に出した。

「──鰹かつお屋やの家を見守るために身を引いて離れますゆえ」

　耀あき姫ひめが声を失う。豊かだった表情が凍こおりついていた。

「あ、あんた、ちょっとこのバカ猫ねこ。いったい何をいって」

　やっと耀姫がうろたえて声を上げたときだった。

「アメノウズメ？」

　ひときわ大きな広ひろ人との声が響ひびいて、はっとねこがみさまと耀姫は振り返る。

「そう。この高天たかま地区の奥に廃はい村そんがあってだね」

　学芸員いんは地図と民みん話わ集しゆうを広げて熱ねつ弁べんを振るっていた。

「ほぼ血けつ縁えんばかりが住む小さな村で、アメノウズメが氏うじ神がみであったそうだ。まあ、その村むら周辺で神かみ隠かくしが頻ひん繁ぱんに起こったといわれていて」

「どこですか！」

　ふいに広人が学芸員の熱ねつ弁べんを跳ね返す勢いで激しく訊きき返した。

「ど、どことは」

「どこにあるんです。どうやってその廃村に行けばいいんです」

「ああ、それは無む理りだね。立ち入り禁止なんだ」

「立ち入り禁止？　なぜですか」

　食いつく広人に、先ほどまでの熱弁はどこへやら、たじろぎつつ学芸員は答える。

「その村はね、水が豊富だったのはいいが地じ滑すべりが多かったんだ。近年になって人が減り、整備して維い持じするよりは放ほう棄きすることになったそうだよ」

「何年くらい前の話ですか」

「さあて、正確には……私がまだ成せい人じんしてなかった時じ分ぶんだから四十年以い上じようは前か」

「四十年以上前まえ」

　広人は考えこむ顔になる。耳をそばだてていた耀姫も険けわしく眉まゆをひそめた。

「おそらくそんな地じ盤ばんの悪いところだから、子どもや村むら人びとがよく行方ゆくえ不明になったんだろう。たぶん神隠しの逸いつ話わは、家族や身み内うちを亡なくして遺い体たいも見つけられず嘆なげく人々を慰なぐさめるために生まれたのだと私は思うね」

　やっと勢いを取り戻して熱弁する学芸員に引き比べ、広人は考えこんだままだ。

「その村の資料はありませんか。ぜひ調べたいんですが」

「ああ、かまわないよ。下の図書室しつと事務室にもあったはずだ」

「ねえ、あたしも聞かせてほしいんだけど」

　耀姫がふたりの会話に割りこんだ。ねこがみさまもつられて後を追おうと一歩踏ふみ出す。だが何かに引き留められて前に進めない。

「みこと？」

　見ればみことが小さな体で懸けん命めいにねこがみさまを押しとどめている。

「どうしたのです、何かあるのですか」

　問いかけても、みことはねこがみさまに抱きついていやいやをするばかりだ。身をかがめてのぞきこめば、みことの顔は半はん泣なきの半べそである。

　ねこがみさまは可哀かわい想そうになり、みことの肩をそっと抱いて慰なぐさめた。

「案あんじますな。われはどこにも行きませぬ」

「……ほんと」

「本当でありますとも。さあ、あちらの玩具おもちやで遊んでおりましょう」

　セーラー服のポケットからハンカチを取り出し、みことの涙を拭ぬぐってやると、ねこがみさまは幼い少女の手を引いてその場を離れる。

　背せ中なか越ごしに遠ざかる広ひろ人ととの距離を感じながら、その痛みを無む視しして。





☆★☆






「はにゃ～ん、お帰りなさいですぅ。広人さん、ねこがみさまぁ」

　すっかり調べ物に夢む中ちゆうになった広人たちがぎりぎり昼前に宿に戻ると、座ざ敷しきにいるのは氷こおり枕まくらを載のせて横になるユキメしかいなかった。

「あれ、ユキメさん。大だい丈じよう夫ぶですか、他のみんなは」

「ユキメ暑しよ気き当たりしちゃってぇ、みんなは温おん泉せんに行きましたぁ」

　駆かけ寄ってのぞき込む広人にユキメは弱よわ々よわしく答える。

　ねこがみさまも歩み寄ってそばに腰を下ろすとユキメの手を取った。

「外はたいそう暑かったですもの。さ、われの霊れい力りよくを吸うとよいのです」

「はぅん、ねこがみさまぁ、霊力補ほ充じゆう……」

「ひゃ、ひゃふっ、冷やっこくてなかなか気持ちよいのでありまする」

　ユキメに抱きつかれ、ねこがみさまは身み震ぶるいしつつ笑い声を上げた。

「そうでありまする、広人。みことを頼みまするぞ。温泉に入れてやってたもれ」

「は!?　待った、俺おれが!?」

「うむ。頼みましたぞ。早はようせぬと昼食の時間になってしまいまする」

「いや、俺が連れていくって、ちょっとそれは……あの、耀あき姫ひめさん」

　広人は同じ部屋にいた耀姫に助けを求めるように目をやる。

　着替えやタオルをバッグから取り出していた耀姫はにべもなく答えた。

「あたしじゃ無む理りだって。ほら」

　そんな耀姫の答えを耳にする前に、みことは広人の背中にしがみついている。

「そんなわけでがんばって。いくら氏うじ子こさんが年とし頃ごろ男子だからって、幼よう女じよをどうにかしようなんて鬼き畜ちくな所しよ行ぎようはしないでしょ？　じゃあ温泉満まん喫きつしてくるし」

「いやややや、あの、さすがにあの、耀あき姫ひめさん！」

　広ひろ人との悲ひ痛つうな叫びをぴしゃりと襖ふすまで閉ざして耀姫は出ていった。肩かた越ごしに見やると、みことがつぶらな瞳ひとみですがるように見つめている。

「……分かりました、分かりました」

　広人は大きく息いきをついて、よろりと腰を上げた。

「じゃあ、みことちゃんと一いつ緒しよに温おん泉せん行いってきます。ユキメさん頼みますね」

「うむ、任せるのです。広人こそみことをよろしくなのですぞ」

「広人さぁん、みことちゃぁん、行ってらっしゃぁい」

　ねこがみさまとユキメは片手を握り合い、もう片手を上げて振った。

　もう行くしかない。広人は雄お々おしくも悲ひ壮そうな覚かく悟ごでタオルを取ってみことの手を握る。

「まあ、男風ぶ呂ろは人が少ないだろうからのんびりできるよな」

　いいとこ探しをしないと心が折れそうだ。広人はみことと手をつなぎ、民みん宿しゆくの長くくねくね曲がる廊下をたどる。たどりついた男風呂は檜ひのきの浴よく槽そうで、内うち風呂と木こ立だちに囲まれた露ろ天てん風呂があり、民みん宿しゆくのわりになかなか贅ぜい沢たくな造りだった。

　脱だつ衣い所じよのかごの並んだ棚たなを前に、広人はみことを見下ろす。

「じゃあみことちゃん、服脱ぬいでこのカゴに……」「ん」

　いきなりみことが両手を上げてばんざいする。どうもスモックを脱がせてほしいらしい。

　って、脱がせ──脱がせて？　え？　脱がせ、て？

「いやあの、じ、自分で脱げるよね？」「ん」

　ぐいとみことはさらに両手を上げる。広人はさらに硬こう直ちよくする。

（いやいやいや！　俺おれ意い識しきしすぎだろ、相手は三歳さいか四歳の子どもだぞ！）

　意識するから犯はん罪ざい者のような気分になるのだ、よし。と広人は無む理り矢や理り気持ちを落ち着かせ、みことのスモックのボタンを外してぐいと引き上げた。

　当たり前だがつるんとした胸も露あらわに、みことは女じよ児じ用ようパンツ一枚になる。

　たったこれだけで、広人は大おお仕事を成し遂とげた気になった。

「俺も脱がないとな。はい、体を洗う用のタオルだよ。ちゃんと前を隠かくし」

　という前にみことはパンツを脱いで広人に差し出す。

　凍こおりつく広人にクマさんプリントのパンツを握らせ、みことは広人を見上げた。

「……一緒、入る」

「え、お、う……よ、よし、入ろう！　入ろうか！」

　不ふ必要に大きな声を張り上げ、必要以い上じように丁てい寧ねいに女児用パンツを畳たたみ、広人は自分のパンツも脱いで別なカゴに入れて、とりあえずちゃんとタオルで前を隠す。

　せめて実は男の子だったらとの淡あわい期待も打ち砕くだかれて、広人は何度目めかの覚かく悟ごを決めた。どうせ洗ってやるのも自分の役目だし、というか意識しすぎである。

　みことと湯ゆ殿どのへ入り、おたおたしつつもなんとか体を洗ってやる。湯ゆ船ぶねに浸つかる頃ころにはすっかり大おお汗あせをかいていたが、温おん泉せんの湯ゆ気げのせいではない。

「……づあー、いいお湯」

　頭に絞しぼったタオルを載のせて肩まで湯船に浸かり、おっさんくさい声を広ひろ人とは上げた。

　男おとこ湯ゆにふたりきりでリラックスしているのか、みことは湯船の中をばちゃばちゃあっちに行きこっちに行き、犬かきの真似まねをしたり、桶おけをかぶってみたりと楽しそうだ。

　広人ももう慣れて、うっかり溺おぼれたりしないかゆったりと見守るに徹てつする。

「どうやって行こうかな……」

　気が緩むと同時に、資料館かんで聞いた思いがけない話が思い返された。

　アメノウズメが氏うじ神がみであったという山やま奥おくの廃はい村そん。

　神かみ隠かくしの言い伝えが多く残っていたというその場所。

　もしや村が捨てられたとき、神じん社じやも廃はいされてしまったのかもしれない。であれば、アメノウズメの幸さき魂みたまであるねこがみさまが、祭さい祀し場じようを失ってさ迷っていたのも当然だ。

（でもな、一いち族ぞくの氏神だったんだよな。そんな大切な神様なのに……なぜだ）

　祖そ母ぼの師し匠しようである榊さかきも以前、神社は廃されても祀まつられている神が廃されていることは考えられないといっていた。

　よその神社に移されもせず、見み捨すてられることなどあり得るのだろうか。

　ぜひその村にいた人々に話が聞きたい。もしくは村に行ってみたい。

　しかし学芸員いんの話によれば村むら人びとたちは散り散りになり、村も立ち入り禁止らしい。

　村へは温泉街がいを流れる川かわ縁べりの道から行けるようだが、小さな丘程てい度どとはいえ山をひとつ登らねばならず、しかも夏なら草そう木もく生おい茂って閉ざされている可能性が高い。

〝『鰹かつお屋や』はおりんの旧きゆう姓せいではない……おりんの故こ郷きようを訪ねた方がいいかもしれないね〟

　耳の奥で榊の声が深い意味を伴って繰り返される。

（もしもねこがみさまが祖父じいちゃんの氏神だったなら、そしてもしもその村が祖父ちゃんの故郷なら、ねこがみさまの失われた記き憶おくの手がかりがあるはずなのに）

　熱いお湯に浸かって考え事をしていた広人は、気づくのが遅れた。

「やっと風ふ呂ろの入れ替え時間になったな」「あたし、檜ひのき風呂初はじめてなんだ」「檜のお風呂はいい香りしますよ」「みんな、早く入るのよ」「待ってくださいな、夜や刀とさん」

　お風呂の入り口から聞き覚えのある誰だれかの声が聞こえてきた。

　なに、と広人はぎくりと立ち上がる。振り返れば曇りガラスの戸と越ごしに、少女たちの肌はだ色いろとそれを隠かくすタオルの白が見えた。

　やばい、やばいやばい！

　広人は頭に載せたタオルをつかんで腰に巻き、入り口とは正せい反対の方ほう角がくへ水みず飛沫しぶきを蹴け立たてて飛び出した。走ったのは露ろ天てん風呂の戸と口ぐち。

　湯ゆ船ぶねと露ろ天てん風ぶ呂ろの入り口とのあいだにはちょうど衝つい立たてがある。

　広ひろ人とは衝立の背後に転がりこんで隠かくれた。そのタイミングでがらりと入り口が開く。

「わあ、広いんだ！」

　嬉うれしそうなひかるの声が響ひびき渡り、ついでいくつかの足音が続いた。

「本当ですね。あちらのお風呂は少し狭かった気がします」「よーし、夜や刀とはざぶーんなのよ」「まあ、はしたないですわよ」「こらこら、体を洗ってからだ」

　だめだだめだ、見ちゃだめだ、見ちゃだめだ、見ちゃだめだ、見ちゃだめだ、

　などといいつつ逃とう亡ぼうしまくっていた某ぼう主人公こうのごとく自分にいい聞かせながらも、年とし頃ごろ男子的ムラムラ好こう奇き心しんに押され、広人はそう……っと衝立の陰から顔をのぞかせる。

　もうもうと立ち上る湯ゆ気げを透すかして、肌はだ色いろが、見えた。

　もちろんタオルは巻いているのだが、胸むな元もとの谷たに間まや綺き麗れいな白い足、すんなりした二にの腕うでがかいま見えて、これで興こう奮ふんしない男子は性せい癖へきが特とく殊しゆ。

　湯気！　湯気邪じや魔ま！　湯気ちゃんどいてそこ見えない！　うおお怨おん霊りよう退たい散さん湯気退散！

　日ひ頃ごろの草そう食しよく男子ぶりすら吹っ飛ぶ光こう景けいに、広人は思わず前のめりになる。

「……なに、してるの」

　ふいに全ぜん裸らのみことに隣となりにしゃがまれ、広人は一いつ気きに凍こおりついた。

「し、し──っ。見つかる、見つかる！　いや、見ちゃだめだ見ちゃだめ……」

　唇くちびるに指を当てながら、広人は露天風呂の戸と口ぐちに目をやる。

　どうやら女おんな風呂と男おとこ風呂は入れ替えの時間だったらしい。確か、ふたつの風呂は外の露天風呂を通じてつながっているはずだ。

　気づかれないうちに外に出てやり過ごそう、と広人はそろりと動く。

「し、静かに。露天風呂に出てみようか」

　衝立に隠れながら、広人は外へ通じるガラス戸を静かに開ける。隙すき間まから体を滑すべりこませて外に出るとすっと風が吹いて、ほてった体にひやりと涼しかった。

「外のお風呂も気持ちいいな……って、のんびり入るわけにもいかないんだけど」

　露天風呂は木々に囲まれ、とても心地ここちよさそうだった。

　緑みどりの葉は陰かげが落ちる湯船は見るからに涼しげで、通り過ぎるだけではもったいない。

「ちょ、ちょっとだけ、入ろうかな」

　露天風呂なら、女風呂に入っていたのを見つかるよりまだいいわけが利くような気がした。目の前の誘ゆう惑わくに耐えかねて、少しだけと広人は湯船に浸つかる。

　肩まで身を沈めると、広人は頭ず上じようの木こ陰かげを見上げた。

　木こ立だちは人の手で植えられたようだが、風にそよぐ葉ずれの音や優しい葉陰、青あお々あおとした緑の色は紛まぎれもなく本ほん物ものだ。頭上は竹で編んだ庇ひさしが突き出て強い陽ひ射ざしをさえぎり、ゆったり気分をさらに演えん出しゆつしてくれる。

　とても贅ぜい沢たくな一ひと時ときだった。こんな時間が得られるなんて思ってもいなかった。

　立ち上る湯ゆ気げが庇ひさしに跳ね返り、白くこもる様さまを見つめて広ひろ人とは満足の吐と息いきを漏もらす。

「……あっちのお風ふ呂ろ、見たい」

　木こ陰かげをのぞきこみ、葉っぱを透すかして見つめ、お湯を跳ね散らかして遊んでいたみことが、みんながいるのとは反対側がわの内うち風呂へ入っていった。

　ひとりで行動できるようになったみことを見て、広人は安あん堵どする。

　昨日きのうからずっと広人かねこがみさまにくっついてばかりだったのだ。少しは心こころ細ぼそさもなくなったのなら、家族のことも話してくれるようになるだろう。

（でも、このまま親や家族が見つからなかったら）

　広人はみことの行き先を案じる。親も親だ。あんな幼い子どもをひとりにして心配ではないのだろうか。まさか本当に捨てられて──と考えかけて広人はぶるぶる頭を振った。

　嫌いやな考えを忘れるために、目を閉じて広人はいっそう湯ゆ船ぶねに沈み込む。お湯の熱さに頭が次し第だいにぼうっとしてきた。

　だめだ、誰だれかが入ってこないうちに出ないと。

　広人はふらつきつつ腰にタオルを巻いて湯から上がり、みことが入った方の内風呂へ向かう。戸と口ぐちをカラカラと引き開け、ぼんやりと足を踏み入れて、二、三、四、五歩。

「そろそろ外に出ようか、みことちゃ」

　声が止まる。湯気の向こうの人ひと影かげも動きを止める。

　背後から風が吹きこみ湯気が散って、相手の姿すがたがはっきりと見えた。

　胸を両手で抱き締め、スレンダーな肢し体たいも露あらわに目の前に立ち尽くすのは、

　──耀あき姫ひめ。

　驚いて目を見開く可愛かわいい顔、綺き麗れいな二にの腕うでと華きや奢しやな肩、すべすべして水すい滴てきを弾はじくはつらつとした肌はだ、引き締まった平ひらたいお腹なか……の下の、見てはいけない、領りよう域いき。
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「えっ、なっ、なんっ、!?」

　なぜここに耀姫が!?　男女の風呂は入れ替えの時間帯たいじゃないの!?

「なっ、なんっ、氏うじ子こさっ、!?」

　耀姫も同時に声を上げる。広人は驚きよう愕がくのあまり後ずさろうとした。

「すっ、すみませっ、いいい、いま外に出じゃなくて中に戻もど」

　しかし浸つかりすぎてのぼせたのか、ぐらりと視し界かいが揺れる。

　かと思った次の瞬しゆん間かん、ふいに世界が斜めになった。

「きゃあっ、う、氏子さ……！」

　びったん、と床に倒れる音が耀姫の声をかき消して、広人はそれきり意い識しきが途と絶だえた。




　気づけば広人は内風呂の洗い場にバスタオルをかけられ転がっていた。

　タオルを巻いたみことがしゃがみこみ、涙なみだ目めで広ひろ人とのほっぺたをぺちぺち叩たたいている。

「みこと、ちゃん……俺おれ、一体どうし……うお、全ぜん裸ら！」

　はっとわれに返り、広人はあわててバスタオルを体に巻きつける。

「冷たい水で絞しぼったタオル持ってきた！　氏うじ子こさんの具ぐ合あいは!?」

　焦あせりまくった耀あき姫ひめの声に、広人はぎくりと背せ筋すじが強こわ張ばる。

　振り返るとタオルを手に凍こおりつく耀姫（バスタオル一枚）が戸と口ぐちに立っていた。

「あ、耀姫さん。あの俺おれ、す、すみませんでしたああああっ！」

　広人はタオルを巻いたまま一メートルも飛び退のき逆ジャンピング土ど下げ座ざ。

「ご、ごめん。わざとじゃなくて俺、ほんと気づかなくて。まさか耀姫さんがこっちにいるって知らなくて入れ替えがあったからいないと思いこんでてほんとごめん、ごめん！」

　しかし返事はない。いつもは前まえ触ぶれなく食ってかかるタイプの相手だから沈ちん黙もくがさらに怖こわい。広人はびくびくしつつ、そうっと頭を上げた。

　耀姫は巻きつけたバスタオルを押さえ、ぐっと唇くちびるを嚙かみしめている。その顔は真まっ赤かだ。露あらわになった肩や細い二にの腕うでは白いから、湯ゆ気げでのぼせたわけではないはずだが。

　しばし耀姫は広人をにらみつけたかと思うと、

「……むっ」

　ふいにか細い声を絞しぼり出した。

「胸！」

「は!?　む、胸!?」

「み、見たかって、訊きいてるの。あ、ああ、あたしの、胸を！」

　別な場所ならたっぷり堪たん能のうしました。

　などとはいえないがしかし、広ひろ人とは疑問が浮かぶ。真まっ先さきに胸？　あんなに全身さらけ出しておいて一番見みえちゃいけないとこまで見せといて最初に訊くのが胸？　おかしくね？

「い、いや、見てない、ですけど」

　と答えた瞬しゆん間かん、耀あき姫ひめがくたりとその場に膝ひざをついた。

「耀姫さん!?」

　広ひろ人とは驚きよう愕がくして這はうようにして駆かけ寄る。まだ頭がくらくらしていたが、そんなことを顧かえりみる余よ裕ゆうはなかった。

　耀姫はバスタオルをいっそう体に巻きつけ、ぎゅっと体を抱き締めてうつむく。広人は焦あせってしどろもどろに声をかけた。

「どうしたんですか、気分でも悪いんですか。あの、俺おれのせいでもしかして」

「なっ……なんでも、ないし。ひ、広人さんのせいじゃ、ないし」

「でも耀姫さ……」

　伏せた耀姫の顔をのぞき込んで、思わず広人は言葉が凍こおりついた。

「別に、広人さんのせいじゃ、ううん、違う、広人さんの、せい、よね、やっぱり」

　耀姫の頰ほおに流れるのは──涙。

　思わぬ光こう景けいに広人は思し考こう呼吸心しん臓ぞう全身すべてが一いつ瞬しゆん凍とう結けつする。

　泣いている？　耀姫が泣いている？　あの耀姫が？

　いつもいつも傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、涼りよう子こほどではないが俺は俺の道を行くぜタイプで、物もの怖おじしないし口くち達たつ者しやだし絶対に退ひかないし負けても負けなんか認めない性格の。

　その耀姫がまるで、ただの女の子みたいに、泣いてる？

　待て待て待て、広人。相手の正しよう体たいは八や頭ず龍りゆうの大おお神かみだ。八つ首の龍だ。

　うっかり本ほん気きで怒らせたら一ひと吞のみどころか八つに分けられ貪むさぼり食われる未来が見える。

　だが目の前で涙ぐんでこぶしで顔をこする耀姫は、本当に、ただの女の子に見えた。

　細くて華きや奢しやで白い肌はだも露あらわな肩は、間ま近ぢかで見る分ひどく艶なまめかしくて、裸はだかを見るよりどぎまぎさせられた。涙ぐむ顔も弱よわ々よわしくて可か憐れんで、つい抱き寄せてしまいたくなる。

　広人はどうしていいのか、手を伸ばしていいのか触れてはいけないのか、迷いに迷ってろくろを回すポーズで硬こう直ちよく続ぞつ行こう。

　ぐしぐしと手のひらや手の甲こうで拭ぬぐいつつ、耀姫は震える涙なみだ声ごえでいった。

「び、びっくりして。あたしの胸むね見られたら死んじゃうって思ってた、から」

　──ちょっと意味が分かりませんね。

　どういうことなの？　なんで胸を見られると死ぬの？　不ふ死じ身みの体で全身刃はが立たないのに、唯ゆい一いつかかとが弱点だった英えい雄ゆうアキレウスみたいなもん？

　などと失礼極きわまりないことを思うほど広ひろ人との混乱ここに極まれり。

「あ、あたしの胸むね見たから、広人さんが、倒れたかと、思っ……！」

「は!?　ちょ、それあの、冗じよう談だん、ですよね？」

　だが涙をいっぱいに浮かべる耀あき姫ひめはどう見ても真しん剣けんだ。

　どういうことなのか、耀姫の胸に何かトンデモな秘ひ密みつでもあるのだろうか。

　見せた瞬しゆん間かん世界を七度焼やき尽くす怪かい光こう線せんでも発せられるのだろうか。

　広人はもうまともな考えが一いつ切さい出てこない。

「だっ、第一、広人さんがいけないんだからね。勝かつ手てにのぼせて倒れる方が悪いんだし」

　涙なみだ目めで耀姫は弱よわ々よわしくも叫んだ。

　まだ自分のせいにしてくれた方が納なつ得とくできて、広人はやっと声が出せる。

「そうです俺おれのせいです、耀姫さんが泣くのも俺が倒れたのも耀姫さんの胸で世界が焼き尽くされるのも納なつ豆とうがネバネバするのも全部俺のせいですから泣き止やんでください！」

　まだ混乱している。

「ひ、広人さんが、あのバカ猫ねこといちゃいちゃしてるから、いけないんだからっ」

「は!?　あの、ますます意味が分からな」

「他の嫁よめのことほったらかしで、一人とだけベタベタして。ハーレムはちゃんと嫁全ぜん員いん平等に扱わないといけないんだからね。アラブの王おう族ぞく見習いなさいよ、嫁全員のベッドを訪問するのだって平等だし与える家も贈り物も公こう平へいだし、それだけの地ち位いと財ざい産さんと気き配くばりがあってこそハーレムできるんだからね、普通の男じゃ無む理りなんだからね、分かってる!?」

「は、はい。そうです。本当にそうだと思います俺なんかハーレム主人公こう失しつ格かくです！」

　広人は耀姫のかんしゃくが収まるならすべてを許きよ容ようする気になる。

「それに、それに」

　耀姫はしゃくり上げ、涙で震える声でいい募つのった。

「バカ猫の気持ちだってちゃんと考えてるわけ？　勝かつ手てに押しかけてきた居い候そうろうだからって、あっちが広人広人ってくっついてくるからって、どこかで甘く見てない？　絶対に離れていかない、離れていくわけがないって」

「え……」

　予想外がいの言葉に広人は一いつ瞬しゆん意味が把は握あくできない。

　絶対に離れていかない──もちろんそうではないか。

　ねこがみさまは鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみなのだ。そう名乗ったのだ。自分が彼女を氏神だと思い続ければずっとそばにいるのだ。そのはずだ。

　だが後に続く耀姫の言葉は、そんな広人の思いを打ち砕くだいた。

「幼おさな馴な染じみで、ずっと傍そばにいた美み薫かさんだって、離れていったじゃん！」

　ずばりといわれて、はっと広ひろ人とは目を見開いた。

「自分で引き受けるって口に出したんだから、最後まで面めん倒どう見みてあげなさいよ。あのバカ猫ねこは広人さんだけが頼りなんだし。バカ猫だけじゃないよね。他の嫁よめ候こう補ほのことだってどう思ってるわけ？　家か族ぞく家族って、そんな定てい義ぎで済ませていいわけ？」

「あ──それ、は」

「あ、あたしの、こと、だって」

　耀あき姫ひめはまるで大きな固まりを無む理り矢や理り吐き出すように、切なく苦しげな声で告げた。

「か、家族同どう然ぜんって……いって。それって、どういう意味なの？　同然ってことは、本当は家族じゃないってことよね？　分かってるし、どうせあたしはよその神様だし」

「耀姫さん……」

「分かってる。分かってるし。そんな、期待する方がバカだって。広人さんの気持ちなんだから、他からじゃどうしようもできないって分かってるし。だけど、だけど」

　ぷるぷる、と耀姫は首を振る。

　涙が飛び散って、それでも泣き止やめなくて、ぐず、と耀姫はすすり上げる。

「期待するあたしがバカだって分かってる。どうしても不ふ平等になるのも分かってる。広人さんがちょっと霊れい感かんがあるだけの普通の男子だって知ってる。でも、でも」

　涙の下から聞こえるわななく声に、広人は胸を衝つかれる。

　そこにいるのは、本当に、ただの──ひとりの女の子だった。

　強大な力を持つ古き神でも、住民から崇あがめられて祀まつられる存在でも、不ふ敵てきで鉄てつ面めん皮ぴで負けず嫌ぎらいの傲ごう慢まん女め神がみでもない。

　本当は面倒見がよくて、困っている誰だれかを見み捨すてられないほど心こころ優やさしくて、そして自分の想おもいに混乱するひとりの少女だった。

「でも……広人さんがそうじゃないのも、知ってる。だから気持ち、止められ、な……」

　かろうじてそれだけつぶやくと、耀姫は広人に水で濡ぬれたタオルを押しつけて立ち上がり、顔を背そむけて脱だつ衣い所じよへと出ていった。

　広人は渡されたタオルを手に言葉もなく呆ぼう然ぜんと見送る。

　水で絞しぼったタオルは、耀姫に握りしめられてすっかり温ぬるくなっていた。けれどそれは紛まぎれもなく彼女の気き遣づかいだったから、広人も握りしめるしかない。

「広人」

　ずっと黙だまって眺ながめていたみことが、ぴとっと肩にくっついた。広人はふっと目を伏せてそれから肩にあごを乗せる幼い女の子を見返した。

「ごめん、放っておいて。体冷ひえちゃったな」

「泣いてた」

「……そうだね」

　ぐりぐりと肩にこすりつけてくるみことの頭を、広ひろ人とはよしよしと撫なでた。

　いつもならこんなとき、隣となりにいてくれるのはねこがみさまだった。だがいま彼女はここにはいない。むろん座ざ敷しきに戻れば彼女は待っていて、明るく出迎えてくれるだろう。

　けれどいつもいつでも必ず永えい遠えんに、その出迎えがあるとは限らないのだ。

（変わらない関係はない。終わらない日々もない）

　当たり前の事実だが、ようやく広人は気がつく。

　変化していくものをただ受けとめるか、見み逃のがして気づかずにいてある日目まの当たりにして愕がく然ぜんとするだけか、あるいは少しでも自分に納なつ得とくがいく受けとめ方を模も索さくするか。

　自分が動けばいくばくかの選択肢しはある。本当に、いくばくかの。

　広人はひしひしと、自分の周りに起きる変化を感じ取っていた。

「ちょっとだけ浸つかって出ようか。もうご飯はんだろうしね」

　広人が促うながすと、みことは従じゆう順じゆんにうなずいて手をつないだ。

　そしてふと、あることに気づいた。

〝広人さんがそうじゃないのも、知ってる……〟

　いつもは『氏うじ子こ』さんと呼ぶ耀あき姫ひめが、無む意い識しきなのか意識してなのか、はっきりと広人の名前を呼んでいたことを。




「悪かったやあ。こちらの若いのが案内を間違えたもんで」

　ふたりが湯ゆ船ぶねから出たとき、民みん宿しゆくのおかみさんが、新しん入いりらしきふたりの従じゆう業ぎよう員いんを伴って脱だつ衣い所じよで待ちかまえていた。どうやらまだ不ふ慣なれな彼ら従業員が男女風ぶ呂ろの交代時じ刻こくを勘かん違ちがいし、「男」「女」の案内札ふだを二回も入れ替えてしまったようだ。

　それで耀姫がもう片方の風呂にいた理由が理解できた。

「いやいや、俺おれは大だい丈じよう夫ぶです。それより女子……耀姫さんの方がショックだったかと」

「そうだいねえ、これからまた謝りにうかがいますでねえ」

　しきりに謝り倒すおかみさんや従業員が出ていったときは、時じ刻こくはお昼を回っていた。

　そこから急いだつもりだったが、みことの髪かみを拭ふいたり着替えの面めん倒どうを見てやったりと意い外がいに時間を取り、食事の時間はもう始まる頃ころ合あいになる。

　だが焦あせっても仕方ない。広人はほてった体をクーラーの効いた廊下で冷やしながら、のんびりみことと手をつなぎ、座敷までの道のりをたどる。

「広人」

　ひとつの角かどを曲がったときだった。

　横よこ合あいから呼ばれてはたと広人は足を停めた。自分の名前を呼ばれたからではない、あまりにその声が懐なつかしく聞き覚えのある響ひびきだったからだ。

〝……広ひろ人と〟

　思い返すだけで胸が詰まる、慈じ愛あいに満ちた響ひびき。

　あの声を聞くだけで、広人は自分がちゃんと愛されていること、この世で必要とされていることを信じられたのだ。

「あ……」

　広人はゆっくりと振り返った。薄うす暗ぐらい廊下の端はしに立っていたのは、

「久しぶり。元気そうだねえ」

　着物をきちんと着た、小こ柄がらで品の良い老ろう婆ばの姿すがただった。





☆★☆






「……朱あけ川がわ市し神じん社じや管理組くみ合あいですか」

　愛あい車しやポルシェ９１１カレラ４Ｓの車内で、みっちゃんは電話をかけていた。

　エンジンをかけてクーラー全ぜん開かい、地球に悪いがとりあえず人間の体に準じゆんじているからには、不快な要素は取り除いておきたい性しよう分ぶんなのである。

「こちらは西にし東とう京きよう市しの早はや宮みや神社の関係者の菅すが原わらと申もうします。ああ、祭さい神じんと同じ名前ですね、偶ぐう然ぜんですが。ところで少しおうかがいしたいことがありまして」

　淡たん々たんとした声こわ音ねでみっちゃんは話を続ける。

「朱川市し内ないで、アメノウズメを祭神とする神社はいくつ存在するか知りたいのです」

　怪け訝げんそうな声が返ってくるが、みっちゃんは穏おだやかに言葉を継いだ。

「できればここ数十年内にアメノウズメの合ごう祀しが行われた神社を。あるいはアメノウズメを祭神としていながら、廃はい社しやになった神社でも構いません。ええ、届けを調べるのに時間がかかるのは分かっています。待ちますよ」

　幾いく度どかうなずき、みっちゃんは「では折り返しで」と告げて通つう話わを切った。

　しかしそのまま待つのでなく、タブレット型の端たん末まつで何やら調べ始める。開いたのは神社本ほん庁ちようのサイトと朱川市の市内図ずだ。

　神社本庁には各地の神社とその祭神が掲けい載さいされており、管かん理り組合に問い合わせるまでもない。だが廃社もしくは分ぶん祀しされた神社はむろんのこと載のっていない。

　みっちゃんは朱川市だけでなく、その周辺の神社でアメノウズメを祭神としている神社をチェックしていく。意い外がいに数は多くない。

　携けい帯たいが震えて着信音おんを奏かなでる。みっちゃんは番号を確かめて応おう答とうした。

「はい、菅原です……ああ、ありがとうございます。それで？」

　話に耳を傾けるみっちゃんの眉み間けんに、ふと深い皺しわが寄った。

「届けがない。合祀や分祀だけでなく、廃社も？　……そうですか」

　ありがとうございます、と礼を告げてみっちゃんは通つう話わを切る。しばし通話の切れた携けい帯たいを見つめ、みっちゃんはつぶやいた。

「意い外がいな答えではありませんでしたね。だが問題は」

　タブレットを操そう作さし、みっちゃんは何事か検けん索さくし始める。

「ねこがみは紛まぎれもなくさ迷っている。合ごう祀しをされず、祭さい祀し場じようは朽くち果てるままになっているはず。そして榊さかきの話によれば広ひろ人と君の祖そ父ふの出身は高天たかま温おん泉せん郷きようの近く……」

　みっちゃんはネットの地図を呼び出し、衛えい星せい撮さつ影えいの画面に切り替える。優ゆう雅がな動きの指ゆび先さきで、彼は丁てい寧ねいに高天地ち区くの周辺をチェックしていった。

　ふいに指の動きが停止する。

　眼鏡めがねの奥からみっちゃんは液えき晶しよう画面を凝ぎよう視しした。

「──ここは」

　画面に映るのは、大きな池のほとりにある建物群ぐんの痕こん跡せきであった。
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「おけい祖母ばあちゃん、ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　みことを先に座ざ敷しきへ帰し、広人は民みん宿しゆくの別室でおけい──亡なき祖そ母ぼの妹と対たい面めんした。

　正直、おけいが声をかけてくれて助かったという気持ちもあった。耀あき姫ひめとどんな顔を合わせればいいか分からない。それはきっと向こうも同じのはずだ。

「祖母ちゃんの葬そう式しきに来てくれてありがとう。おけい祖母ちゃんや叔母おばさんたちが助けてくれなかったら、俺おれはどうしていいか分からなかった」

　広人が頭を下げると、おけいはしみじみとした声こわ音ねでいった。

「大きくなっただねえ」

　優しい声に、広人はますます妹のおけいではなく祖母自身と相あい対たいしている心地ここちになる。それだけおけいの声音は亡き祖母にそっくりだった。

　昔からおけいは双ふた子ごほども、祖母のおりんと似ていた。

　だが農のう作さ業ぎように長年従じゆう事じしてきたおけいは小こ柄がらだが丈じよう夫ぶである。明るい場所でよく見れば、病びよう弱じやくで色いろ白じろだったおりんと違い、おけいはよく日に焼けていた。

「実はおけい祖母ばあちゃんに訊ききたいことがあったんだ、どうしても」

「会うなり気ぜわしいこんだねえ。なんだやあ」

「あの、おけい祖母ちゃんは俺おれの祖父じいちゃんのこと知ってる？」

「鰹かつお屋やさん……鰹屋広こう太た郎ろうさんのことかね」

「うん。確か俺の祖母ちゃんと知り合ったのは西にし東とう京きよう市しだけど、本当は同どう郷きようだったんだよね？　出身はこの朱あけ川がわ市しなんだよね？」

「え──いいやあ、そうとは聞いてないけえがね」

　思わぬ答えに広ひろ人とは虚きよを衝つかれる。呆ぼう然ぜんとなる耳じ朶だにおけいの声が響ひびいた。

「鰹屋さんは東京のひとだっておりん姉ねえちゃはいってたに。子どもの時じ分ぶんに親を亡なくして、結婚式もあちらに身み寄よりがないでわしら身み内うちは誰だれも呼ばんで、二人きりで挙げただよ」

「まさか！　そんなはずないよ、おけい祖母ちゃん」

　焦あせりにかられ、広人は持じ参さんしたスポーツバッグから封ふう筒とうを取り出した。

「これ、祖母ちゃんのお師し匠しようさんだった榊さかきさんて人からの手紙なんだ」

　広人が手渡す手紙を受け取ると、おけいは目をしかめたり遠ざけたりして何とか読もうとする。老ろう眼がん鏡きようを手て元もとに持ってこなかったらしい。

「榊さんによると、祖父ちゃんは何かの理由で生まれた集しゆう落らくを出て、西東京市に住み着いたらしいんだよ」

　広人は手助けのために口こう頭とうで説明をした。

「祖父ちゃんは神しん話わや民みん話わ、妖よう怪かいなどについて独どく自じで研究をしてたんだって。研究の過か程ていで榊さんを知り、その縁えんで弟で子しであった祖母ちゃんと出会った……」

　おけいは読むのをあきらめて手紙を膝ひざに置き、広人の話を黙だまって聞いている。

「霊れい感かんがまったくなかったにもかかわらず、祖父ちゃんは怪かい異いについて理解が深かった。霊感があって、だから怪異を引き寄せてしまって、普通の人たちから爪つま弾はじきにされてきた祖母ちゃんは、自分を受け入れてくれた祖父ちゃんに惹ひかれたんだって」

　広人はこの先をどう続けていいか迷い、うつむく。

「だけど榊さんは、祖父ちゃんのことを本当は警けい戒かいしてたんだ。祖母ちゃんよりずっと年とし上うえで、過去についてほとんど何も語らなかったから。確かに祖父ちゃんは優しくて度ど量りようが広かった。でもそれは、自分が後ろ暗いところがあったからじゃないかって」

　ぐっと広人は膝の上でこぶしを握りしめる。

「俺は祖父ちゃんの過去が知りたい。本当に何か祖母ちゃんから聞いてないかな。もし何かあったら、教えてほしいんだ」

　──ねこがみさまのためにも。自分がいま、守るべき家族たちのためにも。

　おけいは無む言ごんだった。祖母によく似たその表情には、ただ困こん惑わくだけが浮かんでいる。

「だけえが、鰹屋さんの過去については一切聞きいちゃいんだよ」

　ほうっとおけいは深い息をついた。

「広ひろ人と、おりん姉ねえちゃが鰹かつお屋やさんの過去を知っていたかどうか分からへんけえが、もし知っていたなら、全部を承しよう知ちで受け入れてたと思うでね」

「え……」

「その上であんたに話すべきじゃないと考えてたなら、いまさら暴あばくのもどうかねえ」

　ぐっと広人は歯を食いしばる。おけいの言うことはもっともに聞こえた。

　過去は静かに葬ほうむるべきかもしれない。愛してくれた祖そ母ぼが秘ひ密みつにしておきたかったことなら、いまになっての詮せん索さくは祖母の意志を無む視しすることと同じだ。

　広人は激しく迷う。それは究きゆう極きよくの選択だ。

　自分を育はぐくんでくれた祖母の意い志しを大切するか、あるいはいまの家族のためにすべてを明らかにして追求するか。どちらを選んでも広人には苦く渋じゆうの決けつ断だんになる。

「そういやあ、姉ちゃは鰹屋さんのためにがんこ家族を欲しがってたっけ」

　おけいの声に広人は意い識しきを戻した。がんこ、とは方ほう言げんで非常にという意味だ。

「体ん弱かっただに、無む理りして子どもを生んだもんでもっと弱くなっただよ」

「そんな……」

「あんたんお父とうさんを小さい頃ころよそに預けてたのは、鰹屋さんがすぐに亡なくなったのや拝おがみ屋の仕事のこんもあっただけえが、体ん悪くて育てられんかったせいもあるだでねえ」

　思わぬ話に広人は膝ひざに置いたこぶしをさらに握りしめる。

「祖父じいちゃんて、なんで亡くなったのかな。病気？　事故？」

「事故、だって聞いたやあ」

　ふう、と大きくおけいは息をつき、哀かなしげに目を伏せる。

「山やま奥おくの村の民みん話わを調べに行って、崖がけから沢さわに落ちただって。遺い体たいは見つからんかったけえが、沢の淵ふちに靴くつや帽ぼう子しや、大事な研究ノートや資料が入った鞄かばんが浮いてただって。姉ちゃは身み重おもで遺い体たいがないまま鰹屋さんのお葬そう式しきを済まいただよ。大変だっつらに」

　広人はうつむき、ジャージの布ぬの地じを握りしめる。祖母が背負った苦労の大きさを、いまの自分は推おし量はかることしかできないのが苦しい。

　と同時に、愛する祖母の抱えていた事情を暴いていいのかと迷いはますます募つのる。

「せっかく温おん泉せんに来ただで、ゆっくりしていきない」

　うなだれる広人を見かねてか、おけいが優しい声をかけた。

「今日きようは夕方から夏祭りがあるで。お友達と一いつ緒しよに来てるだら？　この民みん宿しゆくで浴衣ゆかた貸してくれるか、おかみさんに聞いてやるで」

「……うん。きっとみんな喜ぶと思う。ありがとう、おけい祖母ばあちゃん」

　物もの思おもいを振り捨て、広人は無む理り矢や理り声を明るくして礼をいった。




　別べつ室しつを出て、広ひろ人とはみんなの待つ座ざ敷しきへと戻る。結局おけいからは大した話は聞けなかった。ただ広人の胸に大きな迷いを生んだだけだった。

　思いがけない重い秘ひ密みつを抱えてしまったようで、広人は気が沈む。

（もしかしたら、祖母ばあちゃんはもっと大きな重おも荷にを背負っていたのかな）

　だからこそあんなに優しかったのか。そしてあんなに病びよう弱じやくな体だったのか。心の負ふ担たんが知らず知らずに体を蝕むしばんでもあり得る話なのだ。

　真まっ直すぐ戻る気にならず、広人はぐるぐると民みん宿しゆく内ないを歩き回る。

　中庭を囲む廊下を歩き、階段を上り、また降りて、民宿内を一いつ周しゆうし、それでも心は決まらなくて、お腹なかが空すいていることにやっと気づいて、仕方なしに座敷に向かう。

　みんながいる二ふた間ま続きの部屋に近づくと、やけににぎやかな嬌きよう声せいが聞こえてきた。

　なんだろう、と広人は入り口の戸に手をかけて声をかける。

「すいません、鰹かつお屋やです。いま戻りま」

「広人！　待っておりましたのぞ！」

　ねこがみさまの太陽にも似た声とぱたぱた走る音がして、ふいに襖ふすまが開いた。

　あっ、と思わず広人は口を開ける。

「見てたもれ。どうです、この浴衣ゆかた」

　ねこがみさまは明るい朝あさ顔がお柄がらの可愛かわいらしい浴衣と、山やま吹ぶき色いろの帯おびを身につけていた。

　子ども用なのか丈たけが短いのがご愛あい敬きようだが、愛らしいねこがみさまにとてもよく似に合あっている。銀ぎんの髪かみも軽く束たばねてリボンで結び、いつもと雰ふん囲い気きが違ってドキドキさせられた。

「ど、どうしたんです。その格かつ好こう」

「どうしたもこうしたも、広人が頼んでくれたのでありましょう？」

「え、俺おれが頼んだって」

「今日きようは夏祭りゆえ、民宿のおかみさんにわれらのために浴衣を貸してくれと」

　どうやら広人が迷ってぐるぐるしていた間に、おけいが手回ししてくれたらしい。

「……着替えた」

　ねこがみさまの横からみことが顔をのぞかせた。こちらも丈の短い女じよ児じ用ようでちょっとしたフリルまでついている。

　いかにも今いま時どきのギャル系けい浴衣だが、小さい子どもが着るとそれはそれは愛らしい。

「広人様、お帰りなさいませ」「広人、見てほしいのよ」「広人さぁん、どうですぅ」

「あっ、広人さん！　待ってたぞ」「あ、あの、いかがでしょうか……広人先せん輩ぱい」

　やはり浴衣に着替えたミミと夜や刀ととユキメが現れ、次いで元気なひかるとはにかむあやのが奥からやってくる。

　それぞれ清せい楚そだったり華はなやかだったりと色とりどりの浴衣を着つけてもらって、ねこがみさまたちと並ぶとまたいっそうに艶あでやかだった。

「何をぐずぐずしている。鰹かつお屋やに堂どう々どうと見せたらどうだ」

「りょ、涼りよう子こちゃん……やだ、ひっぱらないでよ」

　言い争う声がして、涼子と耀あき姫ひめがやってきた。

　涼子は大きな花はな柄がらの浴衣ゆかたで、背が高くて巨きよ乳にゆうが目立つ分、少々派は手ですぎるきらいはあるが、華はなのある美び貌ぼうの彼女が着るとなかなかキマっている。

　一方の耀姫は、明るめの黄き緑みどりに紫むらさきのポピーという珍めずらしい柄がら。レトロモダンな雰ふん囲い気きがスレンダーな彼女にはよく映はえて、思わず目を奪うばわれた。

「あ、あの、そんなまじまじ見ないでほしいんだけど」

　いい返す耀姫の口く調ちようはいつもと違ってしおらしい。

「え、あ、す、すみません」

　思わず露ろ天てん風ぶ呂ろでのやり取りを思い出し──ついでに全ぜん裸らの彼女の姿すがたまでよみがえって──広ひろ人とはぼわっと頰ほおが熱くなる。耀姫も思い出したかつられたように赤くなった。

　うつむいて頰を染そめるふたりに他の皆はけげんなまなざしを向ける。

「広人、お昼ご飯はんがまだでありましょう。ちゃんと取っておいてありまするぞ」

　ねこがみさまだけが気づいた様よう子すもなく、明るく話しかけてきた。

「ああ、そういえばお腹なか空すいてたんだ。じゃ、いただきます」

　あたふたと広人は座ざ敷しきに入り、座ざ卓たくに置かれたお重じゆうの弁べん当とうの前に座る。

　急せかされているわけではないが、皆が準備万ばん端たんな様よう子すを見るとやはり焦あせってしまう。

「夕ゆう刻こくからお祭りといいましたけれど、少々早いのではありませんこと」

　ミミが浴衣の袖そでを優ゆう雅がに翻ひるがえしながら、壁に掛けられた時計を見上げる。

　確かに時刻はまだやっと十四時過すぎた頃ころ合あいだ。

「そうですね～外に見けん物ぶつに出るにもまだ暑そうで、ユキメ溶けちゃいそうですぅ」

　白しろ地じの浴衣でむっちり爆ばく乳にゆうも見事なユキメが、頰に指を当てて思し案あんげにつぶやく。ねこがみさまに霊れい力りよくを補ほ充じゆうしてもらったせいか、すっかり元気そうだ。

「広人。鳴なる上かみのお家うちからお迎えに来てくれるの、何時頃ごろなのよ？」

　子ども用よう浴衣の夜や刀とがちょこんと隣となりに座り、小こ首くびを傾かしげて尋たずねる。

　小しよう動物のような夜刀の愛くるしさに笑えみを浮かべつつ、広人は答えた。

「夕食後ごの夜の八時くらいっていってましたよ。お祭りを楽しむ時間は充分あります」

「でもいいのでしょうか、そこまでお世せ話わになって。休きゆう憩けい代だいだけでなく、昼と夕方の食事代まで出していただいているのでしょう」

　部の会計を預かるあやのが恐きよう縮しゆくした顔でいった。部長の涼子が後を引き取る。

「鰹屋、部の活動費ひは菅すが原わら先生からも援えん助じよいただいて潤じゆん沢たくだ。鳴上家けの方かた々がたにはきちんと払うと伝えるんだぞ」

「分かりました……けど、受け取ってくれるかな、叔母おばさんたち」

　ほぼ毎月のようにアパートに食料を送ってくれる気き前まえのいい鳴なる上かみ家けが、いったん払うと決めた費ひ用ようを受け取ってくれるか広ひろ人とには自信がない。

「うん、甘えてばっかりはダメだからな。ちゃんと話してきます」

「でもあの、図ずう々ずうしいかもだけど……夏祭り堪たん能のうできそうで嬉うれしいな」

　ひかるが遠えん慮りよがちに、しかし嬉しさをにじませていった。

　他のみんなもその言葉にぱっと顔が輝く。

「よし、わざわざのご厚こう意いをむげにすることこそ申もうし訳わけない」

　涼りよう子こが両手を腰に当てて皆を見回す。せっかく華か麗れいな浴衣ゆかた姿すがたなのにやけに雄お々おしい。

「費ひ用ようはきちんと払うとして、目め一いつ杯ぱい楽しんで厚意に応こたえるぞ！」

　わあっ、と女子たちは歓かん声せいを上げた。

「というわけで、鰹かつお屋やとのお祭りデート権けんをかけてじゃんけんだ！　早い者勝がち三名！」

　ぶほ、と広人はお茶を噴ふき出しかける。

「ちょ、部長！　いきなり何をキテレツ行き当たりばったりな提てい案あんを」

「よろしいですわよ。じゃんけんならズルはなしですもの」「もちろん夜や刀とも参加するのよ」「ユキメだって、昨さく夜やは参加できませんでしたから今度こそ」「あたしが絶対に勝つんだから。ずっとデートお預けされてるんだ」「わ、わらわだって意い地じでも負けません！」

　広人が口を挟む隙すきは一ミリも与えられず、話はさっさと決まってしまう。

　わいわいとさわぐ皆に呆ぼう然ぜんとしていると、ねこがみさまが明るくいった。

「われはみことと遊んでまいりますゆえ、嫁よめたちとちゃんと楽しむのですぞ、広人」

「何いうんです。ふたりだけじゃ危ないですよ。迷まい子ごになるかもしれない」

「案じますな。三名のみということですもの、残りの皆と一いつ緒しよにおりまする。それに」

　得とく意いげにねこがみさまは胸を張る。

「氏うじ神がみの役目は、氏うじ子この幸せを見守ることでありまする。精せい一いつ杯ぱいそれに務めるのが鳴上家の厚意に応える方法でありまする。えっへん」

　えっへん、は可愛かわいいけれど。

　なぜか、なんとなく、ほんの少し……広人は、残念な気持ちになる。

　昨日きのうからみことを挟んでねこがみさまと親しん密みつでいて、それが当たり前で居い心地ごこちがよくて、そして満たされた想おもいがしていたからだ。

「ほら、耀あき姫ひめ」

　だがねこがみさまは気にした風ふうもなく、離れた場にいる耀姫を振り返った。

「何をそんな隅すみっこにおるのです。じゃんけんが始まりまするぞ」

「……あたしはパス」

　座ざ敷しきの隅で携けい帯たいをいじっていた耀姫がぽつりといった。

「正直お祭りとか興きよう味みないし。みんなで勝かつ手てに行ってくれば」

「むう、耀あき姫ひめ。どうしたのです」

　ねこがみさまはぷくん、とほっぺたを膨ふくらませる。

「どうもそなた、昨日きのうから拗すねてばかりのような気がいたしますぞ」

「うーっさいな。拗ねてなんかないし。ちょっと電話してくるよね」

　明らかに拗ねた口く調ちようで耀姫は答え、携けい帯たいを手にずかずかと外へ出ていった。

「耀姫？　待ちやれ、耀姫！」

「そっとしておきましょう、ねこがみさま」

　追いすがろうとするねこがみさまを広人はそっと引き留める。

「でも、あんな態度の耀姫は見たことがないのでありまする」

「何か触れられたくないことがあるんですよ。無む理りに迫るのはよくない」

〝……家か族ぞく家族って、そんな定てい義ぎで済ませていいわけ？〟

　露ろ天てん風ぶ呂ろでのやり取りを広ひろ人とは思い返す。

〝でも……広人さんがそうじゃないのも、知ってる。だから気持ち、止められ、な……〟

　耀姫の言葉に、美み薫かの声が重なって響ひびいた。

〝私が……どんなに、どんなに想おもったって……全ぜん然ぜん届かないんだって〟

　広人は己おのれの胸の内を振り返る。

　自分に向けてくれる想い。先ほどのおけいとの会話で気づかされた迷い。

　大切にすべきもの。誠せい意いを見せるべき相手。

　──そうだ、本当は俺おれは、それをちゃんと分かっていなくちゃいけないんだ。




「……うん、特に何事もないけど」

　旅館の中庭にこっそりと出て、耀姫は携帯に話しかける。答える口く調ちようも表情も不ふ機き嫌げん丸まる出だしだ。もちろん相手はみっちゃんに決まっている。

「大体、なんで今日きようも電話してくるわけ。そんなにあたしが信用できないってこと？」

『何をそう毛を逆さか立だてているんです。信用されてないのは承しよう知ちの上でしょう』

「むっかつく。だったら自分で監かん視しにくればいいじゃん」

『こちらで新たに分かったことがありましてね』

　耀姫の嫌いや味みを完かん璧ぺきにスルーして、みっちゃんは話を続けた。

『アメノウズメを祀まつる神じん社じやが廃はい社しやされた記録も、あるいは廃社に伴って合ごう祀しが行われた記録もないということです』

　耀姫は一いつ瞬しゆんはっとする。午前中に民みん俗ぞく資料館かんで聞いた話が思い出された。

　アメノウズメを祀っていたという廃はい村そん。そこに行く道は閉ざされて真しん偽ぎを確かめる術すべはない。しかしもし、その村がねこがみさまのルーツだとしたら？

　可能性は高い。見み過すごすわけにはいかない。

「……ていうことはやっぱり、あの化ばけ猫ねこが祭さい祀し場じようをなくしてさ迷っているのは確かってことよね。でも、この辺の地区で異い変へんらしい異変は見かけないんだけど」

『今朝けさ、あなたはメールで高天たかま温おん泉せん郷きように向かうといっていましたね』

「うん。ちょうどいまいるとこ」

『その近くにおかしな場所があるはずです』

「おかしな場所……って、ああ、廃はい村そんのこと？」

『知っていたならなぜもっと早くいわないのです。どこまで知っているのですか』

　ふいに尖とがるみっちゃんの口く調ちように耀あき姫ひめはいささかむっとなった。

「いまいおうと思ってたし。あのね、その村って昔アメノウズメを氏うじ神がみとして祀まつってたらしいの。でも地じ盤ばんが不ふ安定で人も少なくなって、四十年くらい前に廃村になったとか」

『アメノウズメが氏神の村とは、非常に重要な情報です。他には？』

「んー、神かみ隠かくしの逸いつ話わが多かったことくらいかな。今日きようの午前中、この地区にある民みん俗ぞく資料館かんに行って色いろ々いろ話を聞いてきたんだけどさ」

　耀姫は学芸員いんの話と見せてもらった民みん話わ集しゆうを思い出して言葉を継いだ。

「なんでも昔から、夜に大きな火ひの玉たまや巨きよ大だいな鳥が飛んだり、山で騒さわがしい叫びが聞こえたり、子供たちが行方ゆくえ不明になったりしたって。学芸員さんによると神隠しの逸話は、地滑りの災害で、家族を亡なくした村むら人びとが哀かなしみを癒いやすために生みだしたんだろうっていう話だけど」

『神隠し……火の玉や巨大な鳥、ですか』

「何、心当たりでもあるわけ？」

『思い当たることはありますが、裏付けが必要です』

「火の玉っていえば狐きつね火びかなって。ちょうど狐きつね姫ひめがいるし、話つけてもらおうかって」

『さて、狐ですかね』

　意い味み深しんなみっちゃんの返答に耀姫は唇くちびるを尖らせた。

「何よ、どういう意味よ。違うわけ？」

『神隠しが果たしてどう関係するか、いまの段階で断だん定ていは止やめておきましょう。それより、以前ありまえんで少し話したことを覚えていますか』

「ありまえん？　ああ、花はな見みのときのこと？」

　耀姫はとてつもなく渋しぶい顔になった。

「あたしに自じ腹ばらでアイス買わせたセコ男のこととか、ちょっとイラってしただけで雷かみなり落おとす短たん気き男おとことか、いきなりヤモリと超ちよう常じよう対決し始めたアホ男のこととかよく覚えてるし」

『握りつぶしたアイスを腹いせに握らせる三歳さい児じ以下の小こ娘むすめのことはさておき』

「誰だれが三歳児以い下かよっ！」

『天てん孫そん降こう臨りんの話です』

　起こしかけた癇かん癪しやくの火ひ種だねがふいに消えて、耀姫の振り上げたこぶしが頭ず上じようで固まる。

『アメノウズメは天あまの岩いわ戸とを開くきっかけを果たした女め神がみであると同時に、天てん孫そんであるニニギノミコトの天あま下くだりを先せん導どうした女神です』

「知ってるし」

　口く調ちようはふて腐くされているが、耀あき姫ひめの表情には真剣な色がかいま見える。

「高たか天まが原はらで何か異い変へんが起こったとか、そういうごいそうな話なわけ？」

『そんな大事かは分かりませんが、ねこがみがアメノウズメという天あま津つ神かみの幸さき魂みたまであるからには、あらゆる可能性を考こう慮りよすべきです。なぜ、広ひろ人と君なのか──という』

「……つまり」

　耀姫が息を詰めてかすれ声でいった。

「氏うじ子こさんが、もしかしたら、あの化ばけ猫ねこみたいに違う正しよう体たいを秘ひめてる、とか？」

　みっちゃんは答えない。答えれば真実になってしまうとでもいうかのように。

『我々が知る事実は少ない。できればその廃はい村そんを調査すべきですね』

「でも地じ盤ばんが緩んで危険だって。それにか弱い女子はそんな山やま奥おく行いきたくないし？」

『面めん倒どうがらずにあなたが行けばいい。か弱い女子などに行かせるとは以もつての外ほか』

「あ、た、し、が、か弱い女子だっていってるの」

『ハッ』

「むきぃいいっ！　何その小こ馬ば鹿かにしくさった笑いむかつく、超ちようむかつくーっ！」

『とはいえ、下手へたにその地で神じん通つう力りきを振るって土と地ち神がみといさかいになっても問題です』

「でしょ、そうでしょ！」

『三泊ぱく四日かなら猶ゆう予よは明日あした一日。四日目めはまた電車で帰らねばならない……ふむ、それでは明日の朝には私がそちらに向かいます。あなたも調査に同どう行こうするように』

「げ」

『喜んでいただけて光こう栄えいですよ。それでは』

　皮ひ肉にくをたっぷりコーティングした言葉を残して通つう話わは切れた。

「誰だれが喜ぶかっ。皮肉大だい天てん神じん！」

　通話の切れた携けい帯たいに向かって耀姫は怒ど鳴なりつける。しばし液えき晶しよう画が面めんを見つめた後、ふっと威い勢せいのよさが消えて、彼女はゆっくりとその場にしゃがみこんだ。

　なぜかは分からない。得え体たいの知れない理由も分からない不安が胸にのしかかってくる。

　人じん知ちを超えた力がある彼女だから感じられる、不ふ透とう明めいな状況への危き惧ぐなのか。

　そういえば、みっちゃんには告げなかったことがある。

　朱あけ川がわ市し内ないで八月に入って以来頻ひん繁ぱんにあるという、空飛ぶ火ひの玉たまや巨きよ大だいな鳥や子どもの失しつ踪そうなどの異い変へん。そして、夜や刀とが鳴なる上かみ家けの敷しき地ち内で見たという空飛ぶ影。

　耀姫には察さつ知ちできなかったその気け配はい。

　何かが起こっているのだろうか。この浮かれた休きゆう暇かの裏で、ひそやかに。

　分ぶ厚あつい膜まくに覆おおわれた向こうでうごめく、孵ふ化か間ま近ぢかの胎たい動どうのごとき予よ兆ちよう。

　はっきりと分からないのがもどかしい。〝何か〟の正しよう体たいが分からないから、対たい処しよするための手段すら見けん当とうつかないのも歯がゆい。

（なんなの？　あたしは八や頭ず龍りゆうの大おお神かみなのよ？　なんで心こころ細ぼそい気になってるわけ？　ちょっと弱よわ腰ごし過すぎるじゃん。みっちゃんがいようといまいと、何が起ころうと）

　耀あき姫ひめは懸けん命めいに自分にいい聞かせた。

（広ひろ人と……さんたちを守るのは、あたし一人で充分。そう、広人さんを守るのは）

　胸の内で耀姫は、浴よく場じようで思わず呼んでしまった彼の名前を繰り返す。

　ねこがみさまのみならず、嫁よめ候こう補ほの誰だれもが気安く呼ぶ名前。距離を置いていたミミでさえ、家や主ぬしから〝広人様さま〟へと呼び方が変わった。

　自分も皆と同じにそうやって呼べば、彼にもっと近づける気がして────

「バッカじゃないの。ほんと、まるでただの小こ娘むすめじゃん！」

　吐き捨てて、耀姫は少女のような心地ここちを押しのける。

「やるべきことやるだけだし。何が来たって八頭龍大神が負けるわけないし」

　胸の内の決けつ意いは雄お々おしかった。こぶしを形作って振り仰あおぐ表情も凜り々りしかった。

　だが握りしめたそのこぶしは紛まぎれもなく可か憐れんな少女の物だ。どれだけ固く握りしめても、立ちふさがる壁に叩たたきつければ、すぐにも傷ついてしまいそうなほどか細くあった。





☆★☆






　焦こげる陽ひ射ざしを投げる太陽が山の端はに沈めば、夏でも夕暮れの風は涼すずしい。

　夏祭りのにぎわいをそぞろ歩くにはもってこいだ。すでに旅館の浴衣ゆかたや、あるいは自じ前まえの華はなやかな浴衣を着た人々が、屋や台たいの並ぶ表おもて通どおりに繰り出している。

　広人も民みん宿しゆくで浴衣を借りて、祭り見けん物ぶつに出ていた。

　ゆとりある袖そでやひらめく裾すそから風が入って心地いい。提ちよう灯ちん屋台の賑にぎわいや、遠くから聞こえる祭り囃ばや子しの音も心こころ躍おどる。夏休みとお祭り気分を心ゆくまで満まん喫きつできそうだ。

「鰹かつお屋や！　レッツ、ボン・ダンシング！」

　──一いつ緒しよに歩くのが、部長でなければ。

「ボン・ダンシング……」

　祭り開始時じからすでに広人は消しよう耗もうしている。

　じゃんけんで広人とのデート権けんを得たのは、涼りよう子こ・ひかる・ユキメの三人。

　残りの少女たちは声こわ高だかに文もん句くを訴えたが、三人が終わったら広人を囲んでみんなで祭りを楽しむということで合ごう意いに達したのだ。当然、広人の意い志しを聞かれることは一切、ない。

「おお、あそこの公こう民みん館かんの駐ちゆう車しや場じようがダンシング会場だな。行くぞ、鰹屋！」

「ああっ、もうダンシングに組みこまれてる！　行くなんていってないのに！」

　涼りよう子こに手首をつかまれ、広ひろ人とは有う無むをいわせず盆ぼん踊おどり会場に連れこまれた。

　曲目は「炭たん坑こう節ぶし」で、涼子は早さつ速そくごく自然に流れるように踊り出す。

「♪つっきが～、ってなんだ鰹かつお屋や！　腰が盛せい大だいに引いているぞ！」

「部長がナチュラルに踊りすぎなんです。第一、振りつけ分からないですし」

「振りつけなんぞ他に合わせるだけで充分だ。そうでなくて」

　涼子は背後に回ると、広人の腰と腕に手を添えて指し導どうを始めた。

「手の振り上げが足りん。もっと腰もしゃきっと」

「え？　こ、こうで……」

　答えかけて広人は思わず身を強こわ張ばらせる。

　背中に当たる、涼子のボリュームある胸。浴衣ゆかた越ごしにもむっちりとして弾だん力りよくがあり、ふたりが動く度たびに、むにっ、むぎゅっ、などという魅み惑わく的かつ危険な擬ぎ音おんが発生する。

「腕を優ゆう雅がに振り上げて、肘ひじは軽く曲げるだけでいい。ほら」

　耳みみ元もとに響ひびくのも、いつもの無む駄だに威い勢せいのいい声ではない。つい魅み了りようされるほど深い声こわ音ねで、耳たぶに触れる暖かな吐と息いきと相まって背せ筋すじがぞくぞくする。

「なぜそんなに腰を引く、鰹屋」

「いや、ひ、引きたくて引いてる、わけじゃ」

　もちろん広人は年とし頃ごろ男子的てき生理現げん象しように悩まされていたので仕方がない。

「だからこう、もっと背筋を伸ばせ」

　涼子の腕が広人の腹に回され、ぎゅっと抱き寄せられる。耳と首くび筋すじに当たる吐息と、水みず枕まくらよりむっちりふかふかのふたつの山がさらにリアルに迫る。

　むっちむっち、むっにむっに、らんらんらん。

　謎なぞの歌が脳のう内ないを駆かけ巡りすでに踊りの指し導どうどころではない。

（う、う、うお、ちょっと、おおう）

　あまりの密みつ着ちやくぶりに広人は正常な判はん断だんを放ほう棄きした。

「……まったく、ここまで指導して分からないとは。この！」

「いっ!?」

　いきなりぺしっと団扇うちわで頭をはたかれ、はっと広人はわれに返った。

　振り返れば涼子がちょっとばかり頰ほおを膨ふくらませた拗すね顔で見ている。

「草そう食しよく男だん子しも鈍どん感かんも、度が過ぎると腹立たしいぞ」

　鈍感どころか思い切り敏びん感かんに感じていたのだが、涼子のいいたいことは違うのか。

「だ、だって、指導っていうか、あんなにくっつかれたら、俺おれ、その」

「いいから踊るぞ。せっかくのデート時間が無む駄だになる」

　ほら、と涼子が手を差し出す。真まっ直すぐで長くて、綺き麗れいな指をした手を。広人はその手と涼子の顔を交こう互ごに見やった。心なしか彼女の表情は──どぎまぎしているように、見えた。

　どぎまぎ？　え？

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんで唯ゆい我が独どく尊そんで人じん外がい魔ま境きようの部長がどぎまぎ？　まさか。まさかいや、そんな。

　激しい疑問と当とう惑わくに襲おそわれつつも、おそるおそる広ひろ人とは手を重ねる。すべすべの手のひらと長い指が、優しく広人の手を包みこんだ。

　そのまま手をつなぎ、広人は涼りよう子こと踊りの輪の中央に向かう。

　何となく涼子の横よこ顔がおが嬉うれしそうで浮き立つようで、いつもの強ごう引いんさはどこにもなくて、高校三年生の女子として当たり前の姿すがたに見えた。

　踊りの輪に二人は入り、自然につないだ手が離れる。自分の手を包む優しい感かん触しよくがすっと消え、ふと広人はそれを惜おしんだ。

　もっとつないでいたかったな……と。




「ちょーっと、なに乙女おとめ的てき行動してるわけ、涼子ちゃんてば」

　物もの陰かげから様よう子すをうかがっていた耀あき姫ひめが、呆あきれ顔でつぶやいた。

　広人たちが祭りに繰り出してから、彼女はずっと後をつけていたのである。

　もちろん異い変へんを警けい戒かいしてのこと。断じて、断、じて！　広人のデートが気になるがためのストーカー行為ではない。

　とはいいつつ目の前で広人が涼子と密みつ着ちやくする姿にはつい気が揉もめる。

「らしくないし、全ぜん然ぜんらしくないし。あんな普通の恋人みたいな展開ちーっとも面白くないし！　人じん外がい涼子ちゃんなんだから祭り会場粉ふん砕さいするぐらいの勢い見せてよね！」

　自分のやきもきで粉砕しそうになりつつ、耀姫は大おお声ごえでいい放つ。

　バックに流れる「東京音おん頭ど」ののんびり具ぐ合あいと対たい照しよう的な光こう景けいだった。




「広人さん！　ここ、ここ」

　屋や台たいの列の端はしっこで、水色の浴衣ゆかた姿のひかるが背せ伸のびして手を挙げた。

　デート権けんの二番手てをゲットしたのは彼女だ。涼子と別れて待ち合わせ場所にやってきた広人を人ひと混ごみの中から見つけ、嬉しそうに袂たもとを押さえて振っている。

　広人は人の波を「すみません」と声をかけつつすり抜けて駆かけ寄った。

「お待たせ、ひかるさん。遅れちゃったかな」

「ううん、そんなことない。時間通どおり」

　ひかるは名前の通り輝くような笑えみで広人を迎えた。

「あたしが待ちきれなくて早く来ちゃっただけ。じゃあ、早さつ速そく行こ！」

「待った、ひかるさん。人が増えてきたから」

　先ほど涼子がしてくれたことを思い出して広人は手を差し伸べた。

「はぐれると危ないから、手をつなごうよ」

「えっ……」

　ひかるは差し出された手を、まるで信じられないものを見たような目で見つめる。

　かと思った次の瞬しゆん間かん、かあっ、と彼女の頰ほおが燃え上がった。

「あ、あっ、う、うんっ。あ、ありが、と、広ひろ人とさん」

　うろたえつつ、ひかるは広人の手を握った。つないだその手はかすかに震えている。いかにも緊きん張ちようした様よう子すに、広人は急にひかるを意い識しきして頰ほおが熱くなった。

「じゃ、じゃあ、うん。行こうか」

　強く握っていいのか、だが弱かったらこの人ひと混ごみで離れてしまうし、などと力の入れ具合すら迷って分からずに、広人はひかると手をつないで歩き出した。

　煌こう々こうと輝く提ちよう灯ちんに照らされた屋や台たいの並ぶ通りをふたりは相あい前ぜん後ごして歩く。自分だけでなくひかるも人にぶつからないようにしてリードするのが広人には精せい一いつ杯ぱいだ。

　そして無む言ごん。とても無言。全力で無言。

　このままではただ手をつないで通りの端はしから端まで歩いて終了だぞデートってなんだ！　などと思うが、ひかるの手の柔らかさを意識するあまり立ち止まることもできない。

「きゃっ」「ひかるさん!?」

　突とつ然ぜん人混みの中でひかるが通行人にんとぶつかり、その拍ひよう子しに手が離れた。

「ごめん、俺おれがしっかり握ってないから」

　あわてて広人はひかるのもとに引き返し、もう一いち度ど手をつなごうとした。だが、

「え、えっと、えいっ！」

　ひかるが思い切った声で広人の腕に抱きついた。

「あ、あの、手つなぎだけだと、距離があってはぐれちゃう、から。屋台も全ぜん然ぜん見られないし。これだったら、ゆっくり……周り見られる、もん」

「あ、ああ、そ、そうだね」

　大だい胆たんなひかるの行動に頰を熱くしつつ、広人はやっと自分の余よ裕ゆうのなさを省かえりみた。

（そうだよな。俺、リードするだけでいっぱいいっぱいになってた）

　広人は足あし取どりをゆるめ、なるべくゆっくりと歩を進めた。

　しかし遠えん慮りよがちに抱きつくひかるの体が通行人を避けるたびに触れて、つい冷静さを忘れそうになる。ひかるの美しい黒くろ髪かみがさらりと揺れてほんのり甘い香かおりもして、それにもとてもどぎまぎさせられた。

　やっぱり年とし頃ごろ男子にとっては、嬉うれしいけれど非常に心しん臓ぞうに悪い状況。

「射しや的てき？」

　ひかるが、古い書しよ体たいで『射的』と書かれた看かん板ばんを掲かかげる屋台の前でつと足を停める。

　コルク栓せん式しき銃じゆうが赤い布を掛けた台の上に置かれ、小学生男だん子しが数名群むらがっていた。

　最さい上じよう段だんの棚たなに最さい新しん型がたゲーム機やレア物フィギュア、下段にはいかにもおまけで賞しよう的てきな紙かみ風ふう船せんやシャボン玉などが並んでいる。

「ねえねえ、広ひろ人とさん。射しや的てきやってみたいな！」

「射的？　いいよ。懐なつかしいなあ」

「やったことないから、広人さんに教えてほしいぞ」

「俺おれも教えられるほどの腕はないよ。でも一いつ緒しよにやろうか」

　ふたりは腕を組んではしゃぎながら射的の屋や台たいへと足を向けた。




　デートだ！

　あれは間違いなく年とし頃ごろ男女がする（あるいはこっそり夢ゆめ見みる理り想そうの）普通のデートだ！

　口にくわえたチョコバナナをぎりぎりと嚙かみしめながら耀あき姫ひめはつぶやく。

「ちょ、くっつきすぎなことない？　ベタベタしすぎじゃない？　あ、あ、なに背後から密みつ着ちやくしてんの、なに腰に触ってんのよ。草そう食しよく系けいの顔して氏うじ子こさん変へん態たいじゃない！」

　変態なのは魔ま法ほう少女プリティローズのお面めんを被かぶって半なかば顔を隠かくし、チョコバナナを割わり箸ばしごとばきばき嚙み砕くだく自分の方ではないか、なんて冷静さはもちろん耀姫にはない。

　涼りよう子このときはリードされっぱなしだった広人だが、少々世せ間けん知らずなひかるには世せ話わ焼やきの性格が刺し激げきされるのか、懇こん切せつ丁てい寧ねいに射的のやり方を教えてやっている。

　手を添えたり肩を抱いたり、上手うまく的まとに当たればふたりでハイタッチ。

　どちらもすっかり緊きん張ちようがほぐれ、きゃっきゃウフフのラブラブ（傍はたから見たらラブラブ以外の何物でもない）デートっぷりを見せつけている。

「ひ、と、の、気、も、知らない、で！　むかつく、むかつく───っ！　あたしが何のために監かん視ししてあげてると思ってるわけよね───っ！」

　バキン！　とチョコバナナを割り箸ごと貪むさぼりつつ、周囲の怯おびえた人だかりをまったく目に入れずに、耀姫はジェラシーオーラも満まん開かいに吐き捨てた。




　意い外がいに思い切り楽しんで、広人は最後の待ち合わせに向かった。

「広人、ここですぞ」「広人さぁん、いよいよデートですねぇ」

　表おもて通どおりから民みん宿しゆくの前に戻ってくると、手をつないだねこがみさまとユキメが待っていた。どうやらユキメは霊れい力りよくを目め一いつ杯ぱい補ほ充じゆうしてデートに挑いどむつもりらしい。

「ではでは、後はちゃんとでえとしてあげるのですぞ、広人」

　ねこがみさまはユキメの手を離し、広人の手に預けた。

「じゃあ、ねこがみさま。みんなとの待ち合わせの盆ぼん踊おどり会場まで一いつ緒しよに行きますか」

「広人は少々過か保ほ護ごなのです。われのことを心配する間に、ユキメとのでえと時間がどんどん少なくなってしまうのですぞ」

「そんな。夜にみことちゃんとふたりきりなんて」

「会場はすぐそこですぞ。いいから早はよう行ってまいるのです。は、よ、う」

　ねこがみさまは広ひろ人との背をぐいぐいと押して、通りに押し出した。

「それじゃ明るい場所を通って行ってくださいね。絶対ですよ」

「ねこがみさまぁ、行ってきまぁす」

　不安げに振り返る広人と上じよう機き嫌げんに手を振るユキメを、ねこがみさまは大きく両手を振って見送る。ふたりの姿すがたが人ひと混ごみに消えると、ねこがみさまはそっと手を下ろした。

「元気、ない」

　背後に隠かくれるみことが顔を出し、ねこがみさまを見上げた。

「まさか。元気がないことなどありませぬぞ」

「でも、ちょっと、しょぼんしてる」

　ねこがみさまは否定しかけて、ふと目を伏せた。

〝……鰹かつお屋やの家を見守るために身を引いて離れますゆえ……〟

　耀あき姫ひめに告げた言葉は、思った以上に強く胸にのしかかっていた。

　自分で決めたこととはいえ、口に出して音にして表したことで、どうでもそうしなければならないと思わせられる。

　──言こと霊だま。

　普ふ段だんは無む力りよくな少女でしかないねこがみさまでも、本当は確かな霊れい力りよくを秘ひめている。

　発した言葉の強さは自分自じ身しんを強きよう烈れつに縛しばるに充分だった。

（そうです。広人の幸せと願いを叶かなえること。それがわれの役割ですぞ）

「……そなた」

　自分の浴衣ゆかたの袂たもとをつかむみことを見下ろし、ねこがみさまは優しくいった。

「広人の嫁よめになりませぬか」

「嫁？」

「そう。広人の家族になれば、ずっと一いつ緒しよに暮らせますぞ」

「ほんと」

　みことがつぶらな瞳ひとみを大きく見開き、いっそう強くねこがみさまの袂を握りしめた。

「ずっと？　ずっと一緒に暮らせる？　広人とねこがみさまの子になれる？」

　とっさにねこがみさまは迷って返事ができない。

「……子には……なれませぬ。でも、家族には間ま違ちがいなくなれまする」

「よく、分からない。でも、広人とねこがみさまと、ずっと一緒に暮らせ」

　みことがいいかけたそのとき、ふいに頭ず上じように翳かげりが差した。

　巨きよ大だいな影が一いつ瞬しゆん月と星をさえぎり、真の闇やみを生みだす。

　ねこがみさまがはっと振り仰あおぐ。通りを歩く人々も足を止めて夜空を見上げた。
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　だがあまりに一いつ瞬しゆんのことで、いまの影が何であったのか理解できた者はいなかった。

「な、なん、だったのでしょう。いまの闇やみは」

「やっ！」

　突とつ如じよみことが叫んでねこがみさまに抱きついた。

「どうしたのです、みこと？」

「……いや、いや……いやっ」

　怯おびえるみことを抱きしめながら、ねこがみさまは得え体たいの知れない不安に襲おそわれる。

　いまの影は、いまの闇は、いったい────




　ドン、と大たい気きを震わせる大だい音おんに、通りを歩いていた広ひろ人ととユキメはそろって見上げた。

「花はな火び？」「まあ、花火ですかぁ」

　折しも夜空に開いたばかりの光の花が、きらきらと散って落ちてゆくのが見えた。

「綺き麗れいですぅ。ユキメ、初めて花火見みます。お話には聞いたことあるんですけど」

「そうか、人間界かいで夏を過ごすのは初めてなんですよね。じゃあ川かわ縁べりの開けた場所からもっと近くで見てみましょうか」

　広人はユキメを導いて、街を囲む川の方へと進んだ。

「あ、そうだ」

　川かわ縁べりへの道を歩んでいた広ひろ人とは、途と中ちゆうでふと足を止めた。

「どうしたんですかぁ、広人さん」

「ああ、いや。ちょっと」

（たしか、あの閉ざされた村に行くには川縁の道をたどるんだったな）

　広人は川かわ上かみの方ほう角がくを闇やみに透すかして見つめる。いまを逃のがしては二度とその村を訪れる機き会かいはないかもしれない。夜には叔母おばが迎えに来て、この場所を離れなければならないのだ。

「少しだけいいかな。ちょっと確かめたいんだ」

　ユキメに断り、広人は彼女と一いつ緒しよに道を外れて川上へ向う。

　歩くうち、次し第だいに人じん家かが減ってくる。灯あかりも少なくなり、街の外に続く道の先が暗くら闇やみに沈むのが見える場所までやってきた。

　さすがに灯りもなしにこの先に進むわけにはいかない。広人は少しでも様よう子すや手がかりがつかめないか、背せ伸のびして前方をうかがう。

　──あれ？

　広人は闇に目をこらした。闇の彼方かなたに一いつ瞬しゆん、炎ほのおがゆらめいた気がしたのだ。

　まるで広人を誘うように。

　思わずユキメの手を離し、広人は一、二メートルほど駆かけ出す。しかしすぐに行く手を「この先地じ滑すべり頻ひん発ぱつ区く域いき：立ち入り禁止」の札の下がったロープでさえぎられた。

　かいま見えた気がした炎もすでにどこにも見当たらない。

「広人さぁん。もう花はな火び始まっちゃいますよぅ」

　ユキメの声と背後からどん、という響ひびきとが聞こえて、はっと広人は振り向いた。

　後ろ髪がみを引かれる思いで広人は引き返す。何度も振り返り振り返り、道の向こうを見返すが、やはり闇ひといろで何も見えない。

　心を残しつつ、広人はユキメを連れて人々の流れに戻る。

　考えることはみんな同じようで、すでに多くの見けん物ぶつ客きやくが橋や川かわ縁べりにたむろっていた。近くの旅館や民みん宿しゆくの屋上や窓からも人々が顔をのぞかせている。

「あの、はぐれるといけないんで、腕を組みましょうか」

　どぎまぎしつつ、先ほどのひかるとのデートで学んだことを広人は実じつ践せんする。

「わあ……ユキメ、広人さんと腕うで組くめるなんて嬉うれしいですぅ」

「おわっ、わ」

　純じゆん粋すいなユキメは大はしゃぎで腕に飛びついた。あまりの勢いに広人の体が斜めに傾く。

　ちょっと傾いたまま、広人はユキメをエスコートして見やすい場所に移動する。

　ユキメのたわわな（しかもちょっとひんやり）巨きよ乳にゆうが腕に乗っかる。動くたびに、たゆん、たふん、という重みがかかり、これまた心しん臓ぞうにきつい。

　きつい、のだが。

（すげえ、うお、すげえ、ちょ、これ、気持ち、い、お、うお）

　心の中で錯さく乱らんの声を上げつつ、年とし頃ごろ男子としてはやっぱり堪たん能のうせずにはいられない。

　すけべ変へん態たい最低女おんな好ずき草そう食しよく男子のフリしてただの色ボケじゃん！　とどこかで見ている誰だれかさんにきっと突っ込まれそうだがこれが普通の男子の在り方ともいえる。

「あっ、次のが上がりますよぉ、広ひろ人とさぁん」

　無む邪じや気きなユキメは気がつかず、広人の腕にいっそう抱きついて空を指ゆび差さす。

　ひゅるひゅる……という音が響ひびき、どん、とまた腹に響く破は裂れつ音おんがした。

「きゃあっ、すごいすごい、広人さん広人さん、綺き麗れいですぅ」

「えっ、いまなんて？　ああ、き、綺麗ですね」

　花より団だん子ごならぬ花はな火びより巨きよ乳にゆう、だった広人はあわててわれに返った。

　夜空には立て続けにいくつもの花火が上がる。

　大きく開く菊きくの花、色とりどりの光の明めい滅めつ、宙で割れて四し方ほう八はつ方ぽうに星が飛ぶ型、開いて光の尾を引くもの、長く枝し垂だれて美しい軌き跡せきを描く花々……。

　どれもこれも目を奪うばう美しさだった。まさしく夏の風ふう物ぶつ詩しだ。

　さすがにこの見事さには、広人も（胸など忘れて）見み惚とれるばかり。

「綺麗……とっても、綺麗ですぅ」

　ほうっとユキメは深い息をつく。

「春の桜さくらもそうでしたけれど、広人さんといると、ユキメ、たくさん見たことない景け色しきが見られて嬉うれしいですよう」

　耳に触れる静かな声に、広人は花火から隣となりに佇たたずむユキメに目を移す。

　大きな花火の音とざわめきにかき消されそうなその声は切せつ々せつとして、妖あやかしの少女の抱く心からの想おもいが染しみるほど伝わってきた。

　空を見上げる愛らしい横よこ顔がおに浮かぶほほ笑えみも、思いがけない幸せを嚙かみしめているように限りなく優しくて、広人は思わず見み惚とれてしまう。

「ずっと、ずっと、こうしていたいです」

「え……」

「広人さんとだけ……ううん、そんな贅ぜい沢たくいいません」

　ユキメはふっと目を移し、どこか夢ゆめ見みるような遠いまなざしで広人を見つめた。

「大おお勢ぜいの中のひとりでも、ユキメは満足です。見たこともない景色、見られるなんて思いもしなかったこんな綺麗な景色を、広人さんや皆さんと一いつ緒しよに見られるだけで」

「ユキメさん……」

「……広人さん、ユキメは」

　答えに詰まる広人にふわりとした笑みを向けて、ユキメは告げた。

「ユキメは、広人さんが大好きです」

　はっと広ひろ人とは目をみはった。

　それは噓うそもてらいもない言葉だった。ごまかしたりも恥はじたりもせず、ユキメらしい純じゆん粋すいさで告げられた、真まっ直すぐな言葉だった。

「ユキメ、広人さんのことが大好きです。ユキメが知らなかったこと見せてくれる広人さんが、ユキメたちのこと大切にしてくれる広人さんが、大好きです。広人さんに出会えたこと、ユキメがこれからどれだけ長くこの世にあっても、きっと、きっと一いち番ばん大切なことです」

　広人は声を失った。

　純粋なユキメは報むくわれることなど望んでいない。広人が彼女の好こう意いに答えることも望んでいない。ただ、ただただ一いつ心しんに自分の真しん摯しな想おもいを告げたいだけなのだ。

　それが分かった。痛いほどに分かった。

　だからこそ、広人はその言葉に返す答えが分からない。

　この一いち途ずさから逃げたりしてはいけない。この誠せい実じつな想いから目をそらしてはいけない。

　なぜならその言葉は、何も持たないユキメが捧ささげられるすべてなのだから。

「……ユキメさん」

　広人は自分の腕を抱くユキメの手にそっと自分の手を重ねた。

「ありがとう。俺おれは、その、俺は」

　胸が詰まる。この先を続けるのがためらわれる。

　だが、正直さには正直さを、誠せい意いにはありったけの誠意を。それがたとえ卑ひ怯きような答えだと思われても、都つ合ごうのいい噓うそでごまかすことは、広人にはとてもできなかった。

「ユキメさんひとりを大切には……できない、です。けど、でも」

　ごめんなさい、という謝しや罪ざいの言葉はユキメの誠意にふさわしくない気がした。だから謝るよりも、ただ彼女の想いを大切にしたいという気持ちこそを広人は告げた。

「ずっと、一いつ緒しよに季節を巡りましょう。俺がこの世にある限り、俺はきっとずっと一緒にいて、ユキメさんにたくさんの美しい物を見せます。約束します」

「広人さん……」

　ユキメはぽかんと瞳ひとみと唇くちびるとを開けて、呆ぼう然ぜんと広人を見つめ返した。

「そんな、ユキメ、そんな嬉うれしいこと、いってもらえるなんて、思わ、なかっ……」

　ややあって、ユキメの震える唇からわななく言葉がこぼれおちる。うるむ薄うす青あおい瞳からも、透とう明めいな滴しずくがあふれてこぼれた。

　滴は氷の粒つぶとなり、夜空に広がる花はな火びの光を受けて、きらりと美しく輝いた。

「嬉しいです。ユキメ、すごく、すごく嬉しいですぅ……広人さん、広人さぁん……」

　ユキメは氷の粒を飛び散らせながら両手を広げて広人に抱きついた。

　広人は彼女の体を受けとめ、その肩を抱き寄せる。いくつもの仕し掛かけ花火が地ち表ひようから噴ふき上がり、滝たきのように流れる多た彩さいな光を空に描いて、抱き合う二人を照らし出した。




「──な、」

　離れた場所から見ていた耀あき姫ひめは呆あつ気けに取られて大おお口ぐちを開けた。

「なによあれ、どういうことよあれ、すごいダークホースに持ってかれてるし！」

　あまりの成り行きにジェラシーどころではない。

　まさか、まさかユキメが真まっ先さきに広ひろ人とにストレートな告こく白はくをするとは。

　妖あやかし三人娘むすめの中で一番ほんわかのほほんとして、巨きよ乳にゆうとお風ふ呂ろ占せん拠きよと暑さですぐにぐったりするぐらいでいまいち前に出てこなかったユキメが、まさか、まさか。

「……でも」

　耀姫は唇くちびるを嚙かむ。広人に抱きしめられて幸せそうなユキメをじっと見つめる。

　羨うらやましい。とてつもなくユキメが羨ましい。自分にはできなかった、いや、他の誰だれもができなかった告白をした彼女が、心しん底そこ羨ましく、悔くやしかった。

（そうよ、広人さんはちゃんと受けとめてくれる人なのに。恥はずかしさや怖こわさで臆おく病びようにならなくても、真まっ直すぐな想おもいを告げれば応えてくれる人だって……分かってたのに）

　耀姫はうつむいた。ふたりの幸せそうな姿すがたを見たくなかった。

　たとえ告白する勇気が出たとしても、正直な想いを告げるなんて、有あ里り間ま区くの産土うぶすな神がみである耀姫の立場からしてできるはずがない。いや、してはいけない。

　ゆっくりと、耀姫は一歩後あとずさる。二歩、三歩。

　それから唐とう突とつに身をひるがえし、うつむいて彼女は走り出す。人ひと混ごみをすり抜け、肩をぶつけ、怒ど鳴なられながらも走る。

　いま見た光こう景けいから逃げるように。自分の本当の想いからも逃げるように。




　花はな火びが終わり音の余よ韻いんも消えて、辺りは再び夏の夜。祭り囃ばや子しが聞こえてきて、ユキメを抱きしめていた広人ははたとわれに返った。

「ユキメさん、そろそろみんなのところへ行きましょうか」

「あっ……はぁい、そうですねえ」

　ユキメはうっとりとした顔を上げて答える。

　ふたりはほほ笑えみ合うとまた腕を組み、川かわ縁べりを後に歩き出した。だが押し合いへし合いする見けん物ぶつ客きやくの波に揉もまれ、なかなか先には進めない。

「うわっ」

　スニーカーの靴くつ紐ひもが踏まれてほどけ、広人は足あし元もとから体が傾いた。次々と通行人にんに紐を踏まれ、ただでさえ歩きにくい混こん雑ざつなのにますます進めなくなる。

「すみません、ユキメさん。ちょっと道の端はしで靴紐結むすんでもいいですか」

「大だい丈じよう夫ぶですかぁ？　いいですよ、ユキメは傍そばで待ってますぅ」

　広ひろ人ととユキメは混こん雑ざつをなんとか斜めに横よこ切ぎり、土産みやげ物もの屋やの軒のき先さきに入る。

「あーあ、泥どろだらけだ、靴くつ紐ひも。よいしょっと」

　広人はしゃがんで靴紐を結び直そうとした。




　──それは突とつ然ぜんだった。




　いきなり巨きよ大だいな羽は音おとが聞こえたかと思うとふいに周囲が闇やみひと色になった。

「なっ……!?　な、なにっ!?」

　驚きよう愕がくした広人は顔を上げる。歩いていた見けん物ぶつ客きやくも一いつ斉せいにどよめき、悲鳴も上がった。

「えっ、なんなの、いまの」「怖こわいよ、お母かあさん！」「なに、いまの大きな影……」

　広人は状況を把は握あくしようと周囲を見回す。だが人々が無む闇やみに騒さわぎ立てるのが見えるだけで、いまの異い変へんがなんだったのか見けん当とうもつかない。

「ユキメさん、大だい丈じよう夫ぶで……」

　言葉が舌した先さきで凍こおりつく。広人の瞳ひとみが大きく剝むかれる。

　ユキメは、いなかった。

　いままでそこにいた雪ゆき女じよ郎ろうの少女の姿すがたは、まるで空気に溶とけたようにかき消えていた。

　そして同じ頃ころ、ひかると涼りよう子こも温おん泉せん街がいから姿を消していたのである。
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「涼子部長とひかるさんが、戻ってない!?」

　息せき切って民みん宿しゆくに戻った広人を待ち受けていたのは、さらなる驚愕の知らせだった。

「そうなのです、盆ぼん踊おどりの会場にて集しゆう合ごうのはずでありましたでしょう」

　真まっ先さきに出迎えたねこがみさまが、蒼そう白はくの面おも持もちで告げる。

「でも、いつまでも姿を現しませぬ。広人、ふたりとどこで別れたのです」

「そんな……いえ、部長は盆踊り会場で別れましたし、ひかるさんだって会場の入り口まで送って、それからユキメさんとの待ち合わせに向かったんです」

　広人は民宿の玄げん関かん先さきに倒れこみそうになった。消えたユキメを探して街中を歩き回り、走り回った足は疲れ果て、もう一歩も動けない。そこにこの知らせだ。

「ユキメさんがいなくなったと思ったら、部長とひかるさんまでなんて」

「いなくなっ……ユキメもでありまするか!?」

　ねこがみさまの返答に、広人は激しい自じ責せきの念ねんがこみ上げる。

「すみません。俺おれのせいです……俺の……！　三人がいなくなったのは」

「ばかなことを申もうしてはなりませぬ」

　意い外がいな強さでねこがみさまは広ひろ人との語を即そく座ざに打ち消した。

　はっと広人が顔を上げると、ねこがみさまの滑なめらかな手のひらが頰ほおに当てられる。

「このおびただしい汗あせ……。いままでひとりで探し回っていたのでしょう。こんな、精せい根こん尽つきるまで。そこまで己おのれを責めておったのですね」

　ねこがみさまは袂たもとから手ぬぐいを取り出して、広人の汗ばんだ額ひたいと首くび筋すじを丁てい寧ねいに拭ぬぐうと、労いたわる声こわ音ねでそっとささやいた。

「広人のせいではありませぬ。われはちゃあんと、知っておりまするぞ」

「ねこがみさま……」

　なぐさめの言葉に、不安と呵か責しやくで潰つぶれそうだった広人の胸がほんのわずか慰なぐさめられる。ねこがみさまは優しくほほ笑えむと、励はげますようにしっかりした声で告げた。

「皆で手て分わけして探しましょう。他の者はみな宿やどに戻っておりまするゆえ」

「よかった。ここに来る前、最終集しゆう合ごう場所の盆ぼん踊おどり会場に行ったら誰だれもいなかったから心配で……いえ、もう夜も遅い、また誰か行方ゆくえ知しれずになるかもしれない」

　広人は首を振る。そして懸けん命めいに対応策さくを脳のう内ないで練る。

「そうだ。部長とひかるさんのことは、どこかに届けましたか」

「お待ちしていましたわ、広人様さま。ご無ぶ事じでよろしゅうございました」

　ふいに頭ず上じようから声が降ってきたかと思うと、すとんとミミが床に降りた。

「ミミさん！」

「おふたりの帰りが遅くて、最終集合場所の盆踊り会場でずっとみんなで待っていましたのよ。でも迎えの時じ刻こくが迫りますし、状況が不ふ明めいでしたから、とりあえず宿に戻って協きよう議ぎしようと思いましたの。いま広人様がおっしゃったように、はぐれるのは危険ですもの」

「そうですか。すみません、心配かけて」

「とりあえずここに来る前、盆踊り会場の事務局きよくに、待ち合わせしていた方々が現れないと届けを出しておきましたけれど」

　さすが気き配くばりと頭の回転の早さに長たけるミミである。

「よかった、助かります。俺おれは気が動どう転てんしてて、全ぜん然ぜん頭が回らなかった……」

　広人はもう一度激はげしく頭を振り、必ひつ死しに冷静さを取り戻そうとした。

　三人もの少女が消えるという事じ態たいは深しん刻こくだ。まだ未み成せい年ねんである広人たちに、うかつに手が出せる問題ではない。むろん、それが普通の行方不ふ明めいや誘ゆう拐かいである場合だが。

　ほんの一いつ瞬しゆん、頭上に差した黒い巨きよ大だいな影。

　夜空を覆おおい、すべてを闇やみひといろに塗りつぶしたあの気け配はい。

　あれはどう考えても人じん知ちの及ばぬ〝怪かい異い〟である。

「民みん宿しゆくのおかみさんに相談して、ここの警察に連れん絡らくします。それと」

　できることをまず、ひとつひとつやっていかなくては。広ひろ人とは己おのれの限界を嫌いやというほど分かっている。だからこそ、自分の手に余るいまの事じ態たいが悔くやしくてならない。

「……耀あき姫ひめさんは、戻っていますか」




　広人の前で携けい帯たいに耳を当てていた耀姫は、沈ちん痛つうな面おも持もちで通つう話わを切った。

「何度かけても出ないよね、みっちゃん。車で移動中ちゆうかも」

「すみません、お手を煩わずらわせて」

「気にしないでよね。んもう、メールか着ちやく信しんくらい気づいてくれたらいいのに」

　広人と耀姫はふたりだけで、民みん宿しゆくの中庭で向き合っていた。

　先ほど警察が来て詳しい話をしたばかりだ。祭りの事務局きよくや温おん泉せん街がいの観かん光こう組合にも届けを出したが、いまだ三人の行方ゆくえは不ふ明めいだった。

　事故があったという話はない。天てん候こうも良く、災さい害がいが起こったわけでもない。夜とはいえ狭い街だ、いとけない子どもではないのだから迷まい子ごとも考えにくい。

　となれば、誰だれかにさらわれた線が濃のう厚こうである。

　元もと幽ゆう霊れいだがごく普通の少女のひかるはともかく、人じん外がいの範はん疇ちゆうにいる涼りよう子こと、意い外がいに強大な妖よう力りよくを持つユキメをあっさりかどわかせる相手はやはり普通ではない。

（〝怪かい異い〟による神かみ隠かくし……）

　昨さく夜や鳴なる上かみ家けで、昼間に資料館かんで聞いた話が広人の中で渦うずを巻く。

　八月に入ってから朱あけ川がわ市し内ないで頻ひん繁ぱんにささやかれる、空飛ぶ巨きよ大だいな影や火ひの玉たまや、子どもの行方不ふ明めいという不ふ穏おんな噂うわさ。ここ高天たかま地ち区く近くの廃はい村そんでも似たような逸いつ話わがあったという。

　アメノウズメを氏うじ神がみとしていた村。祖そ父ふの出しゆつ身しん地ちかもしれない、そしてねこがみさまのルーツかもしれない場所。

　そしてその村に通ずる道の先で、広人を誘うがごとく瞬まばたいて消えた炎ほのお。

（やっぱり行かないとダメだ）

　理り性せいはしきりに危険をささやく。だが広人はすでに心に決めていた。

　行方不明になったのは、自分が行動をともにしていた三人。偶ぐう然ぜんとは思えない。何よりユキメは自分の目の前で消えたのだ。まるで挑ちよう発はつのように。

　不ふ透とう明めいな事じ態たいだが、自分が動けばきっとあちらも動くはずだ。

　幸い、かどうかは分からないが、警察の調べがまだ残っているために、今日きようはみんなここで一いつ泊ぱくできることになった。真ま夜よ中なかにこっそり抜け出せば見つからない。

「まさかあの村に行くつもりなわけ」

　ふいに耀姫がいった。沈ちん思ししていた広人ははっと顔を上げる。

「昼間聞きいた、アメノウズメを祀まつっていたっていう廃村。下手へたな否定はしないでよね。その思い詰めた顔かお見たら分かるし」

　強い口く調ちようで耀あき姫ひめに畳たたみかけられ、広ひろ人とはさすがに噓うそをつけない。

「……ええ、行くつもりです。三人の失しつ踪そうの手て掛がかりはそこにあると思いますから」

「本ほん気き？」

　広人の腕に手を掛け、耀姫は身を乗り出した。

「確かく証しようなんかないじゃん。しかもこんな夜に」

「昼間見みせてもらった地図、コピーしてもらって持ってます。町まち外はずれから村へ続く道があって、さほど遠くもありません。懐かい中ちゆう電でん灯とうを借りていきます」

「地図で遠くないったって、無む謀ぼう過ぎるよね。第一、本当に手に負えない怪かい異いの仕し業わざだったらどうするわけ。命を落としたっておかしくないんだからね」

「三人とも、俺おれと行動したからさらわれたんです」

「そ──」

「絶対に偶ぐう然ぜんのはずがない。ここで手をこまねいて待っていたら、他にも被ひ害がいが出るかもしれない。俺が出向けば、きっとその怪異は現れると思うんです」

「だからって、だからって」

　耀姫は唇くちびるを嚙かむと、ふいにキッと眉まゆを吊つり上げて広人を見み据すえる。

「じゃあ、あたしも行く。勝かつ手てについてく」

「それは駄だ目めだ。危険です！」

「ひ──ううん、氏うじ子こさんひとりの方がよほど危険よね。いい、どんなに強大な〝言こと霊だま〟の力があろうと、氏子さんはただの普通の人間なんだから」

「分かってます。でも目当てが俺なら、普通の人間だろうと何だろうと同じです。俺は巻きこみたくはないんです、耀姫さんを」

「だったら涼りよう子こちゃんたちのことを考えなさいよね。三人を確実に助けたかったら、解決の手段とか可能性せいを手て元もとに置いておくべきじゃん」

　耀姫はぐっと広人の腕に置いた手に力をこめる。

「あたしはその手段。いい、分かった？」

　広人は真まっ直すぐに見返す。耀姫も視線に強い意い志しをこめて見つめる。

「……分かりました」

　ほっと耀姫の力が抜けたのが広人に伝わった。

「でも危険だって分かったらすぐに耀姫さんは離れてください。菅すが原わらさんに状況を報告して、正しい対応を取ってもらわないと」

「それは仕方ないよね。分かった」

　同どう意いを得て、広人は自分の携けい帯たいを取り出して時じ刻こくを確かく認にんする。二十二時。

「じゃあ、夜中の零れい時じに」

　後には引けない言葉を口にして、広人は改めて腹が据すわった。




　約束の時じ刻こく、別べつ室しつで寝ていた広ひろ人とはそっと起き上がって身み支じ度たくを整えた。

　Ｔシャツとジーンズ、携けい帯たいは尻しりのポケットに突っこむ。冷えることも考えて持ってきたＧジャンを羽は織おり、スニーカーを持って部屋を抜け出る。

　玄げん関かんから出るわけにはいかない。あらかじめ下した見みしておいた裏うら口ぐちへ広人は向かう。こっち、というひそやかなささやきの元へ急げば、すでに耀あき姫ひめが待ち構えていた。

「はい、懐かい中ちゆう電でん灯とう」

　手回し発電機き付きの懐中電灯を耀姫が広人に手て渡わたす。

「助かります。でもどこから借りたんですか」

「中庭に携帯落おとしたって噓うそついて、ここの民みん宿しゆくから借りたの」

「そんな、何かあったら返せないですよ」

「ちゃんと民宿のポストに手紙置おいてきたから。あたしたちがいない理由もそこに書いておいたし、何かあったらみっちゃんに連れん絡らくしてって電でん話わ番号も」

「考えることは同じですね。俺おれもポストに簡かん単たんな事情を説明した手紙入れてきました」

　広人は懐中電灯を受け取り、裏口の戸に手をかける。

「広人！」

　ぎっく────っ!!

　飛び上がるふたりの背後に駆かけ寄る小さな足音がした。

「広人、耀姫、一体こんな真ま夜よ中なかにどこに行きやるので」

「うわあああっ」「ここ、このバカ猫ねこっ」

　ふたりはねこがみさまを羽は交がい締じめにして口をふさぐと一いつ緒しよに外へ転がり出て、裏うら通どおりに続く裏木き戸どの前でやっと離した。

「い、いきなり声かけないでよ、バカッ。びっくりするじゃん」

　耀姫が小こ声ごえで怒ど鳴なる。広人は首を振り、ねこがみさまの肩に手を置いて問い質ただした。

「どうしてこんな夜中に出てきたんです、ねこがみさま」

「ユキメや涼りよう子こやひかるのことが心配で、どうしても眠れませんでしたゆえ、座ざ敷しきの外に出たところ、そなたらが出ていく姿すがたが見えたのです。もしや」

　ねこがみさまは広人のＴシャツの胸むな元もとを握りしめ、迫るようにいった。

「いまから三人を探しにまいるのですか。そなたらふたりだけで」

　広人は逡しゆん巡じゆんする。しかし言い訳わけはしなかった。

「……そうです」

「やはり！　ならばわれも」

「ねこがみさまはここにいてください」

　広人はきっぱりと告げた。自分の服を握るねこがみさまの手が凍こおりつく。

　それを感じて強く胸が痛んだが、かまわずに広ひろ人とは語をつなげた。

「俺おれひとりなら何とかなります。耀あき姫ひめさんだって自分の身を守る術すべはある。でもねこがみさまを守ることができるかどうか、分からないんです」

「われが、足あし手でまといだと？」

　とっさに広人は答えに窮きゆうする。だが耀姫が横よこ入いりして言葉を引き継いだ。

「よく分かってんじゃん。だったら邪じや魔ましないで大人おとなしく待っててよね」

「耀姫……」

「いま正確に何が起こってるか分からないわけ。そんな状況で、何もできないあんたを連れてくわけにはいかないし。氏うじ子こさんやいなくなった三人のこと考えるなら、これ以上ぐだぐだ引き留とめないでさっさと行かせてよね」

　ねこがみさまはうなだれる。耀姫の言葉はねこがみさまを思うがゆえにことさら厳きびしかったのだが、そうと理解していてもやはり彼女は深く傷ついたようだ。

　広人はいっそう胸が痛む。正直に告げるのが最さい善ぜんの方法だと分かっていても、ねこがみさまを哀かなしませたくはなかった。

〝……広人のせいではありませぬ〟

　民みん宿しゆくに戻った際、動どう転てんして我を失い、自じ責せきの念に苦しんでいた自分を慰なぐさめてくれた優しい手と言葉を思い返せば、哀しみしか返せないことにも苦しさが募つのる。

「深ふか入いりはしません。手がかりが見つかればすぐに引き返します。ただ、もしもですよ。もしも朝までに戻らなければ、そのときは菅すが原わらさんに連れん絡らくを」

「そんな、戻らぬこともあり得るなどと」

　ねこがみさまは涙をこらえるように唇くちびるを嚙かむ。広人は励はげまそうと無む理りに笑いかけた。

「安心してください。ただでさえ不安に思ってるねこがみさまを、これ以上哀しませたり苦しませたりは絶対にさせません。俺はちゃんと戻りますから」

「広人……いいえ」

　ねこがみさまはぷるぷると首を振り、それから勢いよく頭を上げた。

「哀しませてはならぬのは、われではありませぬ」

「え？」

「われが広人を案じるのは当たり前なのです。嫁よめたちを案じるのも。なぜってわれは鰹かつお屋やの氏うじ神がみ、われを信じる氏うじ子こを守る神ですもの。でも、広人」

　ねこがみさまは広人の手を握りしめ、思いがけない言葉を告げた。

「そなたを幸せにするのは、われではないのです。やっとわれは分かりました」

「え──ね、ねこがみさま!?」

「そなたを慕したい、愛いとしく思うのは神ではなくて、そなたの家族となる嫁たちです。これからそなたの傍そばにいて、生をともにするのは嫁たちであり、家族なのです。どうか」

　ねこがみさまは訴える。切せつ々せつと、あふれる想おもいを告げようと懸けん命めいに。

　広ひろ人とを見つめ、その胸の奥に刻むように。

「どうか、嫁よめたちを頼むのです。大切にしてやってほしいのです。それが一番、広人の幸せにつながる道なのでありまする……！」

　広人は口を開けたままだった。返す言葉もなく喉のどから音も絞しぼり出せなかった。

「そんなこと帰ってからやって。いい加か減げん真ま夜よ中なかだし」

　耀あき姫ひめが割って入り、ぐいと広人とねこがみさまを引き離すと、人ひと差さし指ゆびをねこがみさまに上から突きつけて叱しかりつける声こわ音ねでいった。

「勝かつ手てに誰だれかの幸せを決めるの、やめなさいよね。氏うじ子こさんだろうと何だろうと。いい、人間にはね、ちゃんと自分で幸せになる力があるんだから」

「耀姫」

　はたとねこがみさまは大きく目を見開く。ぷいと耀姫はそっぽを向き、広人の腕をつかんで強くぐいと引っ張った。

「異い論ろんも異い存ぞんもあったら帰ってから聞くから。ほら、氏子さん」

「ねこがみさま、行ってきます。きっと朝までには戻りますから！」

　広人は心を残しながらも、ねこがみさまを後に裏うら木き戸どを出て足を踏み出す。弱い街がい灯とうに照らされた裏うら通どおりは暗く、やがては自分の足あし元もとも行く手も闇やみに吞みこまれた。

　急いで点つけた懐かい中ちゆう電でん灯とうの光はか細く、ただ夏の夜の闇をより深くしただけであった。




　ねこがみさまはふたりが消えた裏通りをじっと見つめていた。いつの間にかみことが隣となりに立ち、ねこがみさまの寝ね間ま着きの浴衣ゆかたの袂たもとを握りしめている。

「みこと……」

　ねこがみさまは幼おさな子ごの肩を抱き寄せた。

　引き寄せたみことの体の温もりに、うなだれる心が慰なぐさめられる心地ここちがした。

「んまあ、相変わらず強ごう引いん傲ごう慢まん女め神がみですこと。腹立たしい言い草ぐさばかりですわね」

「無む理り矢や理り引き留とめても、着いていってもよかったのよ。でもどうせ聞いてもらえないのよ。それに、ねこがみさまやみことをここで守らないとなのよ」

　ふいに頭ず上じようからミミの声が、背後から夜や刀との声が響ひびく。

　ねこがみさまは振り返り、申もうし訳わけなさそうに答えた。

「迷めい惑わくばかりかけまする。広人を助けて手がかりを探しに行ってほしいとも思いまするが、もしも離れ離れになって、そなたらまで失う羽は目めになれば、耐えられませぬもの」

「少なくとも夜刀は平へい気きなのよ。八や頭ず龍りゆうの大おお神かみにだって勝てるほどなのよ」

　えっへん、と蛇へび幼よう女じよは幼女らしいナイ胸を張って威い張ばる。

「先ほど、甚じん右衛門えもんより電話がありました」

　そこへあやのが焦あせる声こわ音ねでやってきた。

「こちらに来る支し度たく中ちゆうに、お祖母ばあ様から行ってはならぬと厳げん命めいが下ったと。メイド部ぶ隊たいを秘ひ密みつ裏りに応おう援えんに送るのも憚はばかられるそうです。お力になれず、すみません」

「あやのが謝ることではありませぬ。気にしまするな」

「ですけれど、お祖母様の態度が急に変わったのがわらわは気にかかって」

　あやのはうなだれる。ふわりと明るい色の髪かみが頰ほおに落ちかかる。

「これまでは、困ったときに甚じん右衛門えもんに力を貸してもらうのを黙もく認にんしてくれましたのに……いいえ、いつまでも頼っていては駄だ目めということでしょうか」

「よいのです。特に今回のことは遠えん方ぽうゆえ、どうにもできませぬもの」

「でも、わらわばかりここで手をこまねいて待っているだけなんて」

「案あんじますな。広ひろ人との力も、耀あき姫ひめの力も、あやのはよく知っておるでしょう」

　本当は一番、ねこがみさまが案じていた。闇やみに消えるふたりの後ろ姿すがたを思い返せば、後こう悔かいと不安で胸が張り裂さけてしまいそうな気がした。

「広人はきっと戻るといいました。その言葉を違たがえる広人ではありませぬぞ」

　だが健けな気げに明るく声を張り上げ、ねこがみさまはあやのを労いたわる。

　皆が心密ひそかに頼りにする家か長ちようの広人はいない。ムードメーカーでリーダー肌はだの涼りよう子こもいない。強ごう引いんだが場を仕切る力がある耀姫もいない。

　せめて自分がこの場を治め、皆の気き力りよくを支えなくては。

「さあ、座ざ敷しきに戻り、休んで待っておりましょう」

　ねこがみさまは大きくほほ笑えむと、みことの肩を抱いて背をひるがえす。




　その瞬しゆん間かんだった。




　ごう、と音がしていくつもの火ひの玉たまが夜空をよぎった。流れ星のごとく空の端はしから端まで火か球きゆうが駆かけ抜けた、かと思うと、突とつ如じよ大きな羽ばたきとともに空は闇やみに塗りつぶされる。

「なっ……なんなのです、あれは!?」「ねこがみさま、下がってるのよ！」

　呆ぼう然ぜんと見上げるねこがみさまの前に素す早ばやく夜や刀とが立ちふさがる。あやのが震えながらも、夜刀を支えるつもりかその背後に控えた。

「ねこがみさま、みことちゃんと中へ！」

　即そく座ざにミミがぐいとねこがみさまの腕を引き家か屋おくの中へと連れこもうとする──だが。

「きゃあっ！」「はわわっ！」「やっ」

　無む数すうの羽は音おととともに大おお風かぜが吹き、みなを吹き飛ばし地に打ち倒した。

「させないのよっ」

　夜刀が足を踏みしめて虚こ空くうを見み据すえる。その足あし元もとからざわめく気け配はいが立ち上った。

『──夜や刀との神かみ』

　虚こ空くうから陰いん々いんと不ふ思し議ぎな声が響ひびいた。はっと夜や刀とが目をみはる。ねこがみさまは地に手をつき、なんとか身を起こして闇やみの空を仰あおいだ。

『用よう向むきは汝なんじではない。下がれ』

　声は複ふく数すうだった。だが言葉はひとつだった。老ろう人じんのごとくしわがれていて、その一方で若人わこうどのごとくはつらつともしていた。正しよう体たいは闇に塗りつぶされ、姿すがたも見えなかった。

「下がれといわれて下がる阿あ呆ほじゃないのよ、夜刀は」

『我らが相あい対たいするなら、この街は消し飛ぶ』

　断じる声に、夜刀が息を吞んで小さなこぶしを握る。

「そんな脅おどし、夜刀が聞くと思うのよ」

『──我らが用は』

　夜刀の挑ちよう発はつを一切無む視しし、声は陰いんにこもる響ひびきで告げた。

『……鰹かつお屋やの氏うじ神がみぞ』

　ふいに言葉の指し向こうが向けられ、ねこがみさまはぞくりと震えた。

『貴女あなた様が、鰹屋の氏神であらせられるのだな』

　相変わらず姿すがたは見えない。周囲の灯あかりはすべて消え、ただ声だけが、深い深い闇から無む形けいの圧力を伴って響いてくる。しかしねこがみさまは感じていた。

　自分に向けられるいくつもの視線。静かで冷静なのに、なぜか灼やけるような渇かつ望ぼうと熱ねつ望ぼうがひしひしと感じられるのは、なぜだろう。

『我が一いち族ぞくは待っておった。我らが神の帰き還かんを』

「な……んでありますと」

『貴女様こそ、我が一族の神である』

　ねこがみさまは呆ぼう然ぜんとなるしかない。みことが震えながら抱きついているのを意い識しきの端はしでやっと感じ取る。それほど正体不ふ明めいの相手の醸かもし出す異い様ような雰ふん囲い気きに吞まれていた。

「わ、われは鰹屋の、広ひろ人との氏神でありまする」

　震える声で、ねこがみさまは言葉を返す。

「それ以外の誰だれの神でもありませぬ。何より姿も現さず、広人の大切な家族や身み内うちをさらう者どものいうことなど、とうていまともに受け取れませぬ」

『──それは我らの本ほん意いではござらぬ。だが』

　ざわり、とうごめきひしめく気け配はい。がち、と瓦かわらが沈む音。みし、と板いた塀べいが鳴る音。きっ、とかすかに引っ搔かき、ぎぢ、と食いこむような音までした。

　それらの音で、いくつもの何かが周囲の建物の塀や屋根にいるのが分かる。

　しかも足の裏でなく、鳥の爪つめにも似た何かで瓦や塀を食はんでいることも。

『我らとともにおいでくだされ。さすれば、お身み内うちはお返しいたそう』

「なっ……」

　あまりの言葉にねこがみさまはとっさに返答ができなかった。

　だが、脳のうのどこかではそれを予期していた。自分が目当てだというなら当然、そんな要求が出てもおかしくないはずだ──と。

「そんな無む茶ちや聞く必要ないのよ、ねこがみさま」

　夜や刀との声が不ふ穏おんな響ひびきを帯びる。敵てき意いも露あらわなその声こわ音ねは低く、蛇へびが地を這はう様さまを想そう像ぞうさせた。と同時にいっそう、彼女の足あし元もとから立ち上る気け配はいがざわざわと大きくなる。

「や、やめるのです、夜刀！　街に害が及ぶやもしれぬのですぞ！」

　震える声音でねこがみさまは叫び、闇やみの中に腕を伸ばした。

「やめないのよ。ミミ、ねこがみさまを連れて早く奥へ行くのよ」

「いいえ、夜刀。われはこの者どもと参まいりまする」

「ねこがみさま!?」

　夜刀とミミとあやのが同時に名を呼んだ。ねこがみさまは震えながら立ち上がり、頭ず上じようからこちらを見下ろすいくつもの見えない姿すがたに語りかける。

「ただでは参りませぬ。さらった者たちを皆、いますぐここに返すのが条件ですぞ」

　ひそやかな羽ばたきとささやきが交わされた。

『……それはできぬ』

「なんですと？」

『我らは一枚岩いわではござらぬ。強い手段に訴えようとする者、穏おん便びんにお迎えしようと考える者、そのどちらに付くか見守る者……と様さま々ざま』

『貴女あなた様が我らのもとにお戻りくださるなら、無む理り無む体たいな手を使う者どもらを説き伏せることも可能でござろう』

『どうかいま、我らとともにおいでくだされ』

『さすれば夜明けにはきっと、無む関係の者どもはお返しいたす』

　いくつもの声が重なる。ねこがみさまは逡しゆん巡じゆんする。

「では、得え体たいの知れぬそなたらの誠せい意いを信ずるために、せめて証あかしを見せてたもれ」

『証し』

　一いつ瞬しゆん、空くう白はくがあった。かと思った次の刹せつ那な、

『ならば、これを！』

　ふいにごとっと太い何かが空から地に落ち、民みん宿しゆくの裏うら口ぐちの灯あかりの下に転がった。

「きゃああっ……！」

　近くにいたあやのが叫んでへたりこむ。

　なんとそれは────右腕うでだ。毛の生はえた赤黒い肌はだと、かぎ爪づめのある奇き怪かいな腕。たくましく筋きん肉にくのついたそれは男の腕だが、どう見ても人間のものではない。

　ただ、いま切り落としたにしては血も流れていない。まるで取り外しのできるパーツをもいで投げ落としたような無む雑ぞう作さぶりである。

　異い様ような有り様さまに誰だれもが声がない。ねこがみさまはいまにも気が遠くなりそうになる。自じ失しつしかける耳に、声が陰いん々いんとして響ひびいた。

『お身み内うちの方々をお返しするまで、その証あかしをここにお預けいたす』

　ねこがみさまはまともな意い識しきが戻らない。ただ彼らの狂きよう気きにも似た真しん剣けんさだけは、いやというほど理解する。

　心を失いながらかろうじてうなずいた拍ひよう子しに力が抜け、ふらりと斜めに体が傾いた。

　瞬しゆん間かん、ひときわ大きな羽は音おとが響き、ねこがみさまの体が横よこ様ざまにさらわれる。自分の身が宙に浮いたと感じる間もなく、ねこがみさまの意識は闇やみに沈んだ。




　不ふ穏おんな気け配はいは消え去った。頭ず上じようを覆おおう闇もすでになく、星明かりと月明かりが晴れ渡る夏の夜空に何事もなかったように瞬またたいていた。

　後に残る少女たちは誰だれも動けなかった。長い時間にも思えたが、近きん隣りんから何も反応がないところを見ると、実はごくごく短い時間だったのかもしれない。

　まるで夢ゆめ幻まぼろしのような、おぼろげで不ふ確たしかな一いつ瞬しゆん。

　だが幻でない証しよう拠こは、ある。それは地面に転がっている。

　あやのが横よこ目めでおそるおそる見やる。とたん、

「なっ……こ、これ」

　驚きよう愕がくと狼ろう狽ばいの声があやのの口からほとばしり出た。

「枝です！　ただの木の枝です、腕なんかじゃありません」

　皆は一いつ斉せいにあやのが指ゆび差さす先を見た。確かにそこに落ちているのは、節ふしくれ立ってねじ曲がった太い松の木の枝だった。

「まやかしのわざ!?　なんてこと、騙だまされたというんですの!?」

「大変なのよ、みこともいないのよ」

　動どう揺ようするミミの言葉に夜や刀との声が重なる。

　いつもは抑よく揚ようのない蛇へび幼よう女じよの口く調ちようが珍めずらしく切せつ羽ぱ詰つまって焦じれるようであった。

「まさか一いつ緒しよにさらわれたのよ。そんな、夜刀がいながら」

　三人はなす術すべなく呆ぼう然ぜんとして松の枝を見つめる。

「菅すが原わら様に、すぐにご連れん絡らくを」

　最初に冷静さを取り戻したのはミミだった。あやのもすぐに応こたえる。

「そうですね。わらわも応おう援えんを寄よ越こしてもらえないか、もう一度頼たのんでみます」

「ええ。菅原様がお見えになるまで、こちらができることをするべきですわ」

「……でも、みっちゃんは」

　ふっと夜や刀とが平へい淡たんな声で口を挟んだ。

「本当に信用できるのよ？」

　ミミとあやのはそろって振り返る。闇やみの中で蛇へび幼よう女じよの瞳ひとみは金きん色いろに輝いていた。

「夜刀は、いまひとつ信頼してないのよ。出会いの最初にねこがみさまを無む理り矢や理りさらって消しよう滅めつさせようとしたこと、夜刀はまだ、忘れられないのよ」

　不ふ穏おんな言葉にミミもあやのも返答に詰まる。

　状況は八はつ方ぽう塞ふさがりで、先行きは何ひとつ見えない。進むことも退さがることもできず、ただ三人は疑ぎ心しん暗あん鬼きの闇の中、沈ちん黙もくのままに立ち尽くすしかできなかった。





☆★☆






　川かわ縁べりの道から脇わき道みちをたどり、町まち外はずれの道へ広ひろ人とと耀あき姫ひめは闇をついて歩く。

　立ち入り禁止の看かん板ばんまでの道は、意い外がいにあっという間だった。

　観光地のためか、見み栄ばえをよくするために周囲の雑ざつ草そうは綺き麗れいに刈かりこまれて歩きやすい。懐かい中ちゆう電でん灯とうの光で照らしただけで充分だった。

　だが、木々の間に渡されたロープに吊つるされる「この先地じ滑すべり頻ひん発ぱつ区く域いき：立ち入り禁止」という看板の向こうは、鬱うつ蒼そうとした林の中へ続く細ほそ道みち。生おい茂しげる草そう木もくが灯あかりを拒こばむ。

　広人はごくりと喉のどを鳴らし、ロープをまたいだ。

「……あれ」

　越えたとたん、鼻はな先さきにぽつりと冷たい滴しずくが落ちたような気がした。見上げると茂った梢こずえが頭ず上じように覆おおい被かぶさっている。茂みの隙すき間まからは星の瞬またたきがのぞいていた。

「気のせいかな。晴れてるのに」

　広人は懐中電灯を握り直して先に進む。繁はん茂もする草をかき分け、払いのけて踏みつけて歩んでいると、後ろから小さな声が聞こえた。

「……いたっ」

「耀あき姫ひめさん？　どうしたんですか、大だい丈じよう夫ぶですか」

「何でもないし。もう、この雑草鬱陶しいな」

　そうか、と広人は気づいた。自分はＧジャンを着ているが耀姫は半はん袖そでに短パンである。草の葉は思いの外ほか鋭い。剝むき出しの二にの腕うでや素す足あしには痛いはずだ。

「耀姫さん、これを」

　広人はＧジャンを脱いで耀姫に差し出した。

「さすがにジーンズを貸すのはできませんけど、腕はこれで守ってください」

「氏うじ子こさんはどうするのよ」

「俺おれは男ですから肌はだに傷がついたって痛くたって構いませんよ。さあ」

「……何よ、普通の女の子扱あつかいして……でも、あ、ありがと」

　耀あき姫ひめはＧジャンを受け取り袖そでを通した。広ひろ人とはそれを確かく認にんしてまた先に進み始める。

（普通の女の子じゃないけど、でも体は普通の女の子なんだもんな）

　帰りの道も考え、広人は慎しん重ちようにそして力をこめて草を踏み固めて歩く。歩く途と中ちゆうでときおり立ち止まって草の束たばを結び、枝を折って、目め印じるしを作る。耀姫が感かん嘆たんの声でいった。

「手て慣なれてる感じよね」

「昔、鳴なる上かみの家の裏うら山やまで遊んだときに教えてもらったんですよ。夏にはあそこの家の裏山は、放っておくと一晩ぐらいでジャングルだから」

　ゆるやかな勾こう配ばいのある道は、やがて徐じよ々じよにきつくなる。広人は汗あせをあごから滴したたらせながら、確実に道を広げつつ歩を進めた。耀姫も無む言ごんで後をついてくる。

「どこまで続くんだろう、この道」

　広人は汗を拭ぬぐって歩きつつ、懐かい中ちゆう電でん灯とうを掲かかげて前方を照らし出す。

　光の輪の中に浮かぶのは黒い影にも近い茂しげみだけだった。手て元もとで地図のコピーを広げるが、見た目ではさほど距離がないように思えるのに。

「急ごうよ、氏うじ子こさん。見せてもらった地図からするとすぐ近くじゃない」

　耀姫に促うながされるが、広人はほんのわずか警けい戒かい心しんが頭をもたげる。

　いくら地図があるとはいえ、不ふ案内なまま見知らぬ地を訪たずねて大だい丈じよう夫ぶなのか、と。

　だが人間、一度進すすみ始めれば引き返すことはなかなか選択できない。それにさらわれた三人を放っておくわけにはいかない。ねこがみさまのルーツも気になる。

　さっさと済ませればいい、と広人は自分にいい聞かせて足を速めた。鋭えい利りで硬い雑ざつ草そうをざくざくとかき分け踏みしめて、彼は一いつ心しんに歩む。

　ふいに前方が開けた。

　足あし元もとの段だん差さにがくりと膝ひざが沈み、あわてて広人は足を踏みしめる。懐中電灯を振り回して周囲を探ると、傾いた建物の一部が照らされて闇やみに浮かんだ。

　足元を照らせば、隙すき間まから雑草が伸びて浮いた石いし畳だたみや、崩くずれかけた階段などが見える。当然ながら辺りに物もの音おとはまったくない。風にざわめく木々の音だけが響ひびいている。

「着いたみたい？　よね……」

　耀姫が広人のシャツの袖そでをつかみつつ、不安げな声こわ音ねで周囲を見渡す。

「怖こわがらなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。危険な気け配はいは感じられませんしね」

「な、なによ、怖がってなんかないし！」

　あわてて耀姫がパッと手を放し、激しく首を振る。

「それより、さっさと探たん索さくを終わらせないとよね……ってどこに行くつもり？」

「まずは三人の行方ゆくえの手がかりがほしいんですけど」

　言葉を口に出したとたん、背後を飛びゆく羽は音おとがした。

「えっ!?」

　広ひろ人とはとっさに振り返る。しかしもちろん見えるのは闇やみだけだ。

「なにしてるわけ？　怖こわがってるの氏うじ子こさんじゃないの」

「……耀あき姫ひめさん、いまの」

　彼女は感じなかったのだろうか。あんなあからさまな気け配はいを。

　そのとき行く手にちかりと何かが瞬またたいた。炎ほのおの色にも似た輝きだ。目をこらすと足あし元もとから続く道の彼方かなたでさらに炎のゆらめきが見え、そして瞬しゆん時じに消えた。

「この道の先は、えっと、俺おれたちが入ってきた道がたぶんここ、ということは」

　急いで広人は、懐かい中ちゆう電でん灯とうの光の中に広げた地図のコピーを指でなぞる。道は村の外がい周しゆうに沿って高たか台だいへと続き、その先には────

「これ、もしかして……アメノウズメノミコトを祀まつっていた神じん社じやか」

『高天たかま村むら神社』との名前。

　先ほどの炎の閃ひらめきはすでにどこにもない。しかし明らかにあの炎はこの道の先に誘っていた。行き先が神社ならば、ねこがみさまの手がかりも得られるかもしれない。

「耀姫さん、この神社に行きましょう」

　広人は地図を照らして耀姫に指し示す。

「神社……そうよね、闇やみ雲くもに探すより主要な場所に行って向こうの出で方かた待つのいいかも」

　耀姫の同どう意いを得て、広人は帰り道の目め印じるしに道の入り口の木の枝をいくつも折り、周囲の建物の見やすい場所に枝を積み上げ、それから歩き出す。

　放ほう置ちされていたわりに集しゆう落らく内ないの道はきっちりと踏み固められ、歩きやすい。

　それでも胸の内に怯おびえが這はい上る。枝えだ葉はや梢こずえのざわめきが聞こえた山やま道みちと違い、ここには物音ひとつない。気を凝こらしても自分と耀姫以外気け配はいはない。

　だがここには何かいる。得え体たいの知れぬものどもがこちらの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見ている気がしてならない。誘うような真似まねをしながら手出しをしてこないのも不ぶ気き味みだった。

「まだかな、そろそろのはずなんだけど」

　広人は息を切らせ、懐中電灯で周囲を照らす。神社は高台にあるらしく、道の勾こう配ばいはかなりきつくなっていた。

　そのとき、くるくると照らす灯あかりの輪の向こうに、ふっと柱はしらの形が浮かび上がった。

「あれは」

　広人は落ち着いてもう一度前ぜん方ぽうを照らす。足元の段になった道の先に、木こ立だちに囲まれた大きな鳥とり居いが見えた。少し距離はあるが、あともう少しだ。

　心が励はげまされた刹せつ那な、灯りの中にいくつもの細く光る筋すじが現れた。

「雨!?」

　今度こそ間違いなく雨だ。

　たちまち雨あま脚あしは強くなり、大きな雨あま粒つぶが広ひろ人との全身を痛いほどに打ち叩たたき始める。

「うわ、たまんない。氏うじ子こさん早く行こう！」

「早くって、どこへ」

「社やしろの建物とかあるはずだし。そこの軒のき先さきで雨あま宿やどりするよね」

　耀あき姫ひめの言葉に押され、広人は段を大おお股またで駆かけ上る。足あし元もとに雨粒は跳ね返り、見る間に水みず溜たまりを作る。ともすれば滑すべりそうな不安定な道を、広人はなんとかたどった。

　鳥とり居いをくぐり、苔こけむした二匹ひきの狛こま犬いぬの真まん中なかを通り抜ける。ふたりは雨に追われて、雑ざつ草そうに石いし畳だたみが浮いた参さん道どうの先の建物に走る。

　賽さい銭せん箱ばこを越えて段を駆け上り、閉ざされた格こう子し戸どを押し開けて中に転がりこんだ。

「ああ、もう。びしょびしょ！」

　耀姫がぼやいた。辺りは闇やみだからびしょびしょになった姿すがたが見えなくて、よかったような残念なような。悶もん々もんとする気持ちを抑え広人は周囲を懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らした。

「雨あま漏もりはしてないみたいですね。よかった」

「放ほう置ちされてたわりに作りはしっかりしてるじゃん、この拝はい殿でん」

「拝殿？」

「そ。名前のとおり拝おがむための場所。ご神しん体たいが置かれる本ほん殿でんはまた別。是ぜが非ひでもその本殿と、そこにあるはずのご神体をちゃんと確かめないと」

「でも、いいんですか。俺おれはあんまり神じん社じやにくわしくないですけど、ご神体って神しん聖せい不ふ可か侵しんで、あんまり人ひと目めに触れちゃいけないんじゃ」

「だからこそ確かめるんじゃん。本当に合ごう祀しもされないままほったらかしにされてるのかどうか。あの化ばけ猫ねこが迷った経けい緯いがそこにあるなら、さ」

「もちろん、それは確かめるべきですけど、でも」

　ふいに入り口の格子戸の向こうが光った。

「!?」「きゃ！」

　間かん髪はつ容いれず雷らい鳴めいが鳴り響ひびく。さらに屋や根ねを叩たたく雨あま音おとがいっそう激しくなった。

「もう、雷かみなり嫌きらい！　嫌いや味みな誰だれかを思い出すし。と、とにかく」

　神様らしからぬびびった震え声で耀姫はいった。

「拝殿の裏に本殿はあるはずだから、すぐここ出て確かめに行」

　どんがらごろぴかどしゃ────んっ。

「やだあああっ、もうっ！」「うわわっ!?」

　涙なみだ声ごえ混まじりで抱きつく耀姫を、あわてて広人は受けとめる。しかしあまりに勢いよく抱きつかれたおかげでバランスを崩くずし、ふたりは床に尻しりをついてしまう。

　広人は怯おびえる耀姫に懸けん命めいに語りかける。

「落ち着いて。急いで出なくたって、雨脚が落ち着くまで少しここにいましょう」

「だ、だってそんな離れてないはずだし……きゃあっ！」

　ごろぴかどっかん、と腹に響ひびく音がまた空気を震わせた。いっそう強く耀あき姫ひめにしがみつかれ、広ひろ人とは雷かみなりでなく緊きん張ちようで体がすくみ上がる。

（うわ……耀姫さん、細いけど柔やわらかい体だなあ）

　年とし頃ごろ男子らしい感かん想そうを心の中で広人は思わず漏もらす。

　全体的にスレンダーで、あまり胸きよう部ぶの凹おう凸とつは見受けられないし、なにより正しよう体たいは神様で八やつ首くびの龍りゆうなのに、腕の中の体はしなやかで抱き心地ごこちがよくて本当に普通の少女だ。

　雨に濡ぬれた髪かみからはシャンプーの残のこり香ががして、広人はちょっとうっとり。

「あ、あ、あのね！　怖こわいわけじゃないんだからね！」

　無む理りやり耀姫が声を張り上げる。

「ちょっとびっくりしただけだから。だいたい、雷なんていつもあの嫌いや味みと皮ひ肉にくをいわないと死んじゃう病気の冷れい酷こくぶったアホから喰らってるし」

「分かってます、分かってますって。っていうか」

　ふと気にかかって広人は尋たずねた。

「耀姫さんて……菅すが原わらさんが好きなんですか？」

　反応は返ってこなかった。

　腕の中の柔らかい体が、一いつ瞬しゆんにして固く固く強こわ張ばっただけだった。

　しまった、まずいことを聞いたか、まさか図ず星ぼし？　と広人が後こう悔かいしたとき、

「……なに、それ」

　どん、と突き飛ばすように耀姫が体を離した。

「なに、それ。なによそれ。どこをどう勘かん違ちがいしてそうなるわけ」

　あからさまに憤いきどおった声だった。いつもは女の子らしいその声は面めん食くらうほどに重くて、怒りに満ち満ちていて、広人は驚いてどもりながら答える。

「え、だ、だってあの、いつも一いつ緒しよにいるし、菅原さんのことよく口に出すし」

「だから！　だからどうしてそうなるわけよ。一緒にいるのは仕方ないじゃん、前にもいったじゃん、同じ神じん社じやの祭さい神じんだから同どう僚りようみたいなもんだって」

「それは聞きましたけど、その、ちょっと思っただけで」

「ちょっと思ったからって平へい気きでさらっと聞くって、どういうことよ。あ、あたしの」

　耀姫は外の雷らい雨うも吹き飛ばすような声で怒ど鳴なった。

「あたしの、本当の気持ちも知らないで！」

「……耀姫さん」

「なによ、やっぱり、やっぱり広人さんにとってあたしなんかよそ者ってことよね。そうよね、家族みたいに思ってるっていわれて、すっごく喜んだあたしが丸っきりただの間ま抜ぬけなんだし。分かってるもん。分かってる！　分かってる、けど、けど、やっぱり、やっぱり」

　ふいに声の勢いが止まった。

　しばしの溜ためるような沈ちん黙もくがあって、そのあとに、ぽつりとその声は響ひびいた。

「ひどいよ、広ひろ人とさん……」

　拝はい殿でんの中は真まっ暗くら闇やみだった。

　手て回まわし式しきの懐かい中ちゆう電でん灯とうは床に転がっていて、もちろん耀あき姫ひめの顔は見えなかった。

　けれどその震える声で、はたと広人は思い出す。

　昼間の露ろ天てん風ぶ呂ろでの会話。

〝分かってる。分かってるもん。期待するあたしがバカだって分かってる〟

　涙を流して、しゃくり上げて、振り絞しぼるように告げてきた言葉。

〝でも……気持ち、止められ、な……〟

　思わず広人は腕を伸ばし、衝しよう動どうのままに耀姫を抱き寄せた。抱き寄せて、彼女の細い体をしっかりと胸の中に抱きしめた。

「……ごめん」

「ひ、広人さん……？」

「ごめん。本当に、ごめん」

　抱きしめる彼女に向って、広人は静かにいった。

「俺おれが、ひどかった」

　外の強い雨あま脚あしにかき消されそうな小さな、しかし確かに伝わる声で広人は告げる。

　耀姫は無む言ごんだった。けれど、ゆっくりと細い腕を広人の首に回す。

「う、うらやましくて」

　ややあって、耀姫のささやき声がした。

「あのバカ猫ねこや、妖あやかし娘むすめたちや、美み薫かさんたちがうらやましくて。どうして、普通の女の子じゃないのかなって。どうしてあたしは、よその神様なのかなって。他のみんなみたいに広人さんに甘えたり、〝広人〟さんって……気き安やすく呼べないのかなって」

「耀姫さん」

「広人さんは、真剣に気持ちを告げたら、こうしてちゃんと受けとめてくれるひとなのに。でも、あたしはよその神様だから……一いつ緒しよにいるのも、甘えるのも、できなくて」

「そんな」

　広人は濡ぬれたＧジャン越しに耀姫の背中をさすりつつ、苦く笑しようした。

「あれだけ散さん々ざん押しかけといて、いまさらよその神様みたいな顔しないでください」

「なっ、なによ、そんなのひどくない！」

「耀姫さんがいないと物もの足たりないんです」

　はっと耀姫が伏せていた顔を上げた。闇の中でその顔は見えない。だがすぐ間ま近ぢかにある息づかいは感じられて、広人はそこに語りかける。
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「あの家に耀あき姫ひめさんがいるのは、もう当たり前なんですよ」

　暗くら闇やみの中にいる耀姫に広ひろ人とは自分の想おもいを告げる。顔は見えなくても、彼女が確かに闇の向こうから真まっ直すぐに自分を見つめ、声を聞いているのを知っている。

「しなくてもいい遠えん慮りよなんかしないでください。俺おれの伝え方が悪かったのは認めます。でもそうやって自分をよその神様だって思いこんで、距離を置こうとしないでください」

「あ……」

「俺にとっては、耀姫さんもとっくに鰹かつお屋やの一いち員いんですよ」

「広人さ……ん」

　耀姫の声が詰まる。すん、と鼻を鳴らし、ぐしぐし、と顔をこする音が聞こえた。

「なによ、腹立つ。巧うまいこといってくれちゃって」

　か細いささやきでつぶやくと、耀姫は強気の口く調ちようで語を続けた。

「ひどいなんていったの、取り消さないからね。広人さんは優しいひとだけど、はっきりいわないと伝わらないのは何とかした方がいいんだから」

「分かってますよ。ごめんなさい」

　気づけば外の雨は弱まっていた。雷らい鳴めいも止やんでいる。本ほん殿でんに行くならいまだ。

「本殿に行ってみましょうか。この隙すきに探せる場所は探しておきましょう」

「そうよね。さらわれた涼りよう子こちゃんたちのことも心配だから、急がないと」

　消えた三人を思い出し、広ひろ人とは不安と懸け念ねんが重く胃いに落ち込むのを感じる。果たして本当にこの村で手がかりが得られるのだろうか。

　広人は床に落ちた懐かい中ちゆう電でん灯とうをつかみ、耀あき姫ひめに手を貸して立ち上がる。

　周囲を照らすと、拝はい殿でんの裏うら手てに続くらしい両開きの扉とびらが見つかった。その向こうは屋や根ね付つきの渡り廊下。雨に濡ぬれた廊下は真まっ直すぐに闇やみの先へと延びている。

「ねえ、広人さん」

　背後から耀姫が名を呼ぶ。すっかり呼び方は広人に定てい着ちやくしてしまったようだ。

「なんか、おかしくない？　この神じん社じや」

「おかしい……っていうと、どんな風ふうに」

「確かに立りつ派ぱな造りだけど、もう何十年も放ほう置ちされてきたわけでしょ。だけど雨あま漏もりひとつしてなくて、変だなって。ひとの手が入らない建物はあっという間に朽くちるものだし」

「そういえば」

　広人は廊下を懐中電灯で照らす。これだけ雨が吹きこんでいるのに、濡れているだけで落ち葉やゴミが落ちてない。つまり誰だれかが定期的に手入れをしている証しよう拠こだ。

「ここを去った住人がメンテナンスに来てるわけ？」

「それはないんじゃないかな。ここまで至る山やま道みちの荒れ放ほう題だいを見れば」

　ふたりは本ほん殿でんの前へたどりつく。

　懐中電灯で全体を照らしてみれば、おぼろげに闇に全体が浮かび上がった。

　拝殿よりずっと大きく、檜ひ皮わだ葺ぶきで切きり妻づま造づくりの屋根は欠けたところもなさそうだ。入り口の注連しめ縄なわも長く太く立りつ派ぱで、新しくはないが古びて擦すり切れてもいない。

　広人はごくりと喉のどを鳴らし、こんな雨なのに乾いた口こう中ちゆうを湿しめらせる。

「そうだ、耀姫さんは気づきませんでしたか、俺おれたちを見てる気け配はいを」

　ちょうど雨あま脚あしが一いつ瞬しゆん強まり、広人の問いはかき消された。

「なに、なんか聞こえなかったんだけど。それよりさっさと中に入るよね」

　耀姫は広人の懐中電灯を奪うばい、本殿の入り口へと向う。

（気づかないのかな。でもここの様よう子すが変だっていうのは分かってるはずだ）

　いぶかしく思う気持ちのまま、本殿に入る耀姫の後を広人も追う。

　閉ざされていた引き戸を開けてふたりは中に足を踏み入れた。

　外がい観かんで見たとおり、内部は拝殿より広く、ひんやりとした空気がただよっている。夏の雨で蒸むし暑いはずなのに、ここはやけに寒さむ々ざむしい。

「典てん型けい的な神社建けん築ちくよね。装そう飾しよくは少ない、木の壁、高い床」

　懐中電灯で内部をぐるっと照らしながら耀姫はつぶやく。

「ずいぶん立派じゃん。こんな廃はい村そんなのにこれだけの造りはすごいよね」

「そうですね……それで、ご神しん体たいってあっちですか」

　広ひろ人とは懐かい中ちゆう電でん灯とうの弱い光を頼って本ほん殿でんの奥を眺ながめた。広々とした板の間の奥に、一段高たかい壇だんがあり、さらにその奥に扉とびらがある。

「たぶんね。神じん社じやの本殿の中はおおまかに二に区く画かくに分かれてて、外側が外がい陣じん、一段高くなって内ない陣じん、その内陣の祭さい壇だん奥にご神しん体たい安あん置ちって感じ。中ちゆう陣じんとか内々ない陣じんてのもあるけど」

「じゃあ、見てみますか。って、いいのかな」

「ここまで来て気にしてどうすんのよ。平へい気き平気」

　というと、耀あき姫ひめはためらいもせず奥の内陣の扉に手を掛ける。

「だけどそんな無む雑ぞう作さに、あの、耀姫さ……あっ」

　止める間もなく扉は開かれた。内部はさらに簡かん素そな板張りの小こ部屋だ。祭壇らしき高い場所はあるが、そこにはもちろん──何も、ない。

「やっぱりね」

「やっぱりって、予想してたんですか」

　つぶやく耀姫の肩かた越ごしにのぞきこみ、広人は尋たずねる。

「だって気け配はいもなくて空からっぽな感じがしたんだもん。広人さんはそう思わなかったの？」

「空っぽ……」

　広人は首をひねる。道どう中ちゆうにこちらをうかがう気配はずっと感じていたが、ここが空っぽだとは分からなかった。

「ご神体って、どんなものなんです」

「色々あるけど一般的なのは鏡かがみ。明めい治じの法ほう令れいで鏡に規き定ていされたから。でも勾まが玉たまや剣もポピュラーよね。山や大たい木ぼくや滝たきがご神体ってとこもあるけど」

「すごく大だい事じなものですよね。神しん聖せいで」

「うーん。あのね、ご神体って〝依より代しろ〟なわけよ。神が降りる座くら。降ろしてお迎えする場所よね。大事は大事だけど、本当に大事で神聖なのはそこに宿る神しん霊れい。もちろん、神がいる座をみだりに触れさせるわけにはいかないから、厳げん重じゆうに保ほ管かんされるけど」

　耀姫は腕うで組ぐみすると、祭壇を見つめる。

「神を移すのは容よう易いじゃないし。遷せん座ざ祭さいっていう大おお掛がかりできちんとしたお祭りをしないといけないわけ。ご神体放ほう置ちするのなんか以もつての外ほかよね。天あま津つ神かみみたいな高こう位いの神ならなおさらよ。ご機き嫌げん損そこねて荒あら魂みたまになったらちっとやそっとじゃ収まらないんだから」

　広人は祭壇に目を移す。耀姫がいうとおり、そこにはどんな形けい跡せきもない。ない、が……なぜかひどく気に掛かる。何かに呼ばれているような、無む意い識しきの感覚。

　ふうっと深い息を吐くと、広人は散さん漫まんになっていた気を凝こらす。とたん、

「!?」

　はっと広人は空っぽの祭壇を凝ぎよう視しする。耀姫がびくりとして振り返った。

「なに、どうしたの、広人さん」

　広ひろ人とは答えない。自分が見つめる祭さい壇だんには何もない。

　だが、なんというのだろう。濡ぬれたコップをテーブルに置いたときに生まれる透とう明めいな水すい滴てきの輪にも似た、はっきりと目には見えないが確かにある〝痕こん跡せき〟らしき感かん触しよく。

「……どこかの神じん社じやと合ごう祀しした場合」

　覚えず言葉が口から滑すべり落ちる。

「元もと々もとあったご神しん体たいはどうなるんですか」

「もちろん、合祀先さきでちゃんと祀まつられるよね」

「本当に合祀されてるならいいんですけど」

　広人は祭壇に歩み寄る。やはり間ま近ぢかに立てば痕跡の気け配はいは痛いほどに感じられた。ここには何かがあった。だが、いまはない。──ではどこに？

「そういえば、ここって内ない陣じんがふたつあるんだ」

　耀あき姫ひめは広人のそばを離れて歩いていく。広人はあわててその場を離れて後を追った。先ほどの祭壇のちょうど右側の奥まった場所に、やはりもうひとつ祭壇が現れる。

　そしてここも空からっぽであった。ただやはりかすかな痕跡は感じられる。

「うーん、こっちもやっぱり何もないみたい。困ったよね」

　耀姫は少々肩かたを落とすと、広人を振り返った。

「他の場所に行った方がいいかも。涼りよう子こちゃんたちの居い場所も早く見つけないと」

「いや、耀姫さん」

　広人が手を挙げて押しとどめようとしたときだった。

　ふいに雨あめ風かぜが強くなる。ごう、と本ほん殿でんを揺らすほどの強さで風は吹きつけて、はっと広人と耀姫は息を吞んで天てん井じようを振り仰あおいだ。

　ずずん、と地じ鳴なりのような音が聞こえる。足あし元もとを震わせるその地鳴りは、遠くにありつつもなぜか次し第だいに近づいてくるような気がした。

　ふとその瞬しゆん間かん、広人の脳のう裏りに学芸員いんの男性の話が唐とう突とつによみがえる。

〝……その村はね、水が豊富だったのはいいが昔から地じ滑すべりが多かったんだ……〟

「耀姫さん」

　焦あせった声で広人は耀姫の名を呼ぶ。

「もしかしたら危ないかもしれない、この場所は」

「危ないって、どういうこと？」

「学芸員のひとがいってたじゃないですか。昔から地滑りが」

　その言葉の半なかばを断ち切り、突とつ然ぜん床を突き上げる揺れが襲おそってきた。
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　激しい揺れと地じ鳴なりに本ほん殿でんの床が大きく震え、広ひろ人とと耀あき姫ひめは膝ひざをつきそうになる。

「なに、ちょっとどういうこと!?」

「耀姫さん、こっちへ！」

　広人は当てずっぽうで宙を探り耀姫の細い手て首くびをつかんだ。懐かい中ちゆう電でん灯とうを受け取り、開いたままの扉とびらから、強い雨あめ風かぜが吹きこむ渡り廊下へと走り出る。

　横よこ殴なぐりの風ふう雨うにひるみそうになるが、ふたりは無む我が夢む中ちゆうで廊下を走った。

「氏うじ子こさん、あれ見て。本殿が！」

　耀姫の声に振り返り、広人は懐中電灯を掲かかげる。強い雨あま脚あしの向こう、かろうじて浮かび上がる視し界かいの中で、本殿がゆっくりと傾きかけるのが見えた。

「うわ、は、早く！」

　広人も耀姫も脇わき目めもふらずに走る。拝はい殿でんへ戻ると同時に背後から大きな地鳴りが聞こえた。間違いなく本殿が沈しずむ音だ。

　振り返る余よ裕ゆうも度ど胸きようもなかった。本殿が沈むなら次は連れん鎖さ反応で拝殿だ。

　ふたりは相あい前後して拝殿を通り抜け、外に飛び出た。懐中電灯で足あし元もとを照らしながら、賽さい銭せん箱ばこの横を通り抜け、参さん道どうの石いし畳だたみにつまずきそうになりつつ、狛こま犬いぬのあいだを駆かけ抜け、鳥とり居いをくぐって山やま道みちへと、ここまで来た経けい路ろを逆にたどる。

「え、あれっ」

　広人は戸と惑まどう声を上げる。手て元もとの懐中電灯の光こう量りようが明らかに落ちてきたのだ。どうやらバッテリーが切れてきたらしい。

　普通の乾かん電でん池ち式しきではないのだ、あわてることはない。

　だが普通の状況ではないのだ、あわてるに決まっている。

「こ、こんなときに！」

　広人は必ひつ死しになって充じゆう電でんハンドルをぐるぐる回した。その間も背後から地鳴りは迫る。

「早く、広人さん、早く！　このまま立ち止まってたら危ないし」

「でもこの雨でこの暗さじゃ、明かりがなかったらもっと危険です！」

「道は真まっ直すぐだったでしょ、いいから走って！」

「だけど闇やみ雲くもに走ったら……」

　耀姫は制せい止しも聞かず、広人の腕をつかんで走り出す。広人は弱い懐中電灯の光をなんとか足元に向けようとした。だがそのときだった。

　突とつ如じよ、前を走る耀姫の姿すがたがふっと消えた──かと思った次の瞬しゆん間かん。

「きゃあああっ！」「うわあああっ！」

　滑すべり落ちる耀あき姫ひめに引きずられ、広ひろ人とは前のめりになる。

　だが耀姫が手を振り払ったため、広人はかろうじてその場に踏みとどまった。

「耀姫さん、耀姫さん！」

　広人は下か方ほうに向って叫ぶ。するとかろうじて弱よわ々よわしい返事が聞こえた。

「だい、じょぶ。情なさけないよね……」

　声はそれほど遠くない。滑り落ちた距離は大したことはないようだ。広人はほっとしつつも、焦あせりながら懐かい中ちゆう電でん灯とうの発電ハンドルを必ひつ死しに回す。

　なんとか光こう量りようが元のレベルに戻り、広人は声の方ほう角がくを照らした。

　耀姫は斜しや面めんの中ちゆう腹ふくの木の根ね元もとに引っ掛かっていた。斜面、といっても崖がけよりましなぐらいの傾けい斜しや角度で、この不安定な天てん候こうと足あし場ばではいつ崩くずれ落ちてもおかしくない。

「怪け我がはないですか。結けつ構こうな勢いで滑り落ちたみたいですけど」

「だいじょぶだっ……って、った！」

　耀姫は立ち上がろうとして足あし首くびを押さえる。どうやらねんざしているらしい。

「無む理りしないでください、いま助けますか……」

「待って。広人さん、あれ！」

　ふいに耀姫が頭ず上じようを仰あおいで指ゆび差さした。はっと広人も背後の空を振り仰ぐ。

　暗い暗い木々の梢こずえの向こうに、輝くふたつの光こう球きゆうが見えた。ここからの高さはかなりある。そうだ、この夜、この天候、かなりの距離。それなのに、

「えっ……」

　光球に挟まれて宙に浮かぶ人ひと影かげが誰だれか、広人にはっきりと見えた。

「ねこがみさま!?」

　広人は思わず足を踏み出す。

　ジャージ姿すがたで長い銀ぎんの髪かみをひるがえし、夜の虚こ空くうに浮かぶその少女。

　間違いない、ねこがみさまだ。だがなぜ、ねこがみさまがここに？

「どうして……民みん宿しゆくで俺おれたちを待っているはずじゃ……」

　そこまでつぶやいて、はたと広人は大きく目を見開いた。

「まさか、俺たちが街を離れた隙すきにさらわれたのか!?」

　ということは、あのふたつの光球の正しよう体たいは分からないが、涼りよう子こやひかるやユキメをさらった怪かい異いなのか。少なくとも関かん連れんはあるに違いない。

　そのとき、広人の声に反応したように光球がゆらぐ。ねこがみさまを挟んで光球はふいと向きを変え、いきなり輝きを増して高速で夜空を過よぎって梢の向こうに消えた。

「ねこがみさま！　ねこがみさま!!」

　必死にねこがみさまの名を呼び、広人はとっさに後を追おうとする。

　だが即そく座ざに踏み出しかけた足を止める。

　だめだ、耀あき姫ひめを置いてはいけない。しかしねこがみさまを放っておくわけにもいかない。

「行って」

　冷静な声が足あし元もとの方ほう角がくから聞こえた。広ひろ人とは肩かた越ごしに振り向く。

　懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりの中に、まぶしげに眼めを細める耀姫の姿すがたが浮かび上がる。

「早く。でないとあのバカ猫ねこがどうなるか分からないし」

「でも！」

「あたしは平へい気きだし。鰹かつお屋や家けと氏うじ子こさんにとって大事なのは、アホだし馬鹿だし、考えなしだけど、かけ値ねなしに純じゆん粋すいに氏子さんのこと想おもう、あのバカ猫よね！」

　耀姫は〝氏子さん〟呼びに戻っていた。広人にはその意い図とが分かる。わざと距離を置いているのだ。広人を突き放し、ねこがみさまのところへ行かせるために。

「早く。早くしないと見み失うしなっちゃう、バカ猫を取り戻せなくていいの！」

　広人は懐中電灯の握りを強く握りしめた。

　雨あま音おとと遠くから響ひびく山やま鳴なりと、耀姫の声と、遠ざかった光こう球きゆうの行方ゆくえと、すべてが広人を焦あせらせ、正しい判はん断だんを狂わせる。

（俺おれが行きたい方角はどこだ。どこなんだよ、俺）

　足あし元もとを震わせる地じ鳴なりが近くなる。焦りは極きよく限げんまで高まりあふれそうになる。

「早く行ってよ！　あたしは神なのよ、神じん通つう力りきで自分のことは面めん倒どう見みられるよね。氏子さんがどうにかなったら誰だれがあのバカ猫助たすけるの。早く行って、早く！　お願いだから！」

（俺が行きたいのは、どっちだ）

　引きちぎられそうな胸の奥で広人は必ひつ死しになって考える。迷うその脳のう裏りに、ねこがみさまのあどけない笑顔が一いつ瞬しゆんよぎる。

　みことと一いつ緒しよにほほ笑えみ合う楽しげな姿。こちらに向ける無む邪じや気きで愛くるしい笑み。

　いつも自分のそばにいて、励はげまして、一いつ生しよう懸けん命めいな、自分のたったひとりの神さま。

　──広人────！

　突とつ如じよ、脳裏に清すが々すがしい声が響き渡った。

　姫ひめ華かと対たい峙じし、怒りに理り性せいを失って力にわれを忘れたあのとき、閉ざされた思し考こうの曇りを払い、眼を覚まさせてくれた、明るく清らかなあの声こわ音ねだ。

（俺が、俺が、本当に、助けたいのは……！）

　広人は口くち元もとを押さえる。叫びたくて叫びたくてたまらない衝しよう動どうを渾こん身しんで抑えつける。

（…………ねこがみさま…………！）

　突とつ如じよ、広人は振り捨てるようにその手を離すと、

「氏うじ……広人さん!?」

　斜面へ向って駆かけ下りた。その後を追うように地じ響ひびきが大きくなる。

　それを無む視しし、広ひろ人とは木の根ね元もとにしゃがみこむ耀あき姫ひめに走り寄って抱き起こす。

「背中におぶさってください。急いで！」

　耀姫は何かいいかけたが、広人の必ひつ死しの様よう子すに口をつぐみ、すぐに背中に乗った。

　広人は片手で耀姫の尻しりの下を支え、もう片手で懐かい中ちゆう電でん灯とうを持つと、無む我が夢む中ちゆうで行き先も分からずに斜しや面めんを駆かけ下り始めた。

　とてつもない音で地じ鳴なりが迫る。雪崩なだれのごとき轟ごう音おんが背後から追い掛けてくる。

　木々に爆ばく音おんがぶつかり、めきめきという折れる音まで響ひびいてくる。不ふ安定でおぼつかない視し界かいもあいまって、その音は逃げる広人の身をすくませるような気がした。

　だが振り返らない。広人は決して振り返らない。

　最後は勢い余って斜面を滑すべり落ちるように駆け下りる。

　足あし元もとが固い地面につく。どうやらそこは村をつらぬく道路のようだ。広人は立ち止まらず、息を荒らげながら、耀姫の体を揺すり上げて走る。

　やがていくぶん開けた場所に出た。背後の地じ滑すべりは止やんでいる。

「もう、もういいし。大だい丈じよう夫ぶだから、広人さん」

　耀姫が広人の背からよろけながら降り立った。広人もその場にがくりと膝ひざをつく。

　荒い息でのどが焼けつくように痛い。心しん臓ぞうは爆ばく発はつしそうに鼓こ動どうを打っている。降りしきる雨がいっそ心地ここちよいくらい体が熱かった。

「うわ、あ、はあ」

　広人はぐたりと尻をつき、両手も背後について空を仰あおいだ。口を開くと雨が飛びこむ。乾いて熱い口の中に注そそぐ雨を、広人は溺おぼれそうになるほど飲みこんだ。

「……なんで」

　ねんざした足あし首くびを引きずりながら、耀姫が広人の前に回った。

「なんで、バカ猫ねこの後を追いかけなかったわけ？」

「え──」

「もうどこに行ったか分からないじゃん。いいの、バカ猫のこと大事じゃないの？」

　耀姫はうなだれる。広人の前で首を垂れる姿すがたは、雨に打ち据すえられているようだ。

「だって、だって……分かってるし」

「分かってるって、何を」

「広人さんが、本当は……本当は、あのバカ猫を助けに行きたかったんだって」

　ずくり、と広人の胸が疼うずいた。

「なのにどうして？　そんな優しさを、あたしがありがたがると思うわけ？」

「ありがたがって、もらいたい、わけじゃ、ないですよ」

　荒い息を何度も何度も吐き、やっと呼吸が落ち着いてきて、広人は身を起こした。

「でも……耀姫さんの指し摘てきは……ある意味、正しい、かも」

「……え」

「俺おれが耀あき姫ひめさんを助けたのは」

　ユキメの告こく白はくに答えたときの気持ちを広ひろ人とは思い返す。

　ときにひとは偽いつわりを告げることの方が簡かん単たんであったりする。真実が相手を傷つけるのではないかと思えばなおさらだ。方ほう便べんと己おのれを偽る方が世よを渡るには容易たやすい。

　だが結局、噓うそは広人にとって簡単なことではなかった。

　そうだ、それは優しさではない。呵か責しやくに耐えられない自分の弱さだ。

　それでも己の誠せい実じつさに基づいて答えるしかない。やがて破は綻たんするだろうごまかしで逃げていれば、壊こわしたくない絆きずなまで破綻するはずだ。

「ねこがみさまに……〝嫁よめを大切にしてくれ〟っていわれたからです」

　耀姫が息を吞む気け配はいが雨の中から伝わってきた。

「それ、どういう、意味」

「言葉通りの意味です」

　耀姫の声こわ音ねは重かった。広人は体が強こわ張ばる。

　どう受け取られても仕方ない、曲きよつ解かいされても当然だ。しかし噓偽りのない答えだった。

「俺が幸せになるために、嫁を大切にしようって思ったわけじゃないんです。ねこがみさまの望みを、俺は叶かなえたかったんです」

「望み……」

「嫁である耀姫さんを見み捨すてたら、ねこがみさまはきっと哀かなしみますから」

「なに、それ」

　雨あま音おとに負けそうな、か細くわななく声が響ひびいてきた。

「なにそれ、なにそれ、わけ、分かんない」

「……すみません」

「あ、あ、あたしのこと」

　いきなり耀姫が地面に膝ひざをつき、広人に顔を近づける気配がした。

「〝嫁〟だって認めてくれるの!?」

「へっ!?」

　そこか、そこなのか！　と広人は胸の内で叫ぶ。

　確かにそこは告げたかったが、広人としては二に義ぎ的てきなポイントのつもりだった。なぜならすでに耀姫のことは家族だと認めたわけで、嫁名めい簿ぼだってあるわけで、当然の前ぜん提ていで──

「ほんと？　本当に嫁なの？　あたしのこと、嫁だって思ってくれるの!?」

　しかし耀姫にとってもっとも重要なのはそこだったらしい。

「も、もち、もちろん、です」

　改めて問い質ただされると広人は非常に照れくさくて言葉に詰まる。

「ひろ、とさん……」

　耀あき姫ひめは泣きそうな声でつぶやくといきなり、

「広ひろ人とさあんっ！」

「わあああっ」

　膝ひざでジャンプするようにして広人に大きく抱きついた。危うく背後の水みず溜たまりに後こう頭とう部ぶから突っこみそうになり、広人は両手で体を支える。

「広人さん、広人さん……なによ、こんなに何度も泣かせて、やっぱり……ひどいし」

　耀姫はぐすぐすとしゃくり上げながら、広人に抱きつく。

　その体を抱きしめて、広人は雨の中でほほ笑えんだ。

　面めん倒どくさいのが嫌きらいな風ふうに見えて、本当は情じようが深くて、そしてかたくなで、何度も何度も確かめなければ心が開けないような、そんな少女。

　広人は、やっとこれで耀姫を捕つかまえられたような気がした。

「ひどいかもしれないですけど、でも、今度は謝りませんよ」

「謝れなんていってない、し。なによ、なによ、もう」

　耀姫はぷるぷると頭を振ると、ぐいと顔をこすって身を起こした。

「そ、それより、早くバカ猫ねこを、助けに行かないと」

「それについては、落ち着いて考えましょう……そう焦あせることじゃないです」

　きっぱりと広人は答える。呆あつ気けに取られたように、耀姫は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくする。

「どうして？　だって、あんな得え体たいの知れない相手に連れていかれたのよ！」

「明らかに俺おれたちに見せつけていたじゃないですか、あれは」

　広人は脳のう裏りに先ほどの光こう景けいを思い浮かべる。

　あの激しい雨の中、ふたつの光こう球きゆうは、まるでこちらの居い場所を知っているように、まさに木こ立だちのあいだの見通しのいい空間を選んで宙に浮かんでいた。

　そして誘うかのごとくねこがみさまの姿すがたを誇こ示じして去っていったのだ。

「だからきっと、俺たちの動きは把は握あくしてるはずです。それより耀姫さん」

　ふと胸にわだかまっていた疑ぎ念ねんが、このときやっと言葉になった。

「もしかしたら、その……耀姫さんは、神じん通つう力りきが」

　ふっと雨が止やんだ。

　あれだけ激しかった雨が突とつ然ぜん、どんな前まえ触ぶれもなく、一いつ滴てきも落とさず消えた。

　広人と耀姫がはっと頭ず上じようを振り仰あおぎ、ぐるりと見回す。

　次の瞬しゆん間かん、突とつ如じよ目の前をまばゆく白く燃え盛さかる火ひの玉たまがよぎった。

「な、なに!?」「耀姫さん、危ない！」

　広人は耀姫を抱いて顔を伏せる。危ういところで火の玉はふたりをかすめて彼方かなたへ飛び退すさった。かと思いきや、周囲を無む数すうの気け配はいが逃げ場を閉ざして取り囲む。

「誰だれよね、あんたたち！」

　耀あき姫ひめは気き丈じような声こわ音ねで怒ど鳴なると、広ひろ人との肩を支えにして立ち上がった。だがねんざした足あし元もとは覚おぼ束つかない。気き力りよくで背せ筋すじを真まっ直すぐにしているが、広人がいなければ倒れそうだ。

　それでも彼女は得え体たいの知れない相手に向かって臆おくせず挑いどむ。

「あたしを八や頭ず龍りゆうの大おお神かみって知っての暴ぼう挙きよなわけ。喧けん嘩か上じよう等とうじゃん！」

「耀姫さん、危ない、駄だ目めだ！」

　広人が叫んだとき、一いつ斉せいに羽ばたきが起こった。

　その刹せつ那な、耀姫は広人の肩を突き飛ばすと足の痛みを気にする素そ振ぶりも見せずに大きく前に踏み出す。広人は耀姫の全身から発せられる無む言ごんの気き迫はくを感じ取った。

　頭ず上じようから翼つばさの乱れ飛ぶ音が襲おそいくる。

　瞬しゆん間かん、ごう、と耀姫の周囲から渦うず巻まく風が立ち上った。

「────[image: ]」

　耀姫が腕を閃ひらめかせる。と同時に一いち陣じんの烈れつ風ぷうが放たれた。

　夜空に何かを切り裂さく鋭い音が響ひびき渡る。一いつ瞬しゆん、襲しゆう来らいする気け配はいが霧む散さんした。

「……えっ」

　だが突とつ如じよ、暴ぼう風ふうは消え去る。

「なぜ、どうして……きゃああっ！」「耀姫さん！」

　広人は地を蹴けり耀姫に飛びついて抱きしめ地面に横よこ様ざまに転がる。

　頭上を無む数すうの黒い羽ばたきがすさまじい速度で通り過ぎた。しかし羽ばたきは宙で反はん転てん、急きゆう激げきに向きを変えて広人たちに襲いかかってきた。

「わあっ！」

　広人は耀姫を抱きしめて身を伏せた。その背を翼が打ち据すえ、鋭いかぎ爪づめが引き裂く。鋭く強い痛みが背中一いち面めんに走った。

「やめてください、やめ……うわああっ！」

　襟えりをかぎ爪でつかまれ広人は耀姫と引きはがされ、激しく後ろに転てん倒とうした。

「もう、もう許さないから！」

　耀姫が激げきした声で立ち上がり、正しよう体たい不明の者どもの襲来に負けじと叫ぶ。

『──八頭龍大神、というたか』

　ふいに羽は音おとがざっと音を立てて引いた。

　代わりに陰いん々いん滅めつ々めつとした声こわ音ねが聞こえてくる。

　声はひとつではない、複ふく数すうの相手が同時に発声しているような異い様ような響きだ。

　耀姫は足を引きずりつつ、広人をかばうためにか前に立ちふさがる。

「そうよ。東京ローカルの産土うぶすな神がみだけど、あたしの力くらい察さつ知ちできるでしょ」

『──虚きよ勢せいも偽いつわりも要いらぬ。ただの』

　複ふく数すうなのに抑よく揚ようのまったくない声が、淡たん々たんと告げた。

『……人間の小こ娘むすめに、用はない』

　先ほどまで闇やみだった周囲は、このときなぜかほの明るかった。周りを取り囲む異い形ぎようの者どもの妖よう力りよくのせいかもしれない。ただし彼らの姿すがたは闇に沈んでいる。

　それでも目をこらせば、広ひろ人とには自分と耀あき姫ひめの姿や足あし元もとは見渡せた。

　だから耀姫の愕がく然ぜんとした横よこ顔がおは、はっきりと見て取れた。

「うそ」

　小さな震えるささやきが耀姫の唇くちびるから滑すべり落ちる。

「うそ、うそ、なに、馬ば鹿かなこといってるわけ！」

『──うそも戯ざれ言ごとも、汝なんじがいうておる』

　酷こく薄はくな響ひびきで異形どもの声が告げる。広人はごくりとつばを飲みこんだ。

　先ほど自分が耀姫に告げようとした言葉。

〝……耀姫さんは〟

　はっきりと問うのがためらわれた疑ぎ念ねんは、いまや確かく信しんに変わった。

〝もしかしたら……神じん通つう力りきを失っているのでは？〟

　この村に入って以降、こちらを見張る視線をまったく感じなかったこと。廃はい神じん社じやの神しん殿でんに置かれたご神しん体たいの痕こん跡せきらしき気け配はいが察さつ知ちできなかったこと。

　あの地じ滑すべりの際の無む力りよくな様さま。警けい戒かい心しんのなさ。

　──そして、先ほどのふいにかき消えた風。

　なにもかも、常つね日ひ頃ごろの彼女ではない。

　だがなぜ？　なぜいきなり耀姫の神通力は消え失うせてしまったのか？

『恐れるべきは、汝だ』

　唐とう突とつに彼らの言葉は広人を指し向こうした。

「え!?　おっ、俺おれ!?」

『人間だと思われるのに、得え体たいの知れぬ通力を感じる』

　広人の背せ筋すじが凍こおる。確実に声の敵てき意いはこちらに強く向かっている。

『汝が、我らが神をとらえて離さぬのを知っておる』

「我らが、神……って、まさか」

　はたと広人は察知した。

　この村に祀まつられていた神。ねこがみさまがアメノウズメノミコトの幸さき魂みたまならば、そしてこの謎なぞの異形たちが村の住民──かどうかは定かではないが──ならば、我らが神というのは、まさしく、〝ねこがみさま〟を指し示している。

「我らが神……って、でも、ねこがみさまは俺の、鰹かつお屋や家けの」

『汝が奪うばった』

　抑よく揚ようがないのに、声は鋭く尖とがる。

『我らが神の降りる座くらを盗ぬすみ、我らから神を奪うばい去った』

　神の座、とは耀あき姫ひめの解説からするとご神しん体たいのことだろうか。

「し、知らない、俺おれたちがここに来たときすでにご神体はなかっ」

『しらばくれるか！』

　びしりと打つような強い声が響ひびき、広ひろ人とは思わず膝ひざをつきそうになる。

（そんな、声に、言葉にこんな力が!?）

　自身の〝言こと霊だま〟を思い返す。声と言葉にこめた霊れい力りよくで相手を打ち倒す力だ。

　広人は息を吞み、必ひつ死しに足を踏みしめて体勢を立て直す。

「勝かつ手てなこといってくれちゃって」

　会話に耀姫が割り込む。

「いい加か減げんにしてよね。しかもあたしのことまでただの小こ娘むすめ呼ばわりして」

「待ってください、耀姫さん。うかつな挑ちよう発はつはだめです」

「広人さんは黙だまってて。あたしの本ほん性しようを見せつけてあげるよね」

　耀姫は気づいていないのだろうか？　自分が神じん通つう力りきを失っていることが。

『身の程ほどを知らぬ無む謀ぼうさ』

　口く調ちようは平へい淡たんだがあざける響きは確かにこめられている。

『だが我らは返へん還かんを求めねばならぬ』

『返さぬというのなら』

　ふっと広人と耀姫を包んでいたかすかな光が消えた。

『行こう使しするのみ』

　ぞわりとする霊れい気きが立ち上る。次の瞬しゆん間かん、

『──────跪き坐ざ』

　ふいに巨きよ大だいなハンマーのごとき力が広人に振り下ろされた。

　あ、と声を上げる余よ裕ゆうもない。恐ろしい無む形けいの衝しよう撃げきに広人は今度こそ膝をつく。

「広人さん、広人さん！　いったい広人さんに何を」

『──────静せい黙もく』

　言葉が響いた刹せつ那な、耀姫の声は舌したを縫ぬい止められたように消えた。

　耀姫が必死になって声を絞しぼり出そうとする気け配はいが闇やみから伝わる。目に見えぬ力に膝をつかされたまま、広人は懸けん命めいに耀姫の名を呼ぼうとする。

「あ、耀姫、さ……ん。耀姫さん……！」

『──────俯ふ伏ふく』

　がつん、と目の奥に火ひ花ばなが散るほどの強い力に後こう頭とう部ぶを押さえつけられる。

　頭が上げられない。広人はうつむき、うなだれたまま暗い地面を見つめるしかない。

　耀あき姫ひめが駆かけ寄ろうと振り返る気け配はいがした。

『──────遏あつ止し』

　しかし矢のごとく投げられた言葉が耀姫の気配を殺す。

　あまりの恐ろしさに広ひろ人とは背せ筋すじが凍こおる。闇やみ雲くもに力を行こう使ししてきた自分とはまったく違う、的てき確かくで、効こう率りつ的てきで、強きよう烈れつな指し向こう性を持つ〝言こと霊だま〟。

『我らが神の座くらを、疾とく戻すがよい』

　陰いん々いんとしたこだまを引き連れたいくつもの声が、広人の頭ず上じように降る。

（知らない。そんなものの行方ゆくえは知らないんだ）

　無む理りやりに押さえつけられ、下がってくる血に苦しくなりながら、広人は心の内で繰り返す。だがその言葉を音にすれば、さらに強きよう固こに押さえつけられるはずだ。

「……こ、答える、前に、聞きたい」

　広人は足あし元もとの闇やみを見み据すえて声を押し出す。

「返してほしいといいながら、ねこがみさまはもう、手て元もとにさらった、じゃないか」

『──なに』

「ね……ねこがみさまだけじゃ、ない」

　ふっと相手の気が緩んだ感覚がした。その隙すきを逃のがさず広人は頭を上げる。

「俺おれの仲間……いや、家族を、なぜ奪うばったんだ」

『家族』

「そうだ。俺の家族だ」

　ふつ、と広人の腹の底から怒りが湧わき上がる。

　感情を制せい御ぎよしなくてはならない。暴ぼう走そうさせれば、望まぬ結果だけが引き起こされる。

　しかし怒りは力だ。自分が発する〝言霊〟に力を与える強い感情だ。

　広人は感情を抑えるのでなく、怒りの向きを意い識しきする。

「返せ」

　闇の彼方かなたにいる気配に意識の行き先を向ける。口に出す音のひとつひとつに、広人は怒りからくる力を乗せて、楔くさびを打つように、放つ。

「神の座を返してほしいなら、まず、俺の家族を────返せ！」

　びくり、とすくむ様さまがいくつも闇を伝わった。

　ふっと広人にかかる力が緩む。その機きを捕とらえ、広人はぐいと立ち上がった。

『──────靡び散さん！』

　突とつ如じよかん高い少女の声が響ひびき渡る。

　はっと広人が息を吞んだ刹せつ那な、周囲の気配が一いつ斉せいに飛び立った。振り仰あおげばいつしか晴れていた星の夜空を、無む数すうの黒い影が覆おおって飛び退すさるのが見えた。

「あ、あっ、あ！　声……出た……体動うごく……広人さん！」

　わざを解かれて解放されたのか、耀あき姫ひめが名前を呼びながら抱きついてくる。その体を受けとめると、広ひろ人とは前方の闇やみを見み据すえた。

『──なぜ』

　無む数すうに飛び去った羽ばたきに取り残され、ひとつだけ地上に残った気け配はいが、黒々とした老ろう人じんの声を発する。いま無数の気配を追い払った少女のものとは違う、別の存在だ。

『我らと相あい対たいする。同じ種しゆでありながら』

『その男おの子こは神の座くらのありかを知らぬのじゃもの』

　老人の声と少女の声とは不ふ穏おんな気配を秘ひめながら言葉を交わす。

（どういうことだ？　こいつらは二に派はに分かれているのか？）

　同じ種しゆ族ぞくでありながら、広人と耀姫を襲おそった容よう赦しやない老人の側と、それをいさめる少女の側。内ない実じつは分からないが対立は明めい白はくだ。

　広人は懸けん命めいに彼らの会話に耳を凝こらす。

　この不ふ鮮せん明めいで不ふ可か解かいな状況を、なんとか把は握あくしようと努める。

『神の座を奪うばったのは、その男子ではないのじゃからな』

　少女の声には思わずひれ伏したくなる威い厳げんがある。広人は無む意い識しきにつばを飲みこんだ。

『汝なんじらがさらった人間と妖あやかしは、我らが貰もらい受けた』

『なんだと』

　老人が平へい淡たんな口く調ちようを振り捨て、激げつ高こうした声こわ音ねで答える。

『勝かつ手てな真似まねを』

『力ずくばかりで交こう渉しよう事ごとに長たけておらぬ汝らに預けても、無む駄だじゃもの』

『我らが隙すきをついて奪ったのだ。汝とて勝かつ手ては許さぬ』

　ばさり、と大きな翼つばさを広げる音とともに、ごう！　と強い風が生まれる。しかし少女の声はまったく平へい然ぜんと返した。

『いまの──鰹かつお屋や広人の力を感じたじゃろう。それが持つ言こと霊だまは鍛きたえておらぬだけで、十二分に我らに伍ごする。力ずくで押さえつければつけるほど、神の座は遠ざかる』

『だが』

『見ておるといいのじゃ』

　短く言葉がいい捨てられた刹せつ那な、視し界かいの前方がふっと明るくなる。

　その明かりの中から歩み出る姿すがたに広人は大きく剝むくように瞳ひとみを見開いた。

「み……みことちゃん!?」

　保ほ育いく園えんのスモックを着たあどけない小さな姿は、間違いなくみことだった。

「……ねこがみさま、ここにいる」

　みことが小さな腕を上げ、後方を指し示した。そこにも小さな明かりが生まれた。

「────ねこがみさま！」「バカ猫ねこ！」

　ジャージ一枚のねこがみさまは、ゆっくりと前に歩み出てきた。顔色は青ざめ、いまにもその場に倒れそうなほど足はふらついている。

　だが確かにねこがみさまだ。広ひろ人とは胸に喜びがこみ上げる。

　喜んでいい場合かは分からないが、それでも連れ去られて行方ゆくえを見み失うしなったことを思えば、広人は嬉うれしさと安あん堵どが抑えられない。

「……広人」

　しかし耳に聞こえてきたのは、戸と惑まどう弱よわ々よわしい声こわ音ねだった。

『我らが崇あがめる、対ついの二にち柱ゆうの神は、失われた』

　みことの背後からいくつもの声が響ひびいてきた。

　どうやら老ろう人じんに敵てき対たいする少女の側の眷けん属ぞくだと思われた。

『だがやっと、一いつ柱ちゆうの神は取り戻せた。やっと、やっとこの地に帰き還かんしたのだ』

『あともう一柱。依より代しろを奪うばわれ、その名も失われた神』

『その神を、我らは取り戻さねばならぬ』

　矢や継つぎ早ばやに声は降る。力を指し向こう／施し行こうしなくとも、間違いなくその言葉には何らかの通つう力りきや霊れい力りよくがこめられており、広人は無む形けいの圧力を感じてたじろいでしまう。

『奪うばったのは』

　ぐわりとした敵てき意いが広人へ向けられた。

『──汝なんじの祖そ父ふ』

　がつん、と広人は横よこ様ざまに殴なぐられた気がした。

『汝の祖父が二柱の神の座くらを奪い、この村を捨て、逃とう亡ぼうした』

『なにゆえそのような所しよ業ぎようをなしたかは、定かではない』

『だが間違いなく、汝の祖父、鰹屋広こう太た郎ろうが奪い去ったのだ』

　思い当たる節ふし々ぶしが脳のう裏りによぎる。

　過去を語らなかったという祖父。逃げるように故こ郷きようを出て西にし東とう京きよう市しに出てきたという祖父。出しゆつ自じを偽いつわった祖父。怪かい異いについて研究していた祖父。

　そして、すべてを語らずに受け入れた──祖そ母ぼ。

『もう二度と、我らが神を奪われるわけにはまいらぬ』

「だ、だけど、だけど！」

　しかし広人は勇気を奮ふるっていい返す。

「あなたがたの神が〝アメノウズメノミコト〟なら、確かに、ねこがみさまは同どう一いつの神かもしれない。ねこがみさまは……アメノウズメの幸さき魂みたまだから。だけど」

　広人は詰まりそうになる声を必ひつ死しに喉のどの奥から押し出そうとする。

　ねこがみさまは鰹屋家けの氏うじ神がみだ。そのはずだ。彼女自じ身しんがそう告げたのだから。

「ねこがみさまは、俺おれの神様なんです。あなたがたの神じゃない、そのはずだ！」

「──いいえ」

　意い表ひよう外がいの否定が声にかぶさり、はっと広ひろ人とは息を吞む。

「広人……われはここに残りまする」

「！」「な、何いってるわけ、バカ猫ねこ！」

　ずっと無む言ごんで聞いていた耀あき姫ひめが声を張り上げた。

「あんたは鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみでしょ。自分でそういい続けてきたじゃない。広人さんを」

　ふっと耀姫の声が沈む。しかし彼女は無む理りやりなように言葉を続けた。

「あんたの、たったひとりの氏うじ子こを失って、いいの。自分が鰹屋の氏神だってこと、いまになって放ほう棄きするわけ？　そんな無む責任なことでいいわけ!?」

「ですが、聞かされたのでありまする。われは」

　震える切れ切れの声が、かろうじて広人の耳じ朶だに届いた。

　しかしそのか細い声は、正しよう体たい不明の異い形ぎようたちが持つ言こと霊だまよりも遥かに強きよう大だいな力で、

「われは……いずれ、荒あら魂みたまになるか、消え失うせるのだと」

　広人を、打ちのめした。

　しばらく広人は言葉が出なかった。息も吐けなかった。いいや、息をしていたか心しん臓ぞうも正しく動いていたか確かく信しんが持てなかった。

「……な」

　やっとのことで生まれたのは、言葉ともいえない闇やみ雲くもの音だった。

「な、ぜ。なぜ、そんな、なぜ」

『依より代しろを失った神は迷い神となるのだ』

　正しい思し考こうができない広人の耳に、少女の眷けん属ぞくだろう異形たちの言葉が続く。

『祀まつることもできず、あるべき場に返すこともできず』

『迷ったまま、いずれ荒ぶる魂になるか、あるいは消しよう滅めつする』

『合ごう祀しもされずに廃はいされて、禰ね宜ぎもなく、遷せん座ざ祭さいもできぬ』

『新たな神の座くらを見つけることも、叶かなわぬ』

『ゆえに、鰹屋広こう太た郎ろうの血けつ縁えんたる汝なんじに乞こう』

　自じ失しつの広人をさらに強く打ち倒すがごとく、声は断じた。

『血縁の罪を償つぐなうがよい』

「償い……」

　ぼんやりと広人が返すと、異形の声はさらに響ひびき渡った。

『奪うばわれた神の座をここへ戻せ。でなければ』

『さらった人間も妖あやかしも、返すことは叶かなわぬ』

　弾はじかれたように広人は頭を上げ、ねこがみさまとみこととその背後の気け配はいを見み据すえる。

「でも、そんなものどこにあるか俺おれは……知らないんだ」

『知らぬなら、探すしかない』

「どんなものかもどこにあるかも分からないのに！」

『ならば返せぬ』

　冷れい徹てつな声が広ひろ人との言葉を両りよう断だんする。広人は唇くちびるを嚙かんで目を落とす。

『我らとて、神の加か護ごを失うたとき、記き憶おくも奪うばわれた』

『神の座くらがいかようなものか、我らにも分からぬ』

「そんな、誰だれも知らないものを返せなんて……」

　できないといったら、といいかけた言葉をこらえる。できなければ当然、さらわれた三人は帰ってこないどころか、ねこがみさまも消え去るのだ。

『我らは縄なわ張ばりを離れて人ひと里ざとへは降りられぬ』

『このまま神の座が戻らず、失われたままでは、この土地は』

『荒あら魂みたまと化した神に蹂じゆう躙りんされるか、守りを失って悪あしきモノを呼び寄せるか』

『さすれば人ひと里ざとにもその波は紋もんは広がるであろう』

　はっと広人は身を強こわ張ばらせた。

　体の脇わきに下ろしたこぶしを知らず知らず握りしめる。逡しゆん巡じゆんは迷めい路ろのごとくぐるぐると終わらず、解決の手掛かりも、迷いの出口も見つからない。

　だが結局、答えはひとつだと理解する。どう伝えるかが問題なのだ。

　広人は頭を上げる。そしてこの闇やみのいずこかにいる相手に告げる。

「……探します」

　それは大おお海うな原ばらに落ちた一本の針はりを探すようなものだった。

　いや、針という正しよう体たいすら分からない。海うみ彦ひこは山やま彦ひこに無む謀ぼうな命令をしたが、針だと分かっていただけまだましだった。これは大たい海かいに落ちた〝なにか〟を探さねばならないのだ。

「でも」

　でも、という否定の接続詞しに強い力をこめて、広人は発言した。

「俺おれたちの家族は、この場で返してもらいます。むろん」

　次の言葉にはいっそう、覚かく悟ごと強きよう固こな不ふ屈くつの意い志しをこめる。真まっ直すぐにねこがみさまを見つめ、広人ははっきりと声を形にした。

「……ねこがみさまも」

　ざわり、とその場の気け配はいが一いつ斉せいにざわめいた。

『──させぬ！』

　広人を吹き飛ばす勢いの激げつ昂こうの言葉が、その場を駆かけ抜けていった。

『やっとこの地に戻られたのだ。二度と失うわけには参まいらぬ』

「そうなのです、広人」

　ねこがみさまもわななく声こわ音ねで後を引き取る。

「消えるのも耐えがたいのです。……ですが」

　ジャージの余った袖そでと長い裾すそを握りしめ、ねこがみさまはうつむいた。

「万まんが一いち、広ひろ人とのそばで荒あら魂みたまとなったなら……われはきっと、耐えられませぬ」

「そうはなりませんよ」

　断だん固こたる声こわ音ねで広人は告げる。

「だって、少なくともねこがみさまの神の座くらは分かってる」

　再びその場がざわめいた。耀あき姫ひめがはたと何かに気づいたか目を見開く。

「ああ、そうか！　そうよね、でもそれは仮の依より代しろじゃないの」

「仮でもそれは確かに依り代ですよ、つまり」

　広人はねこがみさまのぴょこん、と頭から出ている猫ねこ耳みみを指ゆび差さした。

「俺おれが拾ったあの子こ猫ねこが、ねこがみさまの依り代──〝神の座〟です」

　ねこがみさまはぱちくりと瞳ひとみを瞬まばたかせる。そしてはっと両の手で頭の猫耳を押さえた。

　その可愛かわいい様さまを目にして、こんなときなのに広人は笑えみが浮かぶ。

『だがやはり仮は仮だ』

　いくつもの冷れい徹てつな声が重なって響ひびき渡る。

『生けるものが依り代ならば、命尽つきたときに神が依るものが失うせる』

『返す儀ぎ式しきもできぬまま、神が放たれることとなる』

『ゆえにいつか消え去るか、変へん容ようすることとなる』

「だから、決してそうはなりません。なぜなら」

　広人はゆっくりと、声に重みと確かく信しんを乗せて発言した。

「俺が信じているからです」

『なに』

「ねこがみさまは俺の神であることが存在意い義ぎなんです。そういってくれたんです」

　広人は得え体たいの知れぬ者どもに語りかけるのを止やめた。

　語りかけるべきは、自分の存在が揺らぎかけているねこがみさまだ。

「何度も、何度だって、俺はいいますよ。ねこがみさまは俺の神さまです。俺に家族を与えてくれた、俺の神さまなんです。俺が信じている限り──それはもう、ずっとずっと俺が死ぬまで──ねこがみさまは俺の神さまであり続けるんです」

「広人……」

「だから、ねこがみさまは俺がいる限り消えない。俺が信じる限り、〝ねこがみさま〟以外の何かに変わるはずがない。俺は」

　一いつ瞬しゆん、広人の耳じ朶だにある声がよぎる。

〝……本当は……本当は、あのバカ猫を助けに行きたかったんだって……〟

　それはなぜだ。鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみだからか。

　本当は、本ほん心しんは、耀あき姫ひめよりねこがみさまのもとに行きたかったのは、ねこがみさまが自分の〝神〟だからか。

　また別の声も広ひろ人との脳のう裏りをかすめた。

〝本当はふたりきりでお暮らしになりたいんでしょう。大好きな人と。大好きな……〟

　かつて自分だった骨が葬ほうむられた場所で、苦しげな声でミミはこう告げた。

〝大好きな、一番大たい切せつな……〟

　その後を彼女はいわなかった。だが形にならなかった名前を広人は分かっている。

　俺おれは、と広人はいいかけてその後が続かない。だが続けなければ言葉は完成しない。ねこがみさまをつなぎとめるためには、最後までいい切らなければならない。

　だから広人はいった。思い切って無む理りやりに、すべてを吐き出した。

「……俺は、ねこがみさまを俺の神様として、信じています」




　そして初めて、己おのれを偽いつわった。




「ねこがみさまは鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみです。返してもらうまで、俺はここを離れない」

『分ぶが悪いのは汝なんじであるぞ』

「いいえ、同じです」

　今度は確かく信しんがあった。自分を偽らずに広人ははっきりと告げることができた。

「ねこがみさまと俺の家族を返してもらう交こう換かん条件として」

　ただしそれは、深く暗い海の底に落ちた〝正しよう体たい不明〟を見つけ出すことだ。

「もう一いつ柱ちゆうの神の座くらを探し出し、あなた方のもとへ返します」

　念ねん押おしとして、広人はさらにもう一ひと言こと加えた。

　自分たちの立場が対たい等とうである、と強きよう調ちようするために。

「人ひと里ざとに降りられないあなた方の代わりに、俺が、きっと探し出します」

　今度はざわめきは生まれなかった。ただ何かを推おし量はかり、互いの思おも惑わくを探る、重い沈ちん黙もくばかりが生まれ、その場を支配した。

『ほうほう、それが交こう渉しようのわざか。ひとの分ぶん際ざいでなかなかのものだ』

　嘲あざけり笑う老ろう人じんの声が響ひびく。

　褒ほめられているのかけなされているのか分からず、広人はうかつな返事ができない。

『だがいまの約やく定じようは、己を縛しばるものであるぞ』

「……分かっています。そのつもりでいいましたから」

『口だけは上じよう等とう、上等』

　言葉自じ体たいは面白がる様よう子すだが声こわ音ねは平へい淡たんに戻り、感情はうかがえない。

『分かっていような。汝は己の命が尽きるまでは神の座くらは安あん泰たいというた。すなわち』

　老ろう人じんの声はふいに鋭く酷こく薄はくになる。

『汝なんじの命が尽きれば神の座くらも潰ついえる』

　重い事実が頭ず上じように食らわされる。広ひろ人とはひるんで覚えず一歩足あしを引いた。

『しょせん仮かり初そめの座。正しい神の座に遷うつし、禰ね宜ぎのおる社やしろにて祀まつられねば、汝の生が終ったとたん、どのような変へん異いが起こるやも分からぬ』

「そうですね。当とう座ざしのぎだと理解しています」

　──そうだ、これは俺おれのわがままだ。ねこがみさまを離したくないという。

　しかし広人はその言葉を飲みこみ、口には出さない。

　真まっ直すぐにこちらを見ていたみことはふいに一歩足を引き、くるりと背を向ける。

「みこと!?」

　ねこがみさまが止める間もなくみことは歩き出し、背後の闇やみに紛まぎれる。

『──〝言こと霊だま〟の力を持つ鰹かつお屋やの血けつ縁えんよ』

　かん高い少女の声が、いずこからか明めい瞭りように響ひびき渡った。

『己おのれを縛しばるその言葉に免めんじて、預かる者たちを返そう。そして』

　言葉の次の瞬しゆん間かん、ばさりと大きな羽は音おとがしたかと思うと、広人たちのすぐ隣となりの地面に三人の少女が横たわっていた。とっさに広人は駆かけ寄り、三人をのぞきこむ。

「部長、ひかるさん、ユキメさん！　しっかりしてください！」

　三人は動かない。だが規き則そく正しく上下する胸を見れば、命に別べつ状じようないことが分かった。

『そなたが鰹屋の氏うじ神がみと信じる、我らが神を一時預あずける。ただし』

　みことが闇から現れる。何かに操あやつられたような空からっぽの表情でねこがみさまに歩み寄ると、その手を取ってぐっと広人に向って引っ張る。

『我らが〝天あま児がつ〟を伴わせよう』

　声は子どもの声でなく、複ふく数すうの性せい別べつの知れぬ者のものとなった。そしてねこがみさまはみことに手を引かれ、広人のもとへ歩んでくる。

「ねこがみさま！」

　広人が腕を広げると、ねこがみさまは目が覚めたがごとく大きく瞳ひとみを見開く。

「……広人」

　胸に詰まる声を発したかと思うと、ねこがみさまは駆かけ出す。そして広人の広げた腕の中に跳ちよう躍やくするように飛びこんで、抱きついた。

　広人はその体を抱きしめ、やっと安あん堵どする。ねこがみさまの確かな存在がちゃんと自分の腕のなかにあるのが、こんなにも安心するものとは思わなかった。

　しかしふいに周囲から気け配はいが消えて、はっと広人はわれに返った。

『──約やく定じようを違たがえれば』

　声が高き空から降る。

『〝天あま児がつ〟が、我らの代わりに汝なんじの咎とがを責めるであろう』

　声はかき消える。後にはみことがどこか遠い目をして広ひろ人とたちを見つめていた。





☆★☆






　夜が明ける頃ころ、どうにかこうにか泥どろだらけになって広人たちは山を降りきった。

　あの雨も土ど砂しや崩くずれも、異い形ぎようたちの仕掛けた幻げん惑わくだったのか。何にせよ本ほん物ものではなかったらしい。その証しよう拠こに、涼りよう子こやユキメやひかるは汗あせや土つち埃ぼこりで汚よごれているが、服は乾いている。

　ただ、その幻惑のまっただ中にいた広人と耀あき姫ひめは、本当に雨に打たれたように全身ずぶ濡ぬれであった。それが不ふ思し議ぎで、やはり不ぶ気き味みだった。

「広人さま！」「広人！」「広人先せん輩ぱい……！」

　温おん泉せん街がいの入り口にたどりつくと、夜や刀とやミミやあやのが泣きそうな顔と声で飛びついてきた。どうやらずっと夜を徹てつしてここで待っていたらしい。

「広人ちゃん、どこへ行ってただ！　ずっと心配してただでね」

「まあまあ、どこか川にでも落ちただかね。こんなずぶ濡れで」

　探しに出ていた叔母おばやおけいも半はん泣なきで一いつ行こうを出迎える。

　皆に抱きかかえられて広人は歩く。その腕にねこがみさまを固く抱きしめて。

　この細い肩を離したくなかった。

　この手を離せば、いまにもいなくなってしまうのではないか。

　あるいは、この愛らしく優しい、太陽のような笑顔でいつも膝ひざに飛びこんできてくれる彼女ではない、別な何かに変わってしまうのではないか。

　そんな恐れで、広人はねこがみさまの肩につい力をこめてしまう。

「……広人」

　そんな不安を感じ取ったか、ねこがみさまが振り仰あおぐ。

「探す宛あては、あるのですか」

「正直ありませんけれど」

　思わず本ほん音ねが口をついて出た。

「榊さかきさんを尋たずねて、もっと詳しい話を聞いてみようと思います」

「……そうよね」

　力ない声が響ひびいた。隣となりを歩く耀姫である。いつものはつらつとして自信満まん々まんな様よう子すは影を潜ひそめ、どこか悄しよう然ぜんとして、足を引きずりながら広人の腕につかまっている。

「いまのところの手掛かりはあのひとくらいよね」

「耀姫さん」

「それから、あいつらの正しよう体たい、やっと思い当たった。もしかしたらなんだけど」

　唇くちびるを嚙かみしめ、耀あき姫ひめはうなだれる。

「〝天てん狗ぐ〟かも、しれない」

「天狗!?」

　広ひろ人とはつい声を大きくする。名な高だかい妖あやかしだが、こんなところで聞くとは思わなかった。

「天狗って、天狗がなぜねこがみさまを？」

「わかんない。ただ、天狗が空を飛んだり火ひの玉たまになったり、人さらいや神かみ隠かくしを行ったりっていう逸いつ話わは日本のあちこちに残ってるの。かなり強きよう大だいな神じん通つう力りきを持つ妖しよね」

　ぎゅ、とさらに耀姫は唇を引き結び、眉まゆを寄せて地面を見つめる。

「あたしに力があったら、どれだけ強くたってどうってことないんだけど」

　広人は思わず自分の腕うでに置かれた彼女の腕を引き寄せる。

　そんなうなだれた姿すがたは見たくなかった。強ごう引いんだがどこか憎にくめない可愛かわいさのある、普ふ段だんの彼女に戻ってもらいたかった。だがそれは難しい話だ。ねこがみさまが広人の氏うじ神がみであることが存在意い義ぎであるように、彼女も神たることを誇りとしてきたはずだから。

「んもう、そんな情なさけない顔しないでよね」

　だが耀姫は広人の心配など振り払うように、ふふんと生なま意い気きに笑った。

「あたしの神じん通つう力りきがなくなったことそんなに心配しなくてもいいって」

「でも」

「同どう情じようなんて要いらないし。天狗のことはさておいて、別に神通力がなくたって有あ里り間ま区くの氏うじ子こがいてくれれば、それだけであたしは〝産土うぶすな神がみ〟なんだもん」

「そう……ですか」

「なによ、その自信なさげな声。氏子さんだっていってたじゃん。信じてくれる相手がいたら、それだけで〝神様〟であり続けるんだから。ほら、それに広人さんのあの言葉」

　耀姫は遠いまなざしを空へ向けた。

　街の上に広がる空が明け方の暗さから朝の青へと変わる。

　山の端はの濃い蒼あおから丸い天てん頂ちようへと、ゆっくりと澄すんだ青の色が移りゆく。

　それは、広人の物もの思おもいと行き先の不安を晴らしてくれる清すが々すがしさだった。

「〝神様は、そこにいてくれるだけでいい〟──って」

　あ、と広人は口を開ける。ねこがみさまも思い出したか、瞳ひとみを丸く見開いた。

　そんなふたりに、耀姫はふふっと小こ気き味みよい笑えみを投げた。

「あれはバカ猫ねこにいった言葉だけど、あたしはずっと覚えてる。それと広人さんが、ずっと逃げてたあたしにちゃんと向き合ってくれた。それで充分。だからバカ猫」

　耀姫は広人の腕を片手でぎゅっと抱きしめると、もう片手をねこがみさまのおでこに伸ばし、ふいに悪戯いたずらっぽく瞳ひとみを光らせた。

「あんたもいい加か減げん、腹くくりなさいよ、ね！」

　大きく、デコピン。ねこがみさまはたまらず小さな両手で額ひたいを押さえた。

「いっ……！　なっ、なにをしやるのです、耀あき姫ひめ！」

「ふーんだ、あんたもちゃんと逃げないで広ひろ人とさんにぶつかれば！」

「ちょっと、傲ごう慢まん女め神がみ」「なんなのよ、耀姫」「あ、あの、耀姫さん」

　ふいに不ふ機き嫌げんな声が頭ず上じようから降ってきたり割って入ったり。

　と見れば、すぐ近くの家の軒のき先さきからミミがぶら下がり、夜や刀とが体の脇わきから、あやのが広人の隣となりから、じっと耀姫をいぶかしげに見つめている。

「貴き様さま、いつの間に鰹かつお屋やを名前呼よびする仲なかになった」

　と思えば涼りよう子こ部長ががっしりと耀姫の肩をつかんでいたり。

「そうだぞ、早はや宮みやさん。広人さんて呼べるのはあたしだけのはずだったのに」

「待ってくださぁい、ユキメだって広人さんて呼んでますよう」

　ひかるやユキメが耀姫に詰め寄ったり。

　だが耀姫は得とく意い満まん面めん、ますます広人に抱きついてその腕から離れない。

「別にいいじゃーん。だってだって」

　くふふ、というより、ぐふふ、に近い笑えみで耀姫はほくそ笑えむと、

「広、人、さん、に！　正式に〝嫁よめ〟だって、認めてもらったんだもーんっ」

　とてつもない爆ばく弾だんを、投げた。

　一いち同どう絶ぜつ句く。そして次の瞬しゆん間かん。

「どういうことですの、広人さま！　わたくしたちには家族ってごまかして！」

「そうなのよ、夜刀だってまだ家族扱あつかいなのよ」

「あ、あの、広人さん、あたしは？　あたしは家族以い上じように扱ってくれないんだ？」

「わらわも家族って迎えていただきましたけど、で、でも嫁ってことですよね、先せん輩ぱい！」

「あっ、でもでもぉ、ユキメもずっと幸せにするっていってもらったしぃ」

「いやいやいや！　ちょ、あの、みんなそんなにらまないで迫らないであの」

「……鰹屋」

　ガシィッ！　と涼子が広人の襟えりをつかんだ。広人がひるむ間もなくずいと顔を近づけると、有う無むをいわせぬ強ごう引いん強きよう圧あつごり押し力任まかせの声こわ音ねと表情で彼女は、告げた。

「第一夫ふ人じんである私に、正式なプロポーズが、まだ、だぞ」

　脅きよう迫はく……！

　戦せん慄りつする広人は喧けん々けん囂ごう々ごうの少女たちに囲まれ、ただ蒼そう白はくになるばかりだった。




　群がる少女たちに阻はばまれて広人に近ちか寄よれず、ねこがみさまは一歩下がった場所から眺ながめる。皆に口々に迫られ、広人はたじたじで弁べん解かいするのが精せい一いつ杯ぱいの様よう子すだ。

「……寂しい？」

　ふいに小さな声に問いかけられ、ねこがみさまは目を落とした。

「みこと……」

　天あま児がつと呼ばれて、おそらくこちらの監かん視し役やくとして送りこまれた幼い少女を、ねこがみさまはどうしても〝みこと〟という名で呼んでしまう。

　幼いのに、ねこがみさまの感情をきめ細やかに拾い、そっと胸の空くう白はくに忍しのび入る巧たくみさに、得え体たいの知れぬ者どもの息がかかる相手と知りつつも、心慰なぐさめられる。

「寂しいことなどありませぬ。広ひろ人とが嫁よめに囲まれて幸せそうですのに」

「……でも、泣きそう」

　どきりとしてねこがみさまは口をつぐむ。みことはさらにはっきりと問いを重ねた。

「ねこがみさま、広人が、好き？」

　とっさにねこがみさまは胸を押さえる。それこそ素直に答えられる問いではない。

「好き……も、もちろんですぞ」

「どんな意味で？」

「氏うじ神がみとして、氏子を大事に思うのは、当たり前でありまする」

　答えながら、ねこがみさまの胸は鋭い問いへの恐れのためにずきずきと疼うずいた。

「本当に？」

　ふいにみことはねこがみさまを振り仰あおぎ、強い口く調ちようで問い質ただした。

「本当に？　本当に、氏神として？」

「むろんですぞ」

　いささか自棄やけになって、ねこがみさまはきっぱりといい返した。

「氏神であればこそ、広人のそばにいられるのですもの」

　いいきった瞬しゆん間かん、ねこがみさまは覚えず身を強こわ張ばらせた。言葉を口に出したそのとき、自分の本ほん心しんに思い当たったのだ。

（われは）

　見ないように見ないように、ずっとそらしてきたこの想おもい。

　すべての関係を壊こわしてしまう、禁きん断だんの感情。

　なぜ、自分が広人のそばにいられるのか。

　なぜ、〝神様〟だと、〝嫁よめ〟にはならぬと、頑かたくなに思ってきたのか。

（われは、本当は）

　ふいに脳のう裏りに、これまでのあらゆるできごとが雪崩なだれを打ってよみがえる。

〝……だから、もしも神様がなにかしてくれるっていうのなら〟

　広人の優しい声。包むように労いたわるように、けれど力強い確かく信しんを秘ひめた言葉。

〝そこにいてください。そこにいて、俺おれたちの祈りを聞いていてください〟

　一度思おもい出せばそれはもう止めようがなかった。止めることなどとてもできなかった。

　なぜなら広ひろ人とが向けてくれた言葉のひとつひとつ、仕し草ぐさのひとつひとつが、ねこがみさまにとってかけ替えのない喜びであり幸せだったからだ。

〝ねこがみさまは、もうどこにも行きませんよ。だって俺おれが信じてるんです……〟

〝俺がねこがみさまをずっと信じます。だからねこがみさまも、俺を信じてください〟

　その声は、その言葉は、どんなにか自分をなぐさめてくれただろう。

　行き場を見み失うしない、己おのれの存在を見失い、やっと見つけた居い場所もいつ失うかという不安に震える自分を、広人は常に受け入れ、認め、信じてきてくれたのだ。

〝俺は、ねこがみさまたちと一いつ緒しよにいたいんです。俺の家族と、ずっと一緒に〟

〝俺を見てください……どこにもない未来なんて、見なくていいんです〟

（広人）

　そうだ、神であるからこそ、広人のそばにいられるのだ。

　だがとりもなおさずそれは、鰹かつお屋やの氏うじ神がみでなければそばにいられない、という意味だ。

　そう思った刹せつ那な、広人の言葉が突き刺さるように大きく鼓こ膜まくに響ひびき渡った。

〝……俺は、ねこがみさまを俺の神様として、信じています〟




　広人。

　ひろと、ひろと、広人──────!!




「ねこがみさま」

　みことのか細い声が耳じ朶だを打つ。だがねこがみさまは顔を上げられない。みことが案あんじているのを分かっていながら、ちらと目を向けることもできない。

（われは……われは、本当は、広人の、ことを）

　ねこがみさまは両手で口を覆おおう。あふれ出そうな悲鳴を押さえるために、必ひつ死しに。

（いけませぬ。そのようなこと、ちらとでも思うてはなりませぬ）

　脳のう裏りによぎった想おもいを振り払おうとねこがみさまは激しく首を振る。夏の朝の光に乱れる銀ぎんの髪かみが散って淡あわく輝く。だが一度胸むねに結実した想いは容よう易いに振り払えない。

（早はよう、家に帰りたい）

　苦しさに胸がふさがれて、ねこがみさまは切せつに願った。

（いつもの生活へ戻りたいのです。広人やみんなと暮らす家での暮らしに）

　しかし本当に帰るべき場所はどこだろう。ねこがみさまには分からない。

　広人のそばか。かつて祀まつられていたあの土地か。

　自分の望む居場所。自分のあるべき場所。

　そのふたつはもしや──別なのでは、ないだろうか。







　八月十五日──盂う蘭ら盆ぼん。







　都と会かいの暑さは格かく別べつだった。

　涼すずしい地下鉄ホームから地上に出た広ひろ人と一いつ行こうを出迎えたのは、これまた張り切り過か剰じような八月ど真まん中なかの太陽と、直ちよく射しや日光に照りつけられてフライパン並みのアスファルトだ。

「うお、お、こりゃ、暑いとかいう、レベルじゃ、ない」

　大おお荷物を背負って広人はぐったりとつぶやいた。

　荷物の中身は鳴なる上かみ家けからもらった素そう麵めんや麵つゆやお茶や果くだ物ものなどの山やま盛もりお土産みやげ。

　宅たく配はいで送るというありがたい申もうし出を、送料がもったいないからと担かついで帰ってきたことを、広人はいまさらながらに甚はなはだしく後こう悔かいする。

「家までさほど遠くありませぬぞ。張り切って───っ」

　ねこがみさまは片手を突き上げたかと思うと、急にへにゃりとうなだれた。

「は、張り、切って、ま、まいり、たいもの、でありまする」

「ユキメ……溶ける溶ける……三秒、前」

　すでに溶けかけている気もするユキメが、長い髪かみをばさりと前に垂らしてうなだれて、リアル貞さだ子こ状態でねこがみさまに斜めに寄りかかる。

「蛇へびも、暑いの、だめなの、よう」

「あ、汗あせなんて、この高こう貴きなあたくしには、似つかわしくありませんわぁ」

「あぁん、お二人とも、やめてぇん……ユキメ、溶ける、一秒、後」

「ふおお、さ、三人ともこらえる、のです。どうか、こらえ、へにゃあん」

　夜や刀ともミミも、それぞれぐったり天てん然ねん冷れい蔵ぞう庫こユキメに寄りかかる。ますますユキメは消しよう耗もうする一方で、ねこがみさまは三人分を受けとめそこねて倒れる寸すん前ぜん。

　ひとり、おまけのみことだけはぼんやりとみなの背後に立ち尽くしている。

「しかしこの暑さ……普通じゃないよな」

　広人たちは階段のある屋や根ねの下から踏み出す勇気がなく、蟬せみ時雨しぐれ降り注そそぐ灼しやく熱ねつの道路を見つめて動けない。動けないまま無む駄だに時は経たつし暑い。

「いやいや、このままいても自動的に家が歩いてくるわけじゃないですし」

　覚かく悟ごを決めて、広人はよいしょと背中の荷物を揺すり上げた。

「行きますよ、みんな……」

「広人様！」

　爽さわやかに響ひびき渡る声に、はっとみなは頭を上げる。

　横おう断だん歩道の向こうから袴はかまを華か麗れいにさばいてやってくるのは、守もり宮みやだった。額ひたいにおびただしく汗をかいてはいるが、いつもの清すが々すがしいまでの好こう青年ぶりは変わらない。

「出発前にいただいていた予定表通どおりでございますね。お帰りをお待ちしておりました。ああ、お荷物は私が。長なが旅たび、さぞお疲れでございましたでしょう」

　守もり宮みやはてきぱきと荷物を受け取り、軽かる々がると両手に持って背中に載せる。

　救い主ぬし！　メシア！　的感かん慨がいで広ひろ人とは感かん激げきのあまりに声も出ない。

「……でも」

　無ぶ事じにここまで帰ってきた。帰って荷を預けて軽くなった。

　軽くはなったが、広人はまだ目に見えない重おも荷にをこの背に乗せている気がした。

　失われたふたつのご神しん体たい。名の知れぬもう一いつ柱ちゆうの神。ねこがみさまと対ついになる神。

　対──という言葉に広人は、かすかに不快な感情が湧わき上がる。〝対〟などと、まるでねこがみさまの伴はん侶りよのようではないか。

　神じん通つう力りきを失った耀あき姫ひめのことも気になる。彼女は毅き然ぜんとした態度で帰っていったが、それでもいきなり消え失うせた力を思えばきっと穏おだやかな心地ここちではないに違いない。

　何より、頼りになりそうなみっちゃんとはまだ連れん絡らくがつかなかった。

「ん？　メール……」

　ジーンズの尻しりに入れていた携けい帯たいのバイブに気づき、確かく認にんする。

『広人先せん輩ぱい』

　新しん幹かん線せんの駅で別れ、先に帰き宅たくしたあやのからだった。

『どうしたらいいのか分かりません。急にお祖母ばあ様の態度が変わってしまって。わらわが学校に通うことはおろか、外出も許してくださらなくなってしまいました』

「え、なに!?」

　不ふ穏おんな内容に広人は眉まゆを上げて液えき晶しよう画面を凝ぎよう視しする。

『甚じん右衛門えもんも軟なん禁きんされ。指し揮きかのメイド部ぶ隊たいも解かい体たいされて、れんらくも取れません』

　急いで打ったのか誤ご字じ脱だつ字じがひどい。几き帳ちよう面めんで丁てい寧ねいなあやのらしくない。

　その切せつ迫ぱくさに、この暑さにもかかわらず広人は背せ筋すじが冷たくなる。

『唯ゆい一いつ外部とれんらくできるけいたいもいつ取りあげられるか。ご迷めい惑わくなのは百もしょうちですでも先輩しか頼れる方がいません。どうか』

　そこまで読んだとき、メールの文面が着ちやく信しん画面に変わった。

　手の中で震えながら奏かなでるメロディに重なり、着信相手の名前が表ひよう示じされる。

「羽は沢ざわひかる」

　彼女も先に、母親が車で迎えに来ているといって別の駅で降りた。

　いまのあやのの不ふ穏おんなメールで不安が募つのり、急いで広人は応おう答とうする。しかし耳に飛び込んできたのは予想だにしていなかった声だった。

『鰹かつお屋や君？　いきなりごめんなさい、羽沢ひかるの母です。お久しぶり』

「あ、は、はい？　はい、あの、鰹屋です。あの、どんなご用件で」

　面めん食くらう広ひろ人とは言葉が続かない。だがひかるの母の次の言葉を聞いたとたん、

『ひかるの意識がないの』

　ぶん殴なぐられたような強い衝しよう撃げきに、言葉どころか思し考こうも見失った。

『帰き宅たくしたとたん玄げん関かんで倒れて、それからぴくりとも動かない。今年の春まであんな感じだったけど、まさか、またあんな風ふうになるなんて』

　詰まる声が耳に押し当てた携けい帯たいから流れる。

『いま病院で診みてもらってる。何か合がつ宿しゆく先さきでおかしいことはなかった？　具ぐ合あいがよくなさそうだったとか、食欲がなかったとか、ふらふらしてたとか』

　責める口く調ちようではなかった。一いち縷るの望みにすがる哀あい願がんの声こわ音ねだった。

『お願い、何か思い当たることがあったら教えて。治ち療りようの助けになるかもしれない』

「どうしたのです、広人。この暑さなのに真まっ青さおでありまするぞ」

　ねこがみさまが問いかけるが、広人は首を振って携帯に話しかける。

「な、何も。そんな、ひかるさんはずっと明るくて、楽しそうで」

　あの得え体たいの知れない存在たちにさらわれたことが契けい機きだろうか。しかしそれを告げても治療の役に立つのだろうか。迷いながら、それでも広人が口を開きかけたとき、

「……広人様！」

　ふいに聞き覚えのある声とともに、着物姿すがたの美しいひとりの少女が目の前に出しゆつ現げんした。

「筺はこさん!?」「筺ではありませぬか！」「筺、こんなところにどうしたのよ」

　ねこがみさまが再会に顔を明るくし、顔馴な染じみの夜や刀とも駆かけ寄る。

　筺は夜刀の手を取るが、気もそぞろな様よう子すで口を開いた。

「筺は、今日きようから遠くに預けられることになったんです。いま駅の近くの信号待ちの車にいるんです。ここでお会いできるとは思わなかったですけれど、よかった」

　付つく喪も神がみの筺は焦あせった早はや口くちで告げる。以前会あったときの落ち着いた風ふ情ぜいとまったく違う取り乱した態度で、彼女はさらにいい募つのった。

「広人様にどうしても告げなくてはならないことがあったんです。でも宿る器き物ぶつより遠く離れてこの姿になることができなくて、ずっとお戻りを待ってました」

「預けられるって、どうして？　春日かすがの家にもらわれたんじゃ」

「筺がよけいなことしてしまったからです。筺の自じ業ごう自じ得とくです。いいえ、それはいいんです。だけどどうしてもこれだけはお伝えしなくてはって。美み薫かさんのことで」

「美薫……春日がどうしたんだ!?」

　耀あき姫ひめ、あやの、ひかると立て続けに起っている異い変へんに広人はもう確信した。美薫にも何事かが起っているのだ。だがこの一連の異変はつながっているのだろうか。

「美薫さんは、美薫さんはお父とう様のご命令で」

　祈るように両手を合わせ、筺は必ひつ死しの様よう子すでいった。

「お嫁よめに、行かされるんです」

「え──」

　思いもかけない答えに広ひろ人とはその場に立ちすくむ。

「グランパレス有あ里り間まの立ち退のきを中止するのと引き替えなんです。広人様やねこがみさまの家を守るためなんです。お願い、お願いです、どうか美み薫かさんを助け」

　突とつ如じよ、言葉半なかばで筺はこの姿すがたがかき消えた。

「筺さん！」「そんな、筺！」「筺？　筺、どこなのよ！」

　ねこがみさまが一歩飛び出す目の前で信号が変わり、車の流れが動き出す。

「あ、危ないねこがみさま！」

　広人は腕を伸ばしてねこがみさまの体を抱きとめた。ねこがみさまの鼻はな先さきをかすめ、何台もの車が陽かげ炎ろう揺らぐアスファルトの道路を走っていく。

「筺……そんな、春日かすが」

　呆ぼう然ぜんとした声こわ音ねがねこがみさまの唇くちびるから滑すべり落ちる。広人は自分が握る携けい帯たいからひかるの母が必ひつ死しに呼びかけているのに気づき、あわてて耳に当てた。

『ごめんなさい、治ち療りようの途と中ちゆうだから。お願い、何か気づいたらこの携帯にかけて』

　どうか、どうかお願いします。と必死の言葉を残して通話は切れた。

　切れた後は再び読みかけのメールの画面に戻っている。

『どううかれんらくください　たすけてください　あやの』

　もう推すい敲こうどころか変換する余よ裕ゆうもなかったのか。

　広人は自じ失しつの体たいで携帯を握りしめる。

　ねこがみさまは車が激しく行き来する駅前の道路をぼんやりと見つめている。その小さな背中はひどく途と方ほうに暮れた様よう子すで、儚はかなげで頼りなげだった。

　広人も声がない。もちろん、夜や刀とやミミやユキメや守もり宮みや、他の誰だれもが言葉も声もない。

　皆の前に広い道路は続いている。この道は一いつ家かが暮らす家へと至る道だ。

　小さくて、古くて、六畳じよう一ひと間まで、それでも自分たちの大切な〝家〟。

　だがその道には、大きく陽かげ炎ろうがゆらめき、視し界かいをぼんやりとゆらめかせている。

　どんな問いも拒こばむように、

　一家の行き先を閉ざすように。

　陽よう光こうは情なさけ容よう赦しやなかった。暑さはユキメでなくとも溶けてしまいそうなほどだった。照りつける強い陽ひ射ざしに焦こげて焦げついて、アスファルトに焼きついてしまいそうだった。

　しかし広人は動けない。腕の中にねこがみさまを抱き締め、その細い体にしがみつくにも似た心地ここちのまま、一歩も動けない。

　一家のたどるべき家いえ路じは果てしなく、そして先行きもまた遠かった。


──七巻へ続く












　あとがき




　こんにちは。マサト真ま希きです。

　五巻のあとがきファイルを開き、ほぼ一年近く時間が経たっていたと気づいて、自分が別の時じ空くうにいることが判はん明めいしました。

　感覚的にはまだゴールデンウィークです。俺おれの二〇一二年の夏はこれからだ。




　以下は謝しや辞じです。

　担当の湯ゆ浅あさ様さま。上じよう梓しにこぎつけるまで色いろ々いろ悩みましたが、こうして無ぶ事じに終えられたのも、六巻まで巻かん数すうを重ねられたのも、湯浅様のおかげです。次じ巻かんもがんばります！

　編集の土つち屋や様。メールの返信を夜の三時に返すと、そのまた返信が明け方間ま近ぢかの四時半にくるので、いつ帰き宅たくされてるか心配になり……お疲れ様です。ありがとうございます。

　イラストのごまさとし様。こちらの思い描く以上の素晴らしいイラストを、いつもありがとうございます！　浴衣ゆかたねこがみさまの可愛かわいさといったら、文章を生なり業わいとしているのに書き尽くせません。本になったら存ぞん分ぶんに表紙を触りまくりたい。

　出版に携たずさわるアスキー・メディアワークスの関係者の皆様。

　辛つらいときには、きっとさりげなく励はげましてくれる大切な家族や友人の皆様。

　今回もさらに七しち転てん八ばつ倒とうしていましたが、皆様の励ましやお力で無事に上じよう梓しできました。いつも、そして今回も、ありがとうございました。




　そして、この本を手に取ってくださった方々へ。

　ついに六巻……！　という感かん慨がいに打ち震えることができるのも、このシリーズを読んでくださっている皆様の支えのおかげです。本当にありがとうございます！




　前巻でも予告しましたとおり、今巻は夏祭りで浴衣。

　さらには温おん泉せん回も達成できて、ごまさんのこれ以上ない可愛いねこがみさまの浴衣イラストまで拝おがめて、心こころ残のこりはありません。

　次巻の予告は今回できませんが、持てる力以上を尽くしてお届けしたい所しよ存ぞん。

　それでは、七巻でお会いしましょう！





二〇一二年　八月　　マサト真希









[image: ]







マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、小説の仕事へ。

近所のインドカレー屋にて。その辺のお宅に遊びに来た感じのお店でしたがナンの美味さは最高。
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イラスト／ごまさとし

ねこがみさまの浴衣の柄になっている朝顔は、とっても好きな花のひとつです。

仕事部屋の窓の外にグリーンカーテンとして朝顔を育てていますが、夏もそろそろ終わろうとしている今もたくさんの花を付けて目を楽しませてくれています。
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